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PlantPAxプロセス ・ オート メーシ ョ ン ・ システム

お客様へのご注意

ソ リ ッ ドステート機器はエレク ト ロ メカニカル機器とは動作特性が異なり ます。 『ソ リ ッ ド ・ ステー
ト ・ コン ト ロール ソ リ ッ ドステート装置のアプリケーシ ョ ン、 設置、 および保守のための安全ガイ ド
ライン』 (Pub. No. SGI-1.1) (当社の営業所またはhttp://www.rockwellautomation.com/literature/からオンライ

ンで入手可能 ) に、 ソ リ ッ ドステート機器とハード配線されたエレク ト ロ メカニカル機器との重要な

違いについて説明しています。 さ らにソ リ ッ ド ステート機器はいろいろな用途に使われるこ とから
も、 この機器の取扱責任者はその使用目的が適切であるかど うかを充分確認してください。

この機器の使用によって何らかの損害が生じても当社は一切責任を負いません。

本書で示す図表やプログラム例は本文を容易に理解できるよ うに用意されているものであ り、 その
結果と しての動作を保証するものではあ り ません。 個々の用途については数値や条件が変わって く
る こ とが多いため、 当社では図表などで示したアプ リ ケーシ ョ ンを実際の作業で使用した場合の結
果については責任を負いません。

本書に記載されている情報、 回路、 機器、 装置、 ソフ ト ウェアの利用に関して特許上の問題が生じて
も、 当社は一切責任を負いません。 製品改良のため、 仕様などを予告なく変更するこ とがあり ます。

Rockwell Automation, Inc.の書面による許可なしに、 本書の内容のすべてまたは一部を複製するこ とは

禁止されています。

本書を通じて、 特定の状況下で起こ り う る人体または装置の損傷に対する警告および注意を示し
ます。

Allen-Bradley、 Rockwell Software、 Rockwell Automation、 PlantPAx、 ControlLogix、 CompactLogix、 FactoryTalk、 CENTERLINE、 PanelView、 RSLinx、 Logix5000、 RSLogix、 RSNetWorx、 FLEX Ex、
FLEX I/O、 PhaseManager、 RSView、 ControlFLASH、 Integrated Architecture、 Stratix 5700、 Stratix 6000、 Stratix 8000、 Stratix 8300、 POINT I/O、 およびTechConnectは、 Rockwell Automation, Incの
登録商標です。

Rockwell Automationに属さない商標は、 それぞれの企業に所有されています。

警告 ： 人体に障害を加えうる事項、 および装置の損傷または経済的な損害を生じ
うる、 危険な環境で爆発が発生する可能性がある操作や状況を示します。

注意 ： 人体の障害や死亡、 装置の損傷または経済的な損害を生じ う る操作や状況
に関する情報を示します。 注意は、 危険を特定し、 危険を回避して、 結果を認識
するのに役立ちます。

感電の危険 ： 危険な電圧が存在する恐れがあるこ とを知らせるために、 ド ライブ
またはモータなどの装置の上または内部にラベルを貼っています。

やけどの危険 ： 表面が危険な温度になっている恐れがあるこ と を知らせるため
に、 ド ライブまたはモータなどの装置の上または内部にラベルを貼っています。

重要 製品を正し く使用および理解するために重要な事項を示します。

http://literature.rockwellautomation.com/idc/groups/literature/documents/in/sgi-in001_-en-p.pdf
http://www.rockwellautomation.com/literature/


変更内容

本書では、 主にすべての PlantPAx™ システムに適用される導入に

関する推奨事項が改訂されています。

新情報と改訂情報 以下の表に、 この改訂で行なわれた変更の一部を示します。

項目 ページ

独立ステーシ ョ ンおよび分散型PASSサーバのアーキテク
チャクラスを定義

14

ステーシ ョ ンおよび分散型クラスごとのシステム要素
を更新

15

現在のソフ トウェアバージ ョ ンの PlantPAx システムルー
ルを更新

20

サイズ指定の例を含む、 コン ト ローラに関する推奨事
項、 タスク構成、 および CPU 利用率を詳細に説明

33、 34、 36、 37

システムアラームに関する推奨事項を詳細に説明 55

システム要素のソフ トウェアコンポーネン ト をリス ト 99
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Notes:
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はじめに

PlantPAx プロセス ・ オート メーシ ョ ン ・ システムは、 世界で ト ッ

プク ラスの分散制御システム (DCS)に期待されるすべてのコア機

能を備えています。 このシステムは、 多分野にわたる制御を可
能にする Integrated Architecture™ (統合アーキテクチャ )コンポーネ

ン ト を使用して規格に基づいてアーキテクチャ上に構築され、
Rockwell Automation®のインテ リ ジェン トモータ制御の製品ライン

にプレ ミ ア統合できます。

『PlantPAx プロセス ・ オー ト メーシ ョ ン ・ システム 　選択ガイ

ド』 はシステムのサイズ指定と調達に役立ちますが、 この リ
ファレンスマニュアルではPlantPAxシステムをセッ ト アップする

際に従う必要があるアプ リ ケーシ ョ ンルールについて詳し く説
明します。 PlantPAx システムのパフォーマンスは、 以下の資料で

定義されているサイズ指定ガイ ド ラ イ ン と アプ リ ケーシ ョ ン
ルールによって決ま り ます。

PlantPAxシステムでは、 PlantPAxライブラ リやPlantPAx仮想イ メー

ジテンプレー ト を使用する必要があ り ません。 反対に、 ラ イブ
ラ リや仮想イ メージテンプレート を使用する場合、 PlantPAx シス

テムのパフォーマンスを達成するには、 選択ガイ ド と リ フ ァ レ
ンスマニュアルのガイ ド ラ インに従う必要があ り ます。

図1 - リファレンスマニュアルの範囲

図1には、 最適なシステムパフォーマンスのガイ ド ラ インと推奨

事項を提供する項目を示します。 リ フ ァ レンスマニュアルの内
容は、 システム要素の構成からアプ リ ケーシ ョ ンの開発まで論
理的な順序で構成されています。

32204-MC
リファレンスマニュアル

システムアーキテクチャの
推奨事項

システム要素の推奨事項

システムアプリケーシ ョ ン
の推奨事項

インフラ基盤の推奨事項

フ ィールドデバイスの
統合に関する推奨事項

バッチ管理と制御に
関する推奨事項

メンテナンスに
関する推奨事項

アラームシステムの推奨事項

定義 調達

システムの
セッ トアッ
プと構成

アプリ
ケーシ ョ
ン固有の
コード

システム
テス ト 立上げ サポート
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はじめに
章の順番に従って各セクシ ョ ンを読む必要はあ り ません。 必須
のFactoryTalk® Directoryの定義など、 ワークステーシ ョ ンとサーバ

を既に構成済みの場合は、 ネッ ト ワークやフ ィールドデバイスの
推奨事項などのセクシ ョ ンまでとばして進むこ と もできます。

参考資料 以下の資料には、 ロ ッ ク ウェル ・ オー ト メーシ ョ ンの関連製品
に関する追加情報が記載されています。

表1 - その他の資料

マニュアル名 説明

システムコア

FactoryTalk View SE Edition User Manual (FactoryTalk 
View Site Edition 　ユーザーズガイド ) 
(Pub. No. VIEWSE-UM006)

ネッ トワーク上で分散している複数のユーザとサーバを対象に含めることができ
るヒューマン ・ マシン ・ インターフェイス (HMI) アプリケーシ ョ ンの開発および実
行について、 このソフ トウェアパッケージの使用方法を詳細に説明します。

FactoryTalk View SE Installation Guide 
(Pub. No. VIEWSE-IN003)

FactoryTalk View SE ソフ トウェアをインストールするための手順が記載されています。

FactoryTalk Alarms and Events System Configuration 
Guide(Pub. No. FTAE-RM001)

FactoryTalk 対応オート メーシ ョ ンシステムの一部として FactoryTalk Alarms and Events サービ
スをインストール、 構成、 および使用する方法について詳細に説明します。

ControlLogix System User Manual (ControlLogix シ
ステム ・ ユーザーズ ・ マニュアル ) 
(Pub. No. 1756-UM001)

従来の環境や極限環境の ControlLogix® コン ト ローラの使用方法について説明します。

ControlLogix Enhanced Redundancy System User 
Manual (ControlLogix 拡張冗長システム　
ユーザーズマニュアル ) 
(Pub. No. 1756-UM535)

より高い可用性に対応する拡張冗長コン ト ローラシステムの設置および構成につ
いて説明します。

Logix5000 Controllers Design Considerations 
Reference Manual (Pub. No. 1756-RM094)

Logix5000 コン ト ローラアプリケーシ ョ ンを設計および最適化する方法について詳
細に説明します。

Logix5000 Controllers Common Procedures 
Programming Manual (Logix5000 コン トロー
ラ ・ コモン ・ プロシージャ  プログラ
ミングマニュアル )

(Pub. No. 1756-PM001)

すべての Logix5000 コン ト ローラプロジェク トに共通する手順の使用方法を説明す
るプログラ ミングマニュアル集のリンクを提供します。

Logix5000 Controllers General Instructions Reference 
Manual (Pub. No. 1756-RM003)

リレーラダー命令を使用して、 コン ト ローラアプリケーシ ョ ンをプログラ ミング
します。

Logix5000 Controllers Advanced Process Control and 
Drives Instructions Reference Manual 
(Pub. No. 1756-RM006)

プロセス制御命令と ドライブ命令について説明します。

Logix 5000 Controllers Execution Time and Memory 
Use Reference Manual (Pub. No. 1756-RM087)

RSLogix 5000 プログラ ミングソフ トウェア Ver. 18.00、プログラムにおける Logix5000 コン
ト ローラ、 ファームウェアリビジ ョ ン 18.11 ( ファームウェアリビジ ョ ン 18.12 を使
用する ControlLogix 1756-L7x コン ト ローラを除く ) のすべての手順の実行時間と メモリ
使用量について完全なリスト を提供します。

1756 ControlLogix Controllers Technical Data 
(Pub. No. 1756-TD001)

ControlLogix コン ト ローラの仕様が記載されています。

PlantPAx Logix Batch &amp; Sequence Manager 
Product Profile (Pub. No. PROCES-PP004)

制御と視覚化を統合するために Logix 制御プラッ ト フォームおよび FactoryTalk View ソ
フ トウェアを利用するコン ト ローラベースのバッチおよびシーケンスソ リ ュー
シ ョ ンについて説明します。

PlantPAx Library of Process Objects 
(Pub. No. PROCES-RM002)

プロセスオブジェク トの PlantPAx ライブラリを構成するコードオブジェク ト、表示
要素、 およびフェイスプレートの概要を説明します。

PlantPAx Library of Logix Diagnostic Objects 
(Pub. No. PROCES-RM003)

Logix コン ト ローラのモニタおよび診断情報のアドオン命令を説明します。

PlantPAx Library of Steam Table Instructions 
(Pub. No. PROCES-RM004)

温度および加圧蒸気の表を計算するためのアドオン命令を説明します。
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はじめに
インフラ基盤

PlantPAx Process Automation System Selection Guide 
(PlantPAx プロセス ・ オート メーシ ョ
ン ・ システム　選択ガイド ) 
(Pub. No. PROCES-SG001)

独立型、 集中型、 および分散型の 3 つの典型的なプロセスアーキテクチャの概要
を説明します。

Virtualization for Process Automation Systems 
(Pub. No. PROCES-WP007)

仮想サーバ、 トポロジ、 および PlantPAx システムの推奨事項について説明します。

Virtual Image Templates User Manual 
(Pub. No. 9528-UM001)

仮想マシンの設定に PlantPAx 仮想イメージテンプレート を使用する方法について説
明します。

EtherNet Design Considerations Reference Manual 
(Pub. No. ENET-RM002)

このオープンネッ トワークで作業現場から上階のオフ ィ スにわたるプラン ト全
体のシームレスな通信を可能にするインフラ基盤コンポーネン トについて説明
します。

Ethernet-to-the-Factory 1.2 Design and 
Implementation Guide (Pub. No. ENET-TD001)

Cisco 社の Ethernet-to-the-Factory ソ リューシ ョ ンとロッ クウェル ・オート メーシ ョ ンの
統合アーキテクチャソ リ ューシ ョ ンに基づいた共同設計ガイ ド ラインを説明し
ます。

Stratix 8000 and 8300 Ethernet Managed Switches 
Software User Manual (Stratix 8000 および Stratix 
8300 Ethernet 管理スイッチ ユーザーズ
マニュアル ) (Pub. No. 1783-UM003)

Stratix 8000 および Stratix 8300 Ethernet 管理型スイッチを構成および管理するための組込
みソフ トウェアの機能とツールについて説明します。

Stratix 6000 Ethernet Managed Switch User Manual 
(Pub. No. 1783-UM001)

Stratix 6000 Ethernet 管理型スイッチを構成および管理するための組込みソフ トウェア
の機能とツールについて説明します。

Stratix 5700 Ethernet Managed Switches User 
Manual (Stratix 5700 Ethernet 管理型スイッ
チ　ユーザーズマニュアル ) 
(Pub. No. 1783-UM004)

Stratix 5700 Ethernet 管理型スイッチを構成および管理するための組込みソフ トウェア
の機能とツールについて説明します。

ControlNet Coax Media Planning and Installation 
Guide (Pub. No. CNET-IN002)

ControlNet ネッ トワークを計画、 設置、 および実装するための手順について説明し
ます。

ControlNet Fiber Media Planning and Installation 
Guide (ControlNet ファイバーメディア　
プランニングおよび設置ガイド 　
ユーザーズマニュアル ) 
(Pub. No. CNET-IN001)

ControlNet Modules in Logix5000 Control Systems 
User Manual (Logix5000 制御システム内の
ControlNet モジュール　ユーザーズマ
ニュアル ) (Pub. No. CNET-UM001)

フ ィールドデバイス統合

FactoryTalk AssetCentre Installation Guide 
(Pub. No. FTAC-IN004)

ファク ト リー ・ オート メーシ ョ ン ・ システムをモニタするための設置手順を説明
します。

FactoryTalk AssetCentre Product Profile (FactoryTalk 
AssetCentre プロファク トプロファイル ) 
(Pub. No. FTALK-PP001)

企業全体のオート メーシ ョ ン関連資産情報の保護、管理、バージ ョ ン管理、追跡、
および報告を行なうためのツールについて説明します。

1756 ControlLogix Communication Modules 
Specifications Technical Data (Pub. No. 1756-TD003)

ControlLogix ネッ トワーク通信モジュールの仕様が記載されています。

Ethernet Design Considerations Reference Manual 
(Pub. No. ENET-RM002)

産業環境と タイムク リテ ィ カルなアプリケーシ ョ ンの制御および情報プラ ッ ト
フォームである EtherNet/IP プロ ト コルのインフラ基盤およびコンポーネン トについ
て説明します。

EtherNet/IP Network Configuration User Manual 
(EtherNet/IP ネッ トワーク構造 ユーザー
ズマニュアル ) (Pub. No. ENET-UM001)

EtherNet/IP トポロジおよびネッ トワーク操作で使用される Logix5000 ツールについて説
明します。

EtherNet/IP and ControlNet to FOUNDATION Fieldbus 
Linking Device (Pub. No. 1788-UM057)

1788-EN2FFRおよび 1788-CN2FFR リンキングデバイスの設置と操作について説明します。

1788-EN2PAR User Manual (Pub. No. 1788-UM056) 1788-EN2PAR リンキングデバイスの設置と操作について説明します。

1788-CN2PAR User Manual (Pub. No. 1788-UM055) 1788-CN2PAR リンキングデバイスの設置と操作について説明します。

表1 - その他の資料

マニュアル名 説明
Pub. No. PROCES-RM001H-JA-P - June 2013 11

http://literature.rockwellautomation.com/idc/groups/literature/documents/sg/proces-sg001_-en-p.pdf
http://literature.rockwellautomation.com/idc/groups/literature/documents/wp/proces-wp007_-en-p.pdf
http://literature.rockwellautomation.com/idc/groups/literature/documents/um/9528-um001_-en-p.pdf
http://literature.rockwellautomation.com/idc/groups/literature/documents/rm/enet-rm002_-en-p.pdf
http://literature.rockwellautomation.com/idc/groups/literature/documents/td/enet-td001_-en-p.pdf
http://literature.rockwellautomation.com/idc/groups/literature/documents/um/1783-um003_-ja-p.pdf
http://literature.rockwellautomation.com/idc/groups/literature/documents/um/1783-um001_-en-p.pdf
http://literature.rockwellautomation.com/idc/groups/literature/documents/um/1783-um004_-ja-p.pdf
http://literature.rockwellautomation.com/idc/groups/literature/documents/in/cnet-in002_-en-p.pdf
http://literature.rockwellautomation.com/idc/groups/literature/documents/in/cnet-in001_-en-p.pdf
http://literature.rockwellautomation.com/idc/groups/literature/documents/um/cnet-um001_-en-p.pdf
http://literature.rockwellautomation.com/idc/groups/literature/documents/in/ftac-in004_-en-e.pdf
http://literature.rockwellautomation.com/idc/groups/literature/documents/pp/ftalk-pp001_-ja-p.pdf
http://literature.rockwellautomation.com/idc/groups/literature/documents/td/1756-td003_-en-e.pdf
http://literature.rockwellautomation.com/idc/groups/literature/documents/rm/enet-rm002_-en-p.pdf
http://literature.rockwellautomation.com/idc/groups/literature/documents/um/enet-um001_-ja-p.pdf
http://literature.rockwellautomation.com/idc/groups/literature/documents/um/1788-um057_-en-p.pdf
http://literature.rockwellautomation.com/idc/groups/literature/documents/um/1788-um056_-en-p.pdf
http://literature.rockwellautomation.com/idc/groups/literature/documents/um/1788-um055_-en-p.pdf


はじめに
資料を参照またはダウンロードするには、
http://www.rockwellautomation.com/literature をご覧ください。 技術

資料の印刷物を必要とする場合は、 当社または当社代理店にお
問い合わせください。

ControlLogix HART Analog I/O Modules User Manual 
(Pub. No. 1756-UM533)

ControlLogix HART アナログ I/O モジュールの設置、構成、 およびト ラブルシューテ ィン
グ方法に関する情報が記載されています。

Promass 83 Flowmeter via PROFIBUS PA to the 
PlantPAx Process Automation System (Pub. No. 
PROCES-AP022)

PROFIBUS PA 機器の設計および実装の手順を説明します。

DeviceNet System Quick Reference 
(Pub. No. DNET-QR001)

DeviceNet ネッ トワーク上でアプリケーシ ョ ンを構成する手順を説明します。

CENTERLINE® Motor Control Centers with EtherNet/IP 
(Pub. No. 2100-TD031)

制御、 構成、 およびデータ収集サービスのフルスイートを提供する EtherNet/IP ネッ
トワークについて詳し く説明する資料です。

バッチ

PhaseManager User Manual (PhaseManager ユー
ザーズマニュアル ) (Pub. No. LOGIX-UM001)

使用する機器のステートモデルを定義し、 機器のフェーズを作成する方法につい
て説明します。

FactoryTalk Batch Installation Guide 
(Pub. No. BATCH-IN011)

FactoryTalk Batch ソフ トウェアのインストールに関する情報と手順を説明します。

FactoryTalk Batch User's Guide 
(Pub. No. BATCH-UM011)

FactoryTalk のレシピ管理、 コンポーネン トガイ ド ライン、 およびソフ トウェアのイ
ンストール手順の補足情報を説明します。

表1 - その他の資料

マニュアル名 説明
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第1章

システムアーキテクチャの推奨事項

PlantPAx システムでは、 標準的なロ ッ クウェル ・ オート メーシ ョ

ンの統合アーキテクチャ (IA)製品を組み合わせ、 プロセス ・ オー

ト メーシ ョ ン ・ システム と して最適なパフォーマンスが得られ
るよ うに前述の方法で構成して使用します。 このセクシ ョ ンで
は、 PlantPAx システムを構築するために使用するシステム要素と

アーキテクチャについて説明します。

以下の表に、 詳し く情報を説明する場所を示します。

ロ ッ ク ウェル ・ オー ト メーシ ョ ンでは、 サイズまたはアーキテ
クチャのク ラ スに基づいてプロセス ・ オー ト メーシ ョ ン ・ シス
テムの特性を解析しています。 「特性解析済み」 ( 試験済みシス

テム ) の分類から、 システム ・ パフォーマンス ・データ と推奨さ

れるハード ウェアおよびソフ ト ウェア構成がわかり ます。

こ こでは、 PlantPAx アーキテクチャのク ラスによって、 プロセス

産業で将来拡張するこ とを考慮して IA 製品を構成する場合にシ

ステムに柔軟性を持たせる方法について説明します。

項目 ページ

アーキテクチャクラス 14

システム要素 15

クリテ ィ カルなシステム属性 16

システム調達ツール 16
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第1章 システムアーキテクチャの推奨事項
以下の図に示すアーキテクチャ ク ラスには、 以下のコンポーネ
ン トが含まれています。

• プロセス ・ オート メーシ ョ ン ・ システム ・ サーバ (PASS)、
オペレータワークステーシ ョ ン (OWS)、 およびエンジニア

リ ングワークステーシ ョ ン (EWS) と して機能する 1 台のス

テーシ ョ ンで構成されるシステムアーキテクチャ

• 複数のOWSおよびEWSで構成される単一サーバ用の分散型

システムアーキテクチャ

• 複数のOWSおよびEWSで構成される複数サーバ用の分散型

システムアーキテクチャ

アーキテクチャクラス アーキテクチャ ク ラスによってシステムの機能が定義され、 こ
れらの機能は同じシステム要素を変更する こ とで拡大縮小でき
ます。

RUN SD OKFORCE

Logix5575 EtherNet/IP™

RUN SD OKFORCE

Logix5575 EtherNet/IP™
RUN SD OKFORCE

Logix5575 EtherNet/IP™

RUN SD OKFORCE

Logix5575 EtherNet/IP™

RUN SD OKFORCE

Logix5575 EtherNet/IP™

RUN SD OKFORCE

Logix5575 EtherNet/IP™

RUN SD OKFORCE

Logix5575 EtherNet/IP™

RUN SD OKFORCE

Logix5575 EtherNet/IP™

ステーシ ョ ン
アーキテクチャ

分散型アーキテクチャ  - 単一 PASS サーバ

分散型アーキテクチャ  - 複数の PASS サーバ

アーキテクチャ 説明

ステーシ ョ ン PASS、 OWS、 およびEWSと して機能する1台のステーシ ョ ン

分散型 - 単一PASSサーバ このアーキテクチャには1台のPASSサーバが必要で、 複数台のOWS と EWSを持つことがで
きます。

分散型 - 複数のPASSサーバ このアーキテクチャには複数台の PASSサーバが必要で、 複数台の OWS と EWS を持つこと
ができます。 容量を増やしたり、 稼働領域でサーバを分離するために PASS サーバを追
加できます。
14 Pub. No. PROCES-RM001H-JA-P - June 2013



システムアーキテクチャの推奨事項 第1章
以下の図に、 EtherNet/IPネッ ト ワークを使用したPlantPAxシステ

ムアーキテクチャの例を示します。 この例は、 単一または複数
のPASSサーバで構成される分散型アーキテクチャです。

システム要素 システム要素とは、 プロセスシステム機能を提供するためにグ
ループ化された特定の IA 製品です。 プロセスアーキテクチャで

は、 これらのシステム要素を使用してください?
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ト ローラ
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ンサーバ

複数の OWS

表 2 - アーキテクチャシステム要素

システム要素 ステーシ ョ ン 分散型クラス ( 単一または複数の PASS)

PASS 1 台のコンピュータが独立型ワークステーシ ョ ン
の PASS、 EWS、 および OWS と して機能します。

1 台の PASS が必要であり、 以下のものが含まれ
ます。

• FactoryTalk Directory サーバ
• HMI サーバ
• データサーバ
• アラームおよびイベン トサーバ

必要に応じて PASS を追加します ( 最大 10 台のサー
バまたは冗長サーバのペア )

EWS 独立型ワークステーシ ョ ンに含まれます。 • 1 台の EWS が必要です。
• EWS は 5 台まで持つことができます。

OWS(1)
独立型ワークステーシ ョ ンに含まれます。 1 台の PASS 当たり最大 10 台のリモート クライアン

ト、 システムでは最大 50 台

プロセスコン ト
ローラ (1)

1 ～ 5 台の ControlLogix コン ト ローラ 1 台の PASS( データサーバ ) 当たり 1 ～ 8 台の
ControlLogix コン ト ローラ

アプリケーシ ョ
ンサーバ

AppServ-Batch ( 必要に応じて )
AppServ-Information 管理 ( 必要に応じて )
AppServ-Asset 管理

AppServ-Batch ( 必要に応じて )
AppServ-Information 管理 ( 必要に応じて )
AppServ-Asset 管理

(1) サポート される OWS/ コン ト ローラの実際の数は、 選択するコン ト ローラ、 OWS 構成、 および全体的なシステム負荷によって変わるこ

とがあります。 PlantPAx System Estimator (PSE) を使用してシステム設計を確認して ください。 PSE を使用すると、 これらの基本ガイドライン

の範囲を超えたアプリケーシ ョ ンを確認できます。
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クリテ ィ カルなシステ
ム属性

ク リ ティカルなシステム属性 (CSA)は、 システム全体の特性を示

すために表示されるパフォーマンスインジケータで、 システム
が特定のレベルで動作しているかど う かを定義または特定する
ために使用されます。 CSAはパス /フェイル(合格/不合格)を示す

属性です。

ク リ ティカルなシステム属性は以下を行ないます。

• システムの制限値の特定

• システムルールの確立

• システムの推奨事項の確立

• システム要素とシステムインフラ基盤パフォーマンスの測定

以下のク リ テ ィ カルなシステム属性は、 プロセスシステムの特
性解析時にパフォーマンスを確認するために使用されます。

システム調達ツール 本書の以下の章では、 システムを実装する際の推奨事項と考
慮事項について説明します。 PlantPAx システムアーキテクチャ

と コ ン ポーネ ン ト を選択 ま たは調達 し ていない場合は、
『PlantPAx プロセス ・ オー ト メーシ ョ ン ・ システム 選択ガイ

ド』 (Pub. No. PROCES-SG001)を参照して ください。

PlantPAx System Estimator (PSE)は、 Integrated Architecture Builder (IAB)
ソフ ト ウェアツールに含まれ、 PlantPAx システムを定義するのに

役立ちます。 PSE ウ ィザードを使用する と、 要件に基づいてシス

テムアーキテクチャを指定し、 プロセス制御ハードウェアのサイ
ズが正しいかど うかを確認できます。

表 3 - CSA パフォーマンスインジケータ

クリテ ィ カルなシステム属性 パフォーマンス

表示呼出し ( 描画時間 ) キャッシュされていない表示がオペレータによって呼出され、 2 秒以内に使用
できるようになります。

表示の更新 制御情報の表示が 1 秒以内に更新されます。

定常状態アラーム時間 毎秒 20 回の割合で発生する定常状態アラームに 1 秒以内にタイムスタンプし
ます。

アラームバースト時間 1000 アラームのバース トですべてのアラームに 3 秒以内にタイムスタンプし
ます。

復旧 システム要素の障害または損失後、復旧時間 5 分以内でフル稼働に復帰します。

データロギング システムは、 毎秒 1 回、 200 ポイン トのローカル (HMI) データロギングをサポー
ト しています。

オペレータ主導による制御 オペレータが起動した動きがコン ト ローラにロード され、そのオペレータの操
作に対するフ ィードバックが 2 秒以内に生成されます。

バッチサーバ ： オペレータアクシ ョ ン
時間

オペレータ ・ バッチ ・ コマンドがコン ト ローラによって 1 秒以内に実行され
ます。

バッチサーバ ： サーバアクシ ョ ン時間 サーバ ・バッチ ・ コマンドがコン ト ローラによって 1 秒以内に実行されます。

バッチサーバ ： コン ト ローラアクシ ョ
ン時間

バッチ ・ ステータス ・ イベン トがオペレータワークステーシ ョ ンに 1 秒以内に
表示されます。
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確認が完了したら、 PSE ウ ィザードの出力を IAB ツールに移行し

て、 入力に基づいてシステムの部品表を作成できます。

IAB ツールを入手するには、 http://www.rockwellautomation.com/en/
e-tools/configuration.htmlをご覧ください。
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Notes:
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第2章

システム要素の推奨事項

PlantPAx システム要素とは、 PlantPAx システムを構成する個々

のサーバ、 ク ラ イアン ト 、 およびコン ト ローラを指します。 こ
れらの形式ブロ ッ クは、 システムアーキテクチャの基礎にな り
ます。

以下の表に、 このセクシ ョ ンの各項目を示します。

項目 ページ

PlantPAxソフ トウェアコンポーネン ト 20

プロセス ・ オート メーシ ョ ン ・ システム ・ サーバ(PASS) 20

エンジニアリングワークステーシ ョ ン(EWS) 24

オペレータワークステーシ ョ ン(OWS) 24

独立型ワークステーシ ョ ン(IndWS) 25

プロセスコン ト ローラ 25

1

3

0

2

220VAC
Input

Module 
Status

Network 
Status

1734
IM4

NODE:

1

3

0

2

Module
Status

DeviceNet
Status

DeviceBus
Status

1734-ADNX

1

0

Relay
Output

Module 
Status

Network 
Status

1734
OW4

NODE:

11

3

0

2

5

7

4

6

1

3

0

2

120 VAC
Input

Module 
Status

Network 
Status

1734
IA4

NODE:

1

3

0

2

1

3

0

2

220 VAC
Input

Module 
Status

Network 
Status

NODE:

1

3

0

2

1734
IM4

1

3

0

2

24VDC
Sink
Input

Module 
Status

Network 
Status

1734
IB8

NODE:

1

3

0

2

5

7

4

6

1

3

0

2

120V
220 VAC
Output

Module 
Status

Network 
Status

1734
OA4

NODE:

1

3

0

2

1

3

0

2

24VDC
Source
Output

Module 
Status

Network 
Status

1734
OB8E

NODE:

1

3

0

2

5

7

4

6

RUN SD OKFORCE

Logix5575 EtherNet/IP™ EtherNet/IP™

RUN SD OKFORCE

Logix5575 EtherNet/IP™ EtherNet/IP™

工場資産
管理

プロセス
情報

プラン ト Ethernet

プロセス制
御EtherNet/IP

I/Oネッ トワーク
EtherNet/IP

バッチ管理 エンジニアリ
ングワークス
テーシ ョ ン

オペレータワークス
テーシ ョ ン

プロセス ・ オート
メーシ ョ ン ・ シス
テム ・ サーバ

プロセスコ
ン ト ローラ

可変周波数ドライブ
モータ ・ コン ト ロール ・
センタ

モータ ・ コン ト ロール ・ センタ

バルブおよび
機器
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第2章 システム要素の推奨事項
PlantPAxソフ トウェア
コンポーネン ト

PlantPAx システム リ リース 3.0 を構成する統合アーキテクチャの

ソフ ト ウェアコンポーネン トおよびバージ ョ ンは、 以下の通り
です。

• RSLogix™ 5000ソフ ト ウェアVer. 20.x

• FactoryTalk Viewソフ ト ウェアVer. 7.0

• FactoryTalk Batchソフ ト ウェアVer. 11.01

• FactoryTalk AssetCentreソフ ト ウェアVer. 4.1以降

• FactoryTalk VantagePointソフ ト ウェアVer. 4.5以降

• FactoryTalk Historianソフ ト ウェアVer. 3.01以降

パフォーマンスのガイ ド ラ イ ンは、 上記のソ フ ト ウ ェアバー
ジ ョ ンの使用に基づいています。 新しいPlantPAxシステムの場合

は、 これらのバージ ョ ンのソフ ト ウェアを使用する こ と をお奨
めします。

ソフ ト ウェアの詳細は、 99ページの付録Aを参照してください。

統合アーキテクチャのソフ ト ウェアコンポーネン ト と組み合わ
せて追加ツールおよびライブラ リ を使用する と、 PlantPAx の機能

が大幅に向上します。 例えば、 プロセスオブジェク トの PlantPAx
ラ イブラ リは制御コード、 フェ イスプレー ト、 およびディ スプ
レイ要素の定義済みのラ イブラ リ で、 プロセスユーザが実績の
ある戦略に基づいて結果を予想しながら大規模なアプ リ ケー
シ ョ ンをすばやくアセンブルできるよ うに設計されています。

プロセス ・ オート メー
シ ョ ン ・ システム ・
サーバ(PASS)

PASS サーバは、 システムを動作させる基本ソフ ト ウェアコンポー

ネン ト をホス トする必須のシステム要素です。

ソフ トウェアコンポーネン ト 説明

FactoryTalk Network Directoryサーバ(1) 複数のコンピュータにわたるロックウェル ・ オート メーシ ョ ンの複数のソフ ト
ウェアコンポーネン トからの情報を保護し、 PlantPAx システム全体の集中管理を
可能にします。 この方法では、 表示やセキュ リテ ィの設定などのアプリケー
シ ョ ン コ ンポーネン ト をオ リ ジナルの環境に格納し、 複製する こ と な く
PlantPAxシステム全体で使用できるようにします。
詳細は、 22ページの 「FactoryTalkディレク ト リの構成」 を参照して ください。

FactoryTalk Activationサーバ(1) FactoryTalk Activationサーバは、 FactoryTalkサービスプラッ ト フォームの一部です。 この
サーバを導入することで、 FactoryTalk 対応ソフ トウェア製品は、 インターネッ ト
からロックウェル ・ オート メーシ ョ ンによって生成されたファイルを経由して
アクテ ィベート されます。 このサーバは、 基本的に PlantPAx システムのロック
ウェル ・ オート メーシ ョ ン製品にライセンスを付与するのに必要なファイルを
管理します。

FactoryTalk View HMIサーバ ヒューマン ・ マシン ・ インターフェイス(HMI)サーバは、 FactoryTalk View Site Edition (SE)
アプリケーシ ョ ン内に構成されます。 HMI サーバは、 グラフ ィ ッ ク表示などの
HMI プロジェク ト コンポーネントを保存し、 要求に応じてこれらのコンポーネン
トを OWS に提供します。 HMI サーバでも、 タグデータベースを管理し、 履歴デー
タをログできます。 PlantPAx システムには複数の HMI サーバが存在することがあり
ます。
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PASS は、 データ、 HMI、 またはアラームサーバと して利用でき

ます。 自分のアーキテクチャに必要な PASS サーバの台数を決め

る必要があ り ます。 『PlantPAxプロセス ・ オート メーシ ョ ン ・ シ

ステム 　選択ガイ ド』 (Pub. No. PROCES-SG001)の11ページを参

照してください。

PASSサーバの冗長性

PASS サーバは、 以下のソフ ト ウェアコンポーネン トの冗長サー

バと して構成できます。

• HMIサーバ

• データサーバ

• アラームサーバ

これらのコンポーネン トはすべて、 FactoryTalk Viewソフ ト ウェア

アプ リ ケーシ ョ ン内のサーバ ・ プロパテ ィ ・ ダイアログ ・ ボッ
クスから冗長サーバと して構成できます。

FactoryTalk Viewデータサーバ データ ・ サーバ ・ コンポーネン トは、 PlantPAx システムのプロセスコン ト ローラ
からサーバおよびワークステーシ ョ ンにわたる情報へのアクセスを提供しま
す。 FactoryTalk Viewソフ トウェアは、 ロックウェル ・ オート メーシ ョ ンのデバイス
サーバ(RSLinx® Enterpriseソフ トウェア)とOPCデータサーバの2種類のデータサーバを
サポート しています。 通常、 PlantPAx のマニュアルに記載されたデータサーバと
は、 ロ ッ クウェル ・ オー ト メーシ ョ ンのデバイスサーバを指します。 データ
サーバはFactoryTalk View SEアプリケーシ ョ ン内に構成されます。 PlantPAxシステムに
は複数のデータサーバが存在することがあります。

FactoryTalk Viewアラームおよびイベント
サーバ

アラームおよびイベン トサーバは、 すべてのサブスクライブ OWS で使用できる
コン ト ローラおよびサーバからの情報を発行します。 アラームおよびイベン ト
サーバはFactoryTalk View SEアプリケーシ ョ ン内に構成されます。 アラームおよびイ
ベン トサーバには、 デバイスベースとサーバベースの 2 種類があります。 デバ
イスベースのアラームおよびイベン トサーバは、 データサーバのオプシ ョ ンと
して構成されます。 サーバベースのアラームおよびイベン トサーバは個別のコ
ンポーネン ト と して構成されます。
PlantPAx のマニュアルで述べるアラームおよびイベン トサーバは、 サーバベース
のアラームおよびイベン トサーバを指します。 詳細は、 55 ページの 「アラーム
システムの推奨事項」 を参照。

オプシ ョ ン

FactoryTalk Batchクライアント ソフ トウェア システムでバッチ ・ アプリケーシ ョ ン ・ サーバを使用する場合、 ディスプレイ
上のバッチ関連オブジェク トの OWS へのレプリケーシ ョ ンをサポートするため
にFactoryTalk Batchクライアン ト コンポーネン トが必要になります。

(1) 冗長PASS構成では、 このコンポーネン トはプライマリ PASSのみに含まれます。 詳細は、 21ページの 「PASSサーバの冗長性」 を参照して

ください。

ソフ トウェアコンポーネン ト 説明

重要 FactoryTalk View Studioソフ トウェアで冗長性を有効にす

る場合は、 オプシ ョ ン 「Continue using the secondary server
even when the primary server becomes available again (プライマリ

サーバが再度使用可能になった場合でも引き続き
セカンダリサーバを使用する )」 を選択して、 過度

の切換えを防ぐと共に、 切換えの発生前後に実行
されたアプリケーシ ョ ンの変更のレプリケーシ ョ
ンを管理します。
Pub. No. PROCES-RM001H-JA-P - June 2013 21

http://literature.rockwellautomation.com/idc/groups/literature/documents/sg/proces-sg001_-en-p.pdf


第2章 システム要素の推奨事項
FactoryTalk Directory サーバでは冗長性は不要です。 FactoryTalk
Directory 情報は、 分散型アプ リ ケーシ ョ ンに参加している各コ

ンピュータ上でキャ ッシュ されます。 FactoryTalk Directoryサーバ

コンピュータがネッ ト ワークから切断されるか、 エラーが発生
しても、 それまでFactoryTalk Directoryサーバにコンピュータがア

クセスしていた場合、 OWS、 EWS、 および他のアプ リ ケーシ ョ

ンサーバはアプ リ ケーシ ョ ン内のすべてに引き続きアクセスで
きます。

FactoryTalkディ レク ト リの構成

プロジェク ト を開始する前に、 FactoryTalk Directory (FTD)をホス

トする PASS またはワークステーシ ョ ンに FTD サービスをインス

トールする必要があ り ます。 FTDサーバは、 PlantPAxシステムの

個別のコンピュータの複数のク ラ イアン ト とサーバ上に存在す
るアプリ ケーシ ョ ンを管理します。

ロ ッ ク ウェル ・ オー ト メーシ ョ ンのソフ ト ウェアコンポーネン
ト をインス トールしたら、 すべてのサーバと ワーク ステーシ ョ
ンで FTD の場所を指定する必要があ り ます。 以下の場所を指定

します。

• FTDをホス トする PASSまたはワークステーシ ョ ンのローカ

ルホス ト

• 残りの各PASS、 OWS、 EWSなどのFTDワークステーシ ョ ン

またはサーバの名前

表4 - PASS要件

項目 製品

コンピュータハードウェア PASSは、 サーバクラスのハードウェアにインストールする必要があります。 PlantPAx
システムの特性解析に基づいた仕様の例を
以下に示します。
• Intel Xeon マルチコアプロセッサ (4 コア以上 )
• 2.40GHz の CPU
• 8GB のメモリ
• デュアル・ハード ・ ド ライブ ( それぞれアプリケーシ ョ ンコード用と、データ

ロギングを使用する場合のロギング用 )
• 冗長メディアをサポートする Ethernet カード (NIC チーミングを使用する場合 )

オペレーティングシステム Windows 2008 R2 SP1オペレーティングシステム、 64ビッ ト (WWWサービスを提供する
Microsoft Internet IISを含む)

重要 FactoryTalkソフ トウェアをインス トールして、 FTDの場

所を指定するには、 管理者特権を持つユーザ名と
パスワードが必要です。 PlantPAx システムのすべての

FactoryTalk インストールに同じユーザ名とパスワードを

使用します。
22 Pub. No. PROCES-RM001H-JA-P - June 2013



システム要素の推奨事項 第2章
以下の構成手順を行なってください。

1. PASS、 アプリケーシ ョ ンサーバ、 EWS、 または OWS をホス

トする各サーバおよびワークステーシ ョ ンで、 Start (スター

ト ) → Programs (プログラム) → Rockwell Software (ロッ クウェル

ソフ ト ウェア) → FactoryTalk Tools (FactoryTalkツール) → Specify
FactoryTalk Directory Location (FactoryTalk Directoryの場所の指定)
を、 順番に選択します。

FactoryTalk Directory Server Location Utility (FactoryTalk Directory
サーバの場所ユーティ リ ティ )が表示されます。

2. Computer hosting directory server (connected) (ディ レク ト リサー

バをホス トするコンピュータ  (接続済み))ボッ クスで、 以下

を行ないます。

a. PASSサーバを構成する場合は、 localhostと入力します。

b. EWS、 OWS、 追加のPASSサーバなどを構成する場合は、

ブラウズ をク リ ッ ク してからワークステーシ ョ ンまた
はサーバの名前を選択します。

c. OKをク リ ッ ク します。

d. 変更後、 サーバまたはワーク ステーシ ョ ンを再起動し
ます。

FactoryTalk View インス トールの詳細は、 『FactoryTalk View
SE Installation Guide』 (Pub. No. VIEWSE-IN003)を参照して

ください。
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エンジニアリングワー
クステーシ ョ ン(EWS)

EWS は、 システム構成、 アプ リ ケーシ ョ ン開発、 およびメンテ

ナンス機能をサポー ト しています。 これは、 システム操作のモ
ニタ/メ ンテナンスの中心部とな り ます。

バッチ ・ アプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバを使用する場合、 FactoryTalk
Batch システムを構成し、 ディ スプレイ上の FactoryTalk オブジェ

ク ト を設定するには FactoryTalk Batch ク ラ イアン トおよびエディ

タのコンポーネン トが必要になり ます。

オペレータワークス
テーシ ョ ン(OWS)

OWS ではオペレータ用にグラフ ィカルインターフェイスを採用

していますが、 開発またはメ ンテナンスのアクテ ィ ビテ ィ をサ
ポート しているわけではあ り ません。

FactoryTalk View Site Edition (SE)クライアン ト ソフ ト ウェアはOWSに
インス トールする必要があり ます。 また、 OWS には、 FactoryTalk
Batch、 FactoryTalk Historian、 FactoryTalk AssetCentreなど、 非コア ・ ア

プ リ ケーシ ョ ン ・ サーバのク ラ イアン ト を含める こ とができ
ます。

表5 - EWS要件

項目 製品

コンピュータハードウェア EWS は、 ワークステーシ ョ ンクラスのハードウェアにインストールする必要が
あります。 PlantPAxシステムの特性解析に基づいた仕様の例を以下に示します。
• Intel Core 2 Duo
• 2.40GHz の CPU
• 8GB のメモリ
• 冗長メディアをサポートする Ethernet カード (NIC チーミングを使用する場合 )

オペレーティングシステム Windows 7 SP1オペレーティングシステム、 64ビッ ト

表6 - OWS要件

項目 製品

コンピュータハードウェア OWS は、 ワークステーシ ョ ンクラスのハードウェアにインストールする必要が
あります。 PlantPAxシステムの特性解析に基づいた仕様の例を以下に示します。
• Intel Core 2 Duo
• 2.40GHz の CPU
• 4 GB のメモリ
• 冗長メディアをサポートする Ethernet カード (NIC チーミングを使用する場合 )

オペレーティングシステム Windows 7 SP1オペレーティングシステム、 64ビッ ト
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独立型ワークステー
シ ョ ン(IndWS)

IndWSは、 PASS、 EWS、 およびOWSの役割を1台のコンピュータに集約
しています。

プロセスコン ト ローラ こ こでは、 一重、 スキッ ドベース、 および冗長コン ト ローラの
コンポーネン ト とサイズ指定属性について説明します。

一重コン ト ローラ

非冗長コ ン ト ローラは、 一重コ ン ト ローラ と も呼ばれます。
Logixシャーシに単一CPUがあ り ます。

表7 - IndWS要件

カテゴリ 要件

コンピュータハードウェア IndWSは、 ワークステーシ ョ ンクラスのハードウェアにインストールする必要が
あります。 PlantPAxシステムの特性解析に基づいた仕様の例を以下に示します。

• Intel Core 2 Duo
• 2.40GHz の CPU
• 8GB のメモリ
• 冗長メディアをサポートする Ethernet カード (NIC チーミングを使用する場合 )

オペレーティングシステム Windows 7 SP1オペレーティングシステム、 64ビッ ト

表8 - 一重コン トローラのハードウェア要件

カテゴリ Cat. No.

プロセスコン ト ローラ (1) (2) ControlLogix 1756-L71、 1756-L72、 1756-L73、 1756-L74、 または1756-L75コン トローラ

EtherNet/IPインターフェイス • 1756-EN2TR、 1783-ETAP、 1783-ETAP1F、 1783-ETAP2F ( デバイス ・ レベル ・ リング ・ トポ
ロジをサポート )

• 1756-EN2T、 1756-ENBT、 1756-EWEB、 1756-EN2F
• 1756-EN2TSC ( 安全なコネクシ ョ ンがサポート されている場合 )

ControlNetインターフェイス
(該当する場合)

• 1756-CN2、 1756-CN2R
• 1756-CNB、 1756-CNBR

(1) 環境条件が許せば、 1756-L74XTなどの極限環境温度用コン ト ローラを使用できます。

(2) PlantPAx システムの場合は、 1756-L7x コン ト ローラファ ミ リーを使用することをお奨めします。 1756-L6x コン ト ローラファ ミ リーは、 既存

のアプリケーシ ョ ンに対してサポート されています。 サイズ指定情報が必要な場合は、 PSEを参照して ください。

表9 - 一重ControlLogixコン ト ローラのサイズ指定

カテゴリ (1) 1756-L71 1756-L72 1756-L73 1756-L74 1756-L75(2)

ユーザメモリ 2MB 4MB 8MB 16MB 32MB

推奨される合計I/O、 最大値 375 750 1500 2250 2250

合計タグ数、 最大値 15,625 31,250 62,500 112,500 112,500

推奨される制御戦略、 最大値(3) 60 125 250 450 450

合計制御戦略(250msecのとき)、 最大値 60 125 250 250 250

合計制御戦略(500msecのとき)、 最大値 60 125 250 450 450

データサーバに送信される 1秒間のタグ数、
最大値

10,000 20,000 20,000 20,000 20,000

(1) これらの値は、 推奨される最大値です。 単一コン ト ローラでは、 これらのすべての値を達成できない場合があります。 サイズ指定の

詳細は、 PSEを参照して ください(16ページを参照)。
(2) 1756-L75 コン ト ローラを使用すると、 冗長システムとの共通のスペア部品を保持できるという利点があります。 メモリを集中的に使用

するスト レージを実行している場合は、 モデルのサイズ指定には考慮されません。

(3) 推奨される制御戦略の最大値は、 単純な調節制御であるすべてのコン ト ローラ戦略の数に基づいています。 46 ページの 「プロセスコ

ン ト ローラ I/O の注意事項」 を参照して ください。
Pub. No. PROCES-RM001H-JA-P - June 2013 25



第2章 システム要素の推奨事項
冗長コン ト ローラ

ControlLogixコン ト ローラは、 ControlNetおよびEtherNet/IPネッ ト ワーク
上の冗長性をサポート しています。 PlantPAxの冗長コン ト ローラシステ
ムでは、 以下のコンポーネン トが必要です。

• 2つの 1756 シャーシのいずれも、 以下について同じ設定でなけれ
ばなり ません。

– スロ ッ ト数

– 同じスロ ッ ト内のモジュール

– 各モジュールの冗長ファームウェア リ ビジ ョ ン

– 冗長シャーシペア以外で、 2つの追加ControlNet またはEthernet
ノード

• シャーシごとに1つの1756-RM2モジュール

冗長シャーシの各コン ト ローラに、 コン ト ローラのデータ と I/O
メモ リの 2倍の量を保存し、 プログラムの変更に対応するのに十

分なメモ リ がある こ と を確認して ください。 冗長コン ト ローラ
のメモ リ使用量が増加する と、 切換え時にバンプレス移行が行
なわれ、 セカンダ リ Logix コン ト ローラ とプライマ リ Logix コン ト

ローラの出力イ メージの値が同じにな り ます。 これによって、
古いデータ メモ リ と新しいデータ メモ リが混在する こ とによる
セカンダ リ コン ト ローラへの切換えが防止されます。

PlantPAx System Estimatorを使用する場合、 PSEでは、 メモ リ使用

時の冗長性に必要な追加のメモ リ要件を考慮します。

表10 - 冗長コン ト ローラのハードウェア要件

カテゴリ Cat. No.

プロセスコン ト ローラ (1) ControlLogix 1756-L73、 1756-L74、 または1756-L75コン ト ローラ

冗長モジュール 1756-RM2(2)

Ethernetインターフェイス • 1756-EN2TR、 1783-ETAP、 1783-ETAP1F、 1783-ETAP2F (DLR をサポート )
• 1756-EN2T、 1756-ENBT、 1756-EWEB、 1756-EN2F (DLR をサポート しない )

ControlNetインターフェイス
(該当する場合)

• 1756-CN2、 1756-CN2R
• 1756-CNB、 1756-CNBR

(1) 環境条件が許せば、 1756-L74XTなどの極限環境温度用コン ト ローラを使用できます。

(2) PlantPAxシステムの場合、 1756-RM2冗長モジュールを搭載したシャーシでは、 冗長コン ト ローラは1台のみ使用して ください。 1756-RM2モ
ジュールは、 2台のコン ト ローラをサポートできますが、 各コン ト ローラで得られるパフォーマンスは簡単に予測できません。

表11 - 冗長ControlLogixコン ト ローラのサイズ指定

カテゴリ (1) 1756-L73 1756-L74 1756-L75

ユーザメモリ 8MB 16MB 32MB

推奨される合計I/O、 最大値 750 1500 2250

合計タグ数、 最大値 31,250 62,500 125,000

推奨される制御戦略、 最大値(2) 125 250 450

合計制御戦略(250msecのとき)、 最大値 120 120 120

合計制御戦略(500msecのとき)、 最大値 125 220 220

データサーバに送信される1秒間のタグ数、 最大値 20,000 20,000 20,000

(1) これらの値は、 推奨される最大値です。 単一コン ト ローラでは、 これらのすべての値を達成できない場合があります。 サイズ指定の

詳細は、 PSEを参照して ください(16ページを参照)。
(2) 推奨される制御戦略の最大値は、 単純な調節制御であるすべてのコン ト ローラ戦略の数に基づいています。 46ページの 「プロセスコ

ン ト ローラ I/Oの注意事項」 を参照して ください。
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スキッ ドベースのコン ト ローラ

PlantPAx プロセス ・ オート メーシ ョ ン ・ システムは、 1 台のコン
ト ローラを完全な分散型の機器セッ ト に拡張できる総合的なシ
ステムです。 スキッ ドベース機器は、 簡単にシステム全体に統
合できます。

CompactLogix™ コン ト ローラプラ ッ ト フォームでは、 アプ リ ケー
シ ョ ン に以下が必要で あ る 場合、 ス キ ッ ド ベー ス 機器を
PlantPAx システム全体に組込むためのソ リ ューシ ョ ンを提供し
ています。

• 温度、 圧力、 流量、 またはレベルの複数ループの制御

• シーケンスおよびオート メーシ ョ ンを搭載したサブシステ
ムと しての動作

• 全体的なプロセスの一環と しての制御。 基準入力を受信
し、 プロセス変数を監視コン ト ローラに送信

.

表12 - スキッ ド ・ ベース ・ コン ト ローラのサイズ指定

カテゴリ (1) CompactLogix 1769-L24ER-QBFC1B CompactLogix 1769-L33ER

ユーザメモリ 0.75MB 2.0MB

推奨される合計I/O、 最大値 80 250

合計タグ数、 最大値 4000 12,800

推奨される制御戦略、 最大値(2) 10 30

合計制御戦略(250msecのとき)、 最大値 10 30

合計制御戦略(500msecのとき)、 最大値 10 30

データサーバに送信される 1 秒間のタグ数、
最大値

3000 3000

(1) これらの値は、 推奨される最大値です。 単一コン ト ローラでは、 これらのすべての値を達成できない場合があります。 サイズ指定の

詳細は、 PSEを参照して ください(16ページを参照)。
(2) 推奨される制御戦略の最大値は、 単純な調節制御であるすべてのコン ト ローラ戦略の数に基づいています。 46 ページの 「プロセスコ

ン ト ローラ I/Oの注意事項」 を参照して ください。
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I/O点数の決定

コン ト ローラのサイズ指定の I/O点数は通常、 アプ リ ケーシ ョ ン

のP&IDまたはプラン ト設計から直接決定されます。

標準的なI/Oのみを使用している既存のシステム(例えば、 4～20mA、
DC24V ド ラ イ接点など )では、 I/O点数はI/Oカードで使用できる

I/Oチャネル数で決定できます。

EtherNet/IP ネッ ト ワーク上にある ド ライブまたはト ランス ミ ッ タ

など、 統合されたスマートデバイスを使用している場合は、 制御
戦略によって使用されているデバイスからの信号が I/O ポイン ト

と見なされます。

例えば、 システムのI/O点数は、 以下で構成されています。

• 8 チャネル4～20mA入力カード×2

• 8 チャネル4～20mA出力カード×1

• 16チャネルDC24Vド ラ イ接点入力カード×2

• EtherNet/IP上に6台のド ライブを搭載したMCC×1
– 各ド ラ イブは、 制御戦略に対して、 速度基準、 実際の速度、

始動、 停止、 実行中、 およびフォル トの 6 つの信号を提供し

ます。

• PROFIBUS PAのコ リオ リ流量計×2。 各流量計は、 流量、 温

度、 および濃度の3つの信号を提供します。

I/O点数のカウン ト例には、 以下の計算が含まれます。

4～20mA AI 2 x 8 = 16

4～20mA AO  1 x 8 =  8
DC24V DI 2 x 16 = 32

MCC 6 x 6 = 36  (6 AI、 6 AO、 12 DI、 12 DO)

スマート機器 2 x 3 =  6  (6 AI)

___

コン ト ローラのI/O点数 98

ネッ トワーク接続さ
れたモータ ・ コン ト
ロール ・ センタのデ
バイスごとに1つのI/O
チャネル

I/OモジュールのI/Oポイン トごとに1つの

I/Oチャネル

デバイスごとに1つのI/Oチャネル
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サイズ指定制御戦略

制御戦略には、 特定の制御機能を実装するのに必要なすべての
アプ リ ケーシ ョ ンコードが含まれています。 これには、 I/O、 コ

ン ト ローラ コード、 ディ スプレイ要素、 およびフェイスプレー
トが含まれます。

制御戦略モデルを使用する こ とで、 以下のシステムパラ メータ
を推定できます。

• コン ト ローラのメモ リ使用量

• コン ト ローラのCPU使用率

• データサーバのメモ リ使用量

• 通信バンド幅(データサーバに送信される1秒間のタグ数)

制御戦略のサイズを推定する こ とで、 システムパフォーマンス
をよ り正確に予測できます。

ヒン ト コン トローラのサイズ指定のために I/O 点数を計算

する場合、 プロジェ ク トの変更や今後の拡張に備
えて、 予備の容量を追加してお く こ とをお奨めし
ます。

AppServ-Info/Historian

PASS/データサーバ
プロセス情報サーバがプロセ
スの管理に使用するプロセス
およびシステムのデータを収
集します。

グラフ ィ ッ クスやフェイスプレートなどのオペレータ
インターフェイスにシステム情報が表示されます。

コン ト ローラによって、 プロセスを制御
し、 監視レベルと通信するアプリケー
シ ョ ンコードが実行されます。
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制御戦略をサポー トするためにシステム要素が消費する リ ソー
スの量から 「大き さ」 が特定されます。 システムのサイズを指
定するため、 PSE では以下の基本制御戦略がシステムの大きさ と

して確立されています。

• 単純な調節 ： これは、 単一のアナログ入力とアナログ出力
を伴う単純なPIDループです。

• 複雑な調節 ： これは、 2つのアナログ入力と 1つのアナログ

出力を伴う カスケード構成の PID コン ト ローラなど、 よ り

複雑な調節です。

• 単純な 2 ステートディ スク リート ： 基本的なインターロ ッ

ク ロジッ ク と単一のデジタル入力および出力を伴う単純な
バルブまたはモータです。

• 複雑な2ステートディ スク リート ： 2つのデジタル入力と 2つ
のデジタル出力が可能な複雑なインターロ ッ ク、 許容、 お
よび再起動禁止ロジッ クを伴うバルブまたはモータです。

• 複雑な調節、 PID 以外 ： これは、 重量フ ィーダの損失など

の複雑な制御戦略が可能で、 アナログ入力、 バルブ、 およ
びモータを含めるこ とができます。

• デジタルインジケータ ： 表示やアラームのみに使用される
デジタル入力です。

• アナログインジケータ ： 表示やアラームのみに使用される
アナログ入力です。

この リ ス ト は、 アプ リ ケーシ ョ ンに使用される戦略の種類を
包括的に示すも のではあ り ませんが、 一般的なアプ リ ケー
シ ョ ンコードの大半のロード を概算するには十分な例を示し
ています。

制御戦略ごとに、 以下に基づいて大きさを推定できます。

• 視覚化タグ数： OWS のディスプレイまたはフェイスプレート

で視覚化される制御戦略内のタグ数(操作、 メンテナンス、 お

よびデバッグアクティビティを含む)。 この数値は、 サーバお

よびコン ト ローラのメモリ使用量に影響を与えます。

• Historian タグ数 ： 通常は Historian に移行される制御戦略内

のタグ数。 この数値は、 通信バンド幅 ( スキャン /秒のアク

ティブタグ数など)に影響を与えます。

• 潜在的なアラーム数：制御戦略の潜在的なアラーム数(定義可

能なアラームの最大数など )。 すべてのアラームを使用するよ

うに構成されているのではな く、 使用するアラームの割合
が、 コン ト ローラを含んでいるサーバで構成されているこ と
を前提としています。

• メモ リ (KB) ： 制御戦略のインスタンス とその関連タグに

よって一重コン ト ローラ内で使用される メモ リ の量。

• 実行時間 (μsec) ： ロードのシミ ュレーションで制御戦略のイン

スタンスの実行にかかるコン ト ローラ CPU 時間 ( 冗長コン ト

ローラのロード時間全体を含む)。
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31 ページの図 2 では、 アナログ入力の大きさは以下の通り

です。

125のHMIフェイスプレート タグ、 4つの履歴タグ、 5つの潜

在的なアラーム、 230KB、 1756-L73コン ト ローラで225μsec。

以下の図に、 アナログインジケータの制御戦略に必要なアプ リ
ケーシ ョ ンコードの例を示します。 各物理デバイスは、 コン ト
ローラ コード要素、 ディ スプレイ要素、 およびフェイスプレー
ト にマップされています。 システムのサイズ指定では、 データ
ロギング、 ア ラーム生成など、 制御戦略に関連するその他の
ロードの問題が考慮されます。

図2 - アナログインジケータの例

制御戦略のインスタンスが作成される場合、 コン ト ローラに対す
る影響は、 制御戦略を含んでいるタスクのタスク速度に依存しま
す。 250msec ごとに実行される PID ループは、 同じ PID ループが

500msecごとに実行される場合の2倍のCPU容量を消費します。

冗長コン ト ローラを使用する と、 以下の影響が生じます。

• スキャン速度が2～3倍増加します。

• メモ リ使用量が1.1～1.2倍増加します。

詳細は、 『ControlLogix 拡張冗長システム 　ユーザーズマニュア

ル』 (Pub. No. 1756-UM535)を参照してください。

Overview (概要)画面
フェイスプレート

データログ
アラーム履歴 PT

コン ト ローラコード ：

アナログ入力

HMI

重要 スペアメモリ要件も冗長時に増加します。
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Notes:
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第3章

システムアプリケーシ ョ ンの推奨
事項

このセクシ ョ ンでは、 PlantPAx システムのコン ト ローラおよびそ

の他のアプ リ ケーシ ョ ンの構成に関する重要な情報について説
明します。 システムを正し くセッ ト アップして適切なパフォー
マンスで運用するために、 これらの項目を確認する こ と をお奨
めします。

以下の表に、 具体的な情報が記載されている箇所を示します。

コン ト ローラの推奨
事項

RSLogix 5000ソフ ト ウェアを使用してコン ト ローラを構成する と

きは、 以下の推奨事項に従ってください。

• 周期的タスクのみを使用して ください。 これは実行速度の
定義に最小限のタスクを使用し、 速いタスクほど優先順位
が高く (数値が小さ く )なり ます。

• 通信に必要なバンド幅を確保するために、 すべてのタスク
の合計実行時間が最速のタスクレートの半分未満であるこ
と を確認して く ださい。 例えば、 最速の周期的タ ス クが
500msec で実行されている場合、 すべてのタス クの合計実

行時間は<250msec未満になり ます。

• 一重コン ト ローラの場合は、 以下に示すコン ト ローラ メモ
リのガイ ド ラインに従ってください。

– 生産環境以外(FactoryTalk ViewおよびHistorianク ライアン トの接

続前 ) では、 通信および異常状態の対処をサポートするために

50%の空き メモ リ を確保するこ とをお奨めします。

– 生産環境 (FactoryTalk View および Historian が接続されている状

態 )では、 異常状態の対処をサポートするために 30%の空き メ

モ リ を確保するこ とをお奨めします。

• 冗長コン ト ローラ用に常時使用できる 50% 以上の空き メモ

リ を保持します。

項目 ページ

コン ト ローラの推奨事項 33

FactoryTalk Viewの推奨事項 50

プロセスオブジェク トのPlantPAxライブラリ 52

アプリケーシ ョ ンの参考資料 54
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• 生産環境以外 (FactoryTalk View および Historian ク ラ イアン

ト の接続前 ) では、 通信、 異常状態、 およびその他の過渡

負荷への対処のために50%の空きCPU時間を確保するこ と

をお奨めします。

• 生産環境(FactoryTalk ViewおよびHistorianが接続されている状

態 )では、 オンライン編集およびコネクシ ョ ンへの対処のた

めに15%の空きCPU時間を確保するこ とをお奨めします。

• L_CPU アドオン命令を使用して、 コン ト ローラの利用状況

のモニタをセッ ト アップして ください。

• タスク実行よ り 2倍速いか、 または測定する信号の固有プロ

パティに基づいた要求パケッ ト間隔 (RPI) を指定してくださ

い。 例えば、 250msecのタスクの場合は125msecのPRIが必要

ですが、 温度測定については頻繁に変更するこ とはないた
めこれよ り遅い値に設定するこ と もできます。

• I/O モジュールカードの構成には互換性のあるキーイング

を使用して ください。

コン ト ローラの推奨事項の詳細は以下で説明します。

タスクの構成と CPU使用率

コン ト ローラのオペレーティングシステムは、 IEC 61131-3準拠の

プ リ エンプテ ィブ ・ マルチタス ク ・ システムです。 ControlLogix
および CompactLogix コン ト ローラでは、 スケジュールの定義と、

タスクを使用したプログラムの実行方法の優先順位の定義を行な
います。 タスクを連続、 周期的、 またはイベン ト と して構成でき
ます。 この柔軟性によ り、 ロ ッ クウェル ・ オート メーシ ョ ンの統
合アーキテクチャおよび PlantPAx システムを使用した工場全体の

最適化を可能にする多角的なコン ト ローラが実現します。

重要 Logix コン ト ローラは、プロセスアプリケーシ ョ ンで

最適なパフォーマンスが得られるよ うに構成する
必要があ り ます。 以下のサブセ ク シ ョ ンでは、
PlantPAx システムのコン ト ローラの構成に重点を置

いています。

ControlLogixの実行能力に関する一般的な情報について

は、 『Logix5000™ Controllers Design Considerations Reference Manual』
(Pub. No. 1756-RM094) を参照して ください。
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周期的タスクの構成

PlantPAx システム用に構成されたコン ト ローラでは、 周期的タス

クのみを使用する必要があ り ます。 これは、 最小限のタス クを
使用して必要なタスク実行速度を実現します。 PlantPAx システム

のサイズ指定ルールおよびツールは、 この具体的な実行構成に
よって異なり ます。 例えば、 コン ト ローラは通常、 以下の 3つの

タスクで構成されます。

• モータやポンプなどのディ スク リー ト制御のための高速タ
スク (100～250msec)

• 流量および圧力のループまたはアナログ入力用の中程度の
速度のタスク (250～500msec)

• 温度、 フ ェ ーズ、 バ ッ チシーケ ン ス 用の遅い タ ス ク
(1000～2000msec)

RSLogix 5000ソフ ト ウェアでは、 デフォルトで連続タスクが作成

されます。 この連続タス クは削除する必要があ り ます。 デフォ
ル ト のままにしておく と、 連続タス クは、 最低の優先順位タス
クのよ う にコン ト ローラのバッ クグラ ウン ドで実行されてしま
います。 他の操作またはタ ス クに割当てられていないコン ト
ローラのCPU時間は、 連続タスクの実行に使用されます。

連続タスクは完了する と自動的に再起動され、 システムのオーバ
ヘッ ド ・ タイム ・ スライスによってのみ停止されます。 システム
のオーバヘッ ド ・ タイム ・ スライスによって、 コン ト ローラが通
信に使用できる時間を定義します。 つま り、 オーバヘッ ド ・ タイ
ム ・ スライスは、 HMI デバイスとの通信、 MSG 命令の処理、 お

よびアラーム命令処理の場合に連続タスクを中断します。

こ こで、 コン ト ローラの柔軟性を制限して、 通信時の異常状態
に対処するための リ ソースを適用しますが、 連続タス クを構成
していない場合、 オーバヘッ ド ・ タ イム ・ ス ラ イ スは無視され
ます。

スムーズな通信に加え、 以下の理由から PlantPAxシステムで周期

的タスクを使用するこ とをお奨めします。

• 連続タスクでの実行時は、 PID アルゴ リズムなどの時間ベー

スの操作は正常に機能しません。

• 連続タスクを削除する と、 システムとの通信にコン ト ロー
ラ CPU を使用できるかど うかについての予測精度が向上し

ます。

• 連続タスクを削除する と、 実行時に、 コン ト ローラの負荷
をよ り 正確に表示でき ます。 連続タ ス クの場合、 コン ト
ローラの負荷は常に100%になり ます。
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• 連続タスクの削除によ り タスク切換えの回数が減るため、
アプ リ ケーシ ョ ンおよびシステム全体のパフォーマンスが
向上します。

表 13 に示すよ うに、 命名規則は、 タスクの使用状況に関係なく、

タスクをRSLogix 5000ソフ ト ウェアプログラ ミ ングに実行時間順(速
いものから遅いもの )にリ ス トするために使用されます。 専用タス

クは、 コン ト ローラおよびその他のタスクのステータスをモニタ
するために作成します。 使用しないタスクを削除するか、 または
アプリ ケーシ ョ ンで必要なタスクのみを作成するこ とをお奨めし
ます。

存在しているが抑制されていない各タスクには実行オーバヘッ ド
があ り ます。 PlantPAx システムのサイズ指定の場合は、 このオー

バヘッ ドがタスク当たり 1000μsec と予測されます。 PSEでは、 各タ

スクで選択した制御戦略の数量について必要なCPU時間を計算す

るこ とで、 CPU使用率を計算します。

コン ト ローラのCPU使用率の予測

PSE では、 サイズ指定モデルを使用して、 生産環境でのコン ト

ローラの CPU 使用率を予測します。 この計算は以下のよ うに行

ないます。

• タスクの実行時間は、 1000μsec + タスクに割付けられた制御

戦略の合計実行時間です。

• 合計コン ト ローラ実行時間は、 最も遅いタスクに正規化さ
れたタスクの実行時間の総和です。 例えば ：

250msecのタスクの実行時間 * 4 + 500msecのタスクの実行時

間 * 2 + 1000msecのタスクの実行時間(250msec、 500msec、
1000msecの3つタスクを使用している場合)

表13 - 推奨するタスク構成

名前 タイプ 期間(msec) 優先順位(小さい

数値ほど優先順位

が高い)

ウォッチド ッグ
(msec)

自動出力処理の

無効

Task_A_50ms 周期的 50 5 150 チェ ックされない

Task_B_100ms 100 6 300

Task_C_250ms 250 7 750

Task_D_500ms 500 8 1500

Task_E_1s 1000 9 3000

Task_F_2s 2000 10 6000

Task_G_5s 5000 11 15,000

Task_H_10s 10,000 12 30,000

_Controller_Status 1000 13 3000
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• 制御戦略に割付けられていないタスクは無視されます。 こ
れらのタスクは作成されないか、 またはコン ト ローラで抑
制されるこ とになるでし ょ う。

• CPU 使用率は、 コン ト ローラの実行時間 / 最も遅いタスク

レートの割合です。

実行する必要があれば、 高い優先順位のタス クによ り低い優先
順位のタス クが中断されます。 中断されるタス クが実行中の場
合は、 このタス ク切換えを呼び出します。 タス ク切換えによ り
実行オーバヘッ ド も増えます。 速いタス クほど優先順位が高い
場合、 適切にサイズ指定されたコン ト ローラではタス ク切換え
が発生しません ( 正し くサイズ指定されたコン ト ローラ とは、 す

べてのタス クの合計実行時間が最速のタス クレー ト の半分未満
である場合を指す )。 つま り、 使用率の予測時に、 PSE サイズ指

定モデルでタスク切換えが考慮されていません。

周期的タスクの優先順位が同じ場合、 コン ト ローラタスクは、 タ
スクが完了するまで 1msec ごとに切換えますが、 切換えるたびに

250 ～ 25>μsec かかってしまいます。 これが、 周期的タスクに異な

る優先順位を割当てるこ とが重要である理由です。 Logix では、 最

大15個のユーザ定義の優先順位があり ます。

生産環境での CPU 負荷は 75% 未満に抑えるよ う注意して くださ

い。 オンラ イン編集、 データサーバの切換えなどへの対処の予
備と して、 25%のCPU容量を確保するこ とが重要です。 計算され

たCPU負荷が>70%を超える と、 PSEから警告が出ます。

タス クのオーバーラ ップとは、 タス クが頻繁に中断されるか、
または長時間中断される こ とで、 そのタス クが再度 ト リ ガされ
るまでに実行が完了しないこ と を指します。 タス クのオーバー
ラ ップを回避してください。 これはL_TaskMonアドオン命令を使

用してモニタできます。

CPU使用率の予測の例

以下の例は、 構成がサイズ指定モデルおよび実際の CPU 使用率

にどのよ う な影響を与えるかを示しています。 すべてのシナ リ
オで、 100 PIDループ(1ループ当たり 575μsecの実行時間)実行する

1756-L7xコン ト ローラの使用を前提と しています。

例1 ： 1つの周期的タスクの100 PIDループ、 100msecのとき ：

タス クの実行時間 ： 1000μsec + (100 PIDループ * 575μsec) =
58,500μsec

CPU = 58,500μsec/100,000μsec = 58.5%の負荷
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例2 ： 2つの周期的タスクに等分に分割された100 PIDループ、 ただし優先
順位は同じ、 100msecのとき ：

タスク1の実行 ： 1000μsec + (50 PIDループ * 575μsec) = 29,750μsec

タスク2の実行 ： 1000μsec + (50 PIDループ * 575μsec) = 29,750μsec

両方のタスクが完了するまで、 タスク切換えが 1msec ごと

に発生します。 この例では、 タスク切換えのオーバヘッ ド
を25μsecと予測します。 47のタスク切換え * 25μsec = 1175μsec

合計実行時間 ： 29,750μsec + 29,750μsec + 1,175μsec = 60,675μsec

CPU = 60,675μsec /10,000μsec = 61%

このシナリオでは、 負荷が許容されます。 ただし、 PSE では

正しいタスク構成が前提であるため、 追加のタスクのオー
バヘッ ドやタスクの切換えを考慮しません。

例3 ： 2つの周期的タスクに等分に分割された100 PIDループ、 一方は
50msec、 も う一方は250msecのと き ：

タス ク 1の実行時間 ： 1000μsec + (50 PIDループ * 575μsec) =
29,750μsec

タス ク 2の実行時間 ： 1000μsec + (50 PIDループ * 575μsec) =
29,750μsec

250msec当たりの合計実行時間 = ((29,750μsec * 5) + 29,750μsec) =
178,500μsec

CPU使用率 ： 178,500μsec / 250,000μsec = 71.4%

このシナリオでは、 負荷は許容できません (> 70%)。 ただ

し、 これはユーザに警告を与えるPSE計算と一致します。

例 4 ： 10 個の周期的タスクに等分に分割されたループ、 タスクの優先順
位は異なる、 100msecのとき ：

タスク当たりのタスクの実行時間 ： 1,000μsec + (10 PIDルー

プ * 575μsec) = 6,750μsec

合計実行時間 ： 10 * 6,750μsec = 67,500μsec

CPU = 67,500μsec /10,000μsec = 67.5%

この例では、 負荷は指定の限界近くになっていますが、 ま
だ許容できます (<70%)。 PSE では正しいタスク構成を前提

と していますが、 追加のタスクのオーバヘッ ドやタスクの
切換え(CPU負荷が約20%増加)を考慮しません。

PlantPAx システムの推奨事項および PSE の目標は、 システムを簡

単にサイズ指定できるよ うにし、 すべてが予想通りに機能する
こ と を保証する こ とです。 これは非常に重要です。 これらは単
純な例ですが、 構成がどのよ う に負荷に影響を及ぼす可能性が
あるかを示しています。
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コン ト ローラCPU使用率のモニタ

通信、 異常状態、 およびその他の過渡負荷の対処には、 プロセ
スコン ト ローラの空き CPU時間が必要になり ます。 したがって、

アプ リ ケーシ ョ ンコードの実装時は CPU 使用率を考慮するこ と

が重要です。

アプ リ ケーシ ョ ンコードの定義時は、 プロセスコン ト ローラの
CPU使用率に以下の値を考慮できるこ とを確認してください。

• 生産環境で増加する CPU負荷を許容するために、 開発環境

ではCPU使用率が50%未満であるこ とが推奨されます。

• システムの運用中はCPU使用率をモニタして ください。 特

に、 アプリ ケーシ ョ ンコードの変更後に使用率が 75% を超

えないよ う注意して ください。

• アプ リ ケーシ ョ ンコードの設計中は、 FactoryTalk View や

Historian などのソフ ト ウ ェアコンポーネン ト を考慮する

こ とが重要です。 ソ フ ト ウ ェアはコン ト ローラから頻繁
にデータを収集し ます。 そのため、 モニタシステム要素
(EWS、 OWS、 情報サーバ ) と通信でき る よ う CPU使用率

が75%未満である こ と を確認して ください。

コン ト ローラの負荷を確認するための 2 つのオプシ ョ ンがあ り

ます。

• タスクモニタ  - EWSのRSLogix 5000ソフ ト ウェアから使用で

きます。 複数のタスクモニタで同時にコン ト ローラを表示
する と、 コン ト ローラのデータが正し く報告されない可能
性があ り ます。

• Logixコン ト ローラのCPU使用率(L_CPU)ア ドオン命令 -
『Logix Diagnostic Objects Reference Manual』 (Pub. No. PROCES-

RM003)の 「PlantPAx Library」 を参照してください。

情報には、 コン ト ローラの CPU 使用率、 通信の使用状況、 メモ

リ使用量、 タス クのスキャン時間などが含まれます。 このデー
タから、 通信の診断や応答性の問題の管理に関する情報や、 最
適なコン ト ローラパフォーマンスを得るための制御タス クのパ
フォーマンスをチューニングするための情報が得られます。

重要 実行中のLogixコン ト ローラはロジックでモニタ され

るため、 L_CPU 命令はコン ト ローラのパフォーマン

スをモニタするための推奨方法になります。コン ト
ローラは、システム固有のコン ト ローラ負荷情報を
提供するために、 タスクモニタのかわりと して、ま
たはタスクモニタ とともに使用されます。
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図3の図は、 以下のよ うに正し く ロード されたコン ト ローラを示

しています。

• 割当てコードの実行と処理から通信を引いた値が CPU の

70%未満である

• 予想される通信がCPUの30%未満である

図3 - CPU使用率

『Logix Diagnostic Objects Reference Manual』 (Pub. No. PROCES-RM003)
の 「PlantPAx Library」 を参照してください。
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タグと メモリの推奨事項

表14は、 コン ト ローラのタイプに応じてコン ト ローラのメモリが

複数の領域に分けられているこ とを示しています。

ディ スプレイを構成する場合は、 HMI タグを作成せずに、 タグ

の直接参照を使用してコン ト ローラのデータに直接アクセスす
る こ と をお奨めし ます。 これを行な う ための手順は少ないた
め、 簡単に維持できます。

可能であれば、 DINT および REAL データタイプを使用します。

DINTおよびREALデータタイプを使用する と、 コン ト ローラの数

値演算ルーチンによるCPU リ ソースの消費が少なくなり ます。

ユーザ定義のデータタイプ (UDT) またはアドオン命令データタ

イプを使用する と、 自身のマシンまたはプロセスに合わせて
データを構造化できます。 UDT またはアドオン命令を使用する

その他の利点は以下の通りです。

• 特定のシステムアクティビティに関連するデータが 1 つの

タグにすべて含まれています。 これによ り、 データタイプ
に関係なく関連データが 1 か所にま とめられるため探しや

すくな り ます。

• それぞれのデータ ( メ ンバー) に内容を示す名前が付けられ

ます。 これによ り、 ロジッ クの初期段階のドキュ メ ン トが
自動的に作成されます。

• データタイプを使用して同じデータレイアウ トの複数のタ
グを作成できます。

表14 - コン ト ローラのメモリ割当て

コン ト ローラのタイプ スト レージ メモリ

1756 ControlLogix
1768 CompactLogix

I/Oタグ I/Oメモリ

プロデューサ/コンシューマタグ

メ ッセージ(MSG)命令による通信

ワークステーシ ョ ンとの通信

RSLinxソフ トウェアを使用するポーリングされた(OPC/DDE)タグとの
通信(1)

I/O、 プロデューサ、 またはコンシューマタグ以外のタグ データおよびロジ ッ ク
メモリ

ロジックルーチン(制御戦略など)

RSLinxソフ トウェアを使用するポーリングされた(OPC/DDE)タグとの
通信(1)

UDTおよびアドオン命令の定義

1769-L2x CompactLogix
1769-L3x CompactLogix

これらのコン ト ローラはメモリを分割しません。 すべての要素が 1つの共有メモリ領域に保存
されます。

(1) ポーリングされたタグと通信するには、 コン ト ローラで I/O データとロジック メモリの両方を使用します。
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例えば、 UDT を使用して、 温度、 圧力、 バルブ位置、 プ リ

セッ ト 値などのタン クのパラ メータをすべて保存できま
す。 そのデータタイプに基づいて、 タンクご とにタグを作
成します。

オンラインでもオフラインでも UDTを作成できます。 ただし、 既

存のUDT定義の修正はオフライン時のみ行なう こ とができます。

一般的な推奨事項

• できる限り、 配列およびUDTのタグを定義してください。

配列にパッ ク したタグデータは、 散在したタグデータを使
用するよ り効率的にHMIに送信されます。

• UDTの定義時は、 できる限り BOOL タグをま とめてグルー

プ化してください。 コン ト ローラ メモ リ内では、 BOOL タ

グを 8 ビッ ト境界に整列させる必要があ り ます。 ただし、

互いに隣接する よ う に配置する と、 同じバイ ト を共有で
き、 メモ リおよび通信バンド幅の使用量が減り ます。

• 配列または構造体のメンバーではない BOOL データタイプ

では、 4バイ トのコン ト ローラ メモリ を使用してください。

コン ト ローラ間またはディ スプレイに対して複数の BOOL
タグをやり取りする場合は、 UDT または配列を使用して複

数のBOOLタグを1つのワードにまとめます。

• タグ名の長さを短くするタグの命名規則を定義して くださ
い。 タグ名が長いと、 データの通信に使用できるバンド幅
が減少します。

詳細は、 『Logix5000コン ト ローラのI/Oおよびタグデータ 　プロ

ラグラ ミ ングマニュアル 』 (Pub. No. 1756-PM004)を参照してくだ

さい。

コン ト ローラ メモリ使用率の予測

PSE では、 制御戦略に基づいたサイズ指定モデルを使用して、 生

産環境でのコン ト ローラのメモ リ使用率を予測します。 このサ
イズ指定モデルは以下の3つのメモ リのソースで構成されます。

• ベース定義用のメモリ  - ベース定義メモリは、 プロジェク ト

のアドオン命令および UDT 定義の数によって異なり ます。

PlantPAx ライブラ リ定義をすべてロードすると 1MBのメモリ

が占有されますが、 最も一般的なオブジェク ト をロード し
てもあま り メモ リが占有されません。 デフォルトでは、 PSE
は380KBのベース負荷を前提とします。 これは必要に応じて

PSEシステム環境設定で調整できます。
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• 制御戦略で使用される メモ リ  - 39ページの 「コン ト ローラ

CPU使用率のモニタ」 を参照してください。

• 通信をサポートする メモ リ  - 定義された制御戦略には、 制

御戦略ご とに多数の視覚化タグがあ り ます (運用、 メ ンテ

ナンス、 デバッグアクテ ィ ビテ ィ を含む )。 運用中、 コン

ト ローラではコン ト ローラ メモ リ を使用してアクセスする
これらのタグへのコネクシ ョ ンを管理します。 使用される
メモ リの量は変わり ますが、 PSEでは1タグ当たり 16バイ ト

と予測されます。

コン ト ローラ冗長を使用する と、 メモ リ の使用量が増え、 実行
時編集を可能にするための追加の予備容量が必要にな り ます。
PSE サイズ指定モデルでは、 一重コン ト ローラ と冗長コン ト ロー

ラの両方のタイプに対して同じ75%のメモ リ容量限界を適用する

ために使用する メモ リの推定量を増やすこ とで、 これらのニー
ズを考慮しています。

オフライン時のメモリ情報の予測

プロジェ ク ト でどの く らいのコン ト ローラ メモ リ が必要となる
かを予測するには、 Controller Properties (コン ト ローラプロパティ )
ダイアログボッ クスのMemory ( メモ リ )タブを使用します。 ダイ

アログボッ ク スでは、 コン ト ローラのメモ リ領域ご とに以下の
バイ ト数を予測するこ とができます。

• 空き (未使用)メモ リ

• 使用中のメモ リ

• 最も大きい空き メモ リの連続ブロ ッ ク

1. RSLogix 5000ソフ ト ウェアを使用して、 コン ト ローラプロパ

ティのアイコンをク リ ッ クし、 Controller Propertiesダイアログ

ボッ クスを表示します。

コン ト ローラプロ
パティのアイコン
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2. Memory (メモ リ )タブをク リ ッ ク します。

Estimated Data and Logic Memory (推定データおよびロジッ ク メ

モ リ )セクシ ョ ンで、 前回の予測からのメモリ情報を確認し

ます。

3. Estimate (予測)をク リ ッ ク して、 コン ト ローラのメモ リ量を

再予測します。

実行時メモリ情報の確認

コン ト ローラがオンラインのときは、 Memory タブにコン ト ローラ

の実際のメモリの使用量が表示されます。 コン ト ローラの実行中
は、 通信用の追加メモリが使用されます。 コン ト ローラで必要と
なる メモリ量は、 通信の状況によって異なり ます。

コン ト ローラのMemoryタブには、 メモリのタイプごとにMax Used
(最大使用量)エン ト リが含まれます。 「Max Used (最大使用量)」 の

値は、 通信が発生したときのメモリ使用量の最大値を示します。

値を リセッ トする場合は、 MemoryタブのReset All Max (すべての

最大値を リセッ ト )をク リ ッ ク します。

詳細は、 『Logix5000コン ト ローラの情報およびステータス  プログ

ラ ミ ングマニュアル』 (Pub. No. 1756-PM015)の第2章を参照してく

ださい。

コン ト ローラのメモリ使用率のモニタ

通信、 オンラ イン編集、 および異常事象への対処用に、 使用可
能なロジッ ク メモ リおよびデータ メモ リの50%を確保するこ とを

お奨めします。 一重コン ト ローラの場合は、 運用時のオンラ イ
ン編集およびコネクシ ョ ン対処用に、 使用可能なロジッ ク メモ
リおよびデータ メモ リの25%を確保するこ とをお奨めします。

冗長コン ト ローラの場合は、 オンラ インの変更への対処用に、
使用可能なロジッ ク メモ リおよびデータ メモ リの50%以上を確保

するこ とをお奨めします。
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メモ リ使用量は、 L_CPU アドオン命令 (39 ページを参照 ) または

RSLogix 5000 ソフ ト ウェアアプリ ケーシ ョ ン (43 ページを参照 ) を
使用してモニタできます。

コン ト ローラ内の通信

コン ト ローラ間の通信の設定には以下の2つの方法があ り ます。

• プロデューサ/コンシューマタグ

• メ ッセージ

プロデューサ - コンシューマの通信には、 配列またはユーザ定義の

タグを使用するこ とをお奨めします。 プロデューサ / コンシューマ

タグはオンラインで編集できないため、 ダウンロードするこ とな
く必要に応じて追加情報を共有できるよ うに、 ロジッ クのマッピ
ングによ り追加される可能性がある容量を余分に確保するよ うに
してください。

表15 - メ ッセージとプロデューサ/コンシューマタグの比較

方法 利点 注意事項

メ ッセージの読取

り /書込み

• プログラムで起動されます

• 必要な場合のみ通信およびネ ッ ト ワーク リ

ソースが使用されます

• 大きなデータパケッ ト ( 最大 32,767 個の要素 ) の
自動断片化および再アセンブリをサポート し

ます。

• コネクシ ョ ンの一部をキャ ッシュ して再送信

時間を改善します。

• サードパーテ ィ製デバイスに役立つ一般的な

CIP メ ッセージ

• 必要なときにリ ソースを使用できないと遅延

が発生する可能性があります。

• MSG 命令と処理がコン ト ローラスキャン ( シス

テムのオーバヘッ ド ・ タイム・スライス ) に影

響を及ぼします。

• プログラムスキャンとは非同期にデータが到

着します (影響を軽減するためにプログラムハ

ンドシェイクまたは UID/UIE 命令のペアを使用、

イベン ト タスクのサポートなし )。
• ランモード時にオンラインでさらにメ ッセー

ジを追加できます。

プロデューサ/コン

シューマタグ

• 構成されると、要求パケッ ト間隔 (RPI) に基づい

て自動的に送信されます。

• 複数のコンシューマが 1つのプロデューサタグ

から同時に同じデータを受信できます。

• コンシューマデータが到着すると、イベン ト タ

スクを ト リガできます。

• ControlNetリソースはあらかじめ確保されています。

• コン ト ローラのスキャンに影響を与えません。

• サポートは Logix5000 および PLC-5 コン ト ローラ、

1784-KTCS I/O Linx、および少数のサードパーティ製

デバイスに限定されます。

• バックプレーンでは 500 バイ ト、ネッ トワーク

では 480 バイ トに限定されます。

• ControlNet の使用時はスケジュールする必要があ

ります。

• プログラムスキャンとは非同期にデータが到

着します ( 同期をとるために、プログラムハン

ドシェイクまたは CPS 命令と、イベン ト タスク

を使用 )
• コネクシ ョ ンの状態を別々に取得する必要が

あります。

• RSLogix 5000 ソフ トウェア Ver. 17以上を使用するこ

とで、プロデューサ / コンシューマタグの状態

情報を構成できます。

• EtherNet/IP ネッ トワーク上で、マルチキャストま

たはユニキャス トのコネクシ ョ ンを使用する

ようにプロデューサ/ コンシューマタグを構成

できます。

• ランモード時はオンラインで追加のプロデュー

サ / コンシューマタグを作成できません。
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その他の通信要件については、 表16を参照してください。

プロセスコン ト ローラ I/Oの注意事項

要求パケッ ト間隔(RPI)は、 I/Oモジュールのデータをいつプロセ

スコン ト ローラに送信するかを決めるユーザ定義の時間間隔で
す。 この間隔は、 モジュールがそのデータをマルチキャス トす
る最も遅いレー ト を定義します。 指定された時間フレームが経
過する と、 モジュールはデータをコン ト ローラにマルチキャス
ト します。

アプリ ケーシ ョ ンで必要と される以上の速さの RPI を設定 ( 小さ

な数値を指定 ) する と、 ControlNet スケジュールバンド幅、 ネッ

ト ワークの処理時間、 CPU の処理時間などのネッ ト ワークのリ

ソースが無駄になり ます。

表16 - プロセスコン ト ローラの推奨事項

項目 推奨事項

プロデューサおよびコンシューマタグ • 1 つのプロデューサおよびコンシューマタグに複数のデータの組合わせを含
めることができます。 ( 例 ：最大 120 の REAL、 100 の REAL と 640 の BOOL)。

• コン ト ローラとのコネクシ ョ ン数を減らすために、 プロデューサおよびコン
シューマタグをユーザ定義の構造体にグループ化して ください。

• データを使用する各コン ト ローラで、 プロデューサおよびコンシューマタグ
に同じデータタイプを使用して ください。

• コン ト ローラとのコネクシ ョ ン数を減らすために、 プロデューサタグに対し
て構成されたコンシューマの数が、 プロデューサタグを消費する実際のコン
ト ローラの数であることを確認して ください。

• プロデューサタグでは、 最大数のコンシューマを構成すると合計コネクシ ョ
ン数に悪影響を与えるため、 実際のコネクシ ョ ン数にするか、 または将来的
に予想される数で設定して ください。

• 正常性データまたは手動で構成した診断を通じてコン ト ローラ間で転送する
場合は、 常にハンドシェイクを使用して ください。

メ ッセージ • メ ッセージ命令とブロック転送の組合わせからキャッシュされるメ ッセージ
コネクシ ョ ンは最大 32 個です。

• メ ッセージを常時保持する必要がある場合のみメ ッセージをキャッシュして
ください。メ ッセージ命令がめったにない場合は、コネクシ ョ ンのキャッシュ
をチェ ックを解除して ください。

• 必ずメ ッセージの読取りを使用し、 メ ッセージの書込みを行なわないで く だ
さい。 これにより、 コードのト ラブルシューテ ィ ングを簡単に行なう ことが
できます。

• コン ト ローラ間でのメ ッセージングには、 可能であれば DINT を使用して くだ
さい。

• メ ッセージ命令は、 CIP データテーブルの読取り、 書込み、 または一般 ( 選択
時 ) の場合にコネクシ ョ ンを消費します。

表17 - I/Oの注意事項

属性 注意事項

I/O構成プロパティ • タスク実行の 2 倍の速さの RPI を指定します ：
– 250msecのタスクの場合は125msecのRPIが必要です
– 100msec のタスクの場合は 50msec の RPI が必要です

• RPI は測定する信号の固有プロパティによって定義されることもあります。例
えば、 温度測定は圧力よりもゆっ く り と変化します。

• I/O カード構成のキーイングオプシ ョ ンには、 互換性のあるモジュールを使用
します。
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I/Oモジュールの実行時/オンライン時の注意事項

表18は、 コン ト ローラがランモードである場合に、 RSLogix 5000
ソフ ト ウェアのコン ト ローラオーガナイザに追加できるいくつ
かのモジュールを示します。

ControlNetネッ トワーク • ネッ トワーク更新時間 (NUT) は、 システムの I/O モジュールおよびプロデュー
サ - コンシューマタグで最も速い RPI 以下に設定します。例えば、最も速い RPI
が 10msec の場合は NUT を 5msec に設定し、 ネッ トワークをフレキシブルにスケ
ジュールできるようにします。

• RPI を NUT のバイナリ倍数に設定します。 例えば、 NUT が 10msec の場合は、 10、
20、 40、 80、 160msec などの RPI を選択します。

• 非スケジュール型 I/O を使用して、 ControlNet モジュールを実行時に追加できる
ようにします (I/O モジュールの実行時 / オンライン時の注意事項を参照 )。1 つ
の ControlNet ネッ トワークを I/O 通信専用にします。

• 非スケジュール型 I/O は各モジュールへのコネクシ ョ ンが必要であるため、サ
ポート されるモジュールの数は通信モジュールでサポート されるコネクシ ョ
ンの数によって異なります。専用 I/O ネッ トワークでは、以下について確認し
て ください。
– HMI ト ラフ ィ ッ クがない
– MSG ト ラフ ィ ッ クがない
– プログラ ミングワークステーシ ョ ンがない
– マルチプロセッサ ・ システム ・ アーキテクチャにピア･ツー･ピア ・ イン

ターロックがない

EtherNet/IPネッ トワーク インフラ基盤の推奨事項については、 第6章を参照して ください。

表17 - I/Oの注意事項 (続き )

属性 注意事項

表18 - モジュールおよびコネクシ ョ ンタイプのオンラインでの追加

モジュールタイプと通信
方法

ローカルシャーシ内 リモートシャーシ内(ControlNetネッ トワーク経由) リモートシャーシ内
(EtherNet/IPネッ トワーク
経由)

オフラ
イン

実行時 オフライン 実行時 オフライン 実行時

スケジュー
ル型

非スケ
ジュール型

スケジュー
ル型

非スケ
ジュール型

デジタル - 直接 あり あり あり あり なし あり あり あり

デジタルラック最適化 適用しない 適用しない あり なし あり なし あり あり

アナログ - 直接 あり あり あり あり なし あり あり あり

一般的なサードパーテ ィ  - 直接 あり あり あり あり なし あり あり あり

1756-DNB あり なし あり なし なし なし あり あり

1756-DHRIO あり なし あり なし なし なし あり あり

1756-CNx - コネクシ ョ ンなし あり あり あり あり なし あり 適用しない 適用しない

1756-CNx - ラ ック最適化 適用しない 適用しない あり 適用しない 適用しない 適用しない 適用しない 適用しない

一般的なControlNet
サードパーテ ィ  - 直接

適用しない 適用しない あり あり なし あり 適用しない 適用しない

1788-EN2FFRリンキングデバイス 適用しない 適用しない 適用しない 適用しない 適用しない 適用しない あり あり

1788-CN2FFRリンキングデバイス 適用しない 適用しない あり あり なし あり 適用しない 適用しない

1788-EN2PAR 適用しない 適用しない 適用しない 適用しない 適用しない 適用しない あり あり

1788-CN2PAR 適用しない 適用しない あり あり なし あり 適用しない 適用しない

1715冗長I/O 適用しない 適用しない 適用しない 適用しない 適用しない 適用しない あり あり

1756-ENx - コネクシ ョ ンなし あり あり 適用しない 適用しない 適用しない 適用しない あり あり

1756-ENx - ラ ッ ク最適化 適用しない 適用しない 適用しない 適用しない 適用しない 適用しない あり あり

一般的なEtherNet/IP
サードパーテ ィ  - 直接

適用しない 適用しない 適用しない 適用しない 適用しない 適用しない あり あり

FLEX I/OおよびPOINT I/O 適用しない 適用しない あり あり なし なし あり なし
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ネッ ト ワークを設計する際、 実行時に I/Oモジュールを追加する

予定がある場合は、 これらの注意事項を確認してください。

詳細は、 『Logix5000 Controllers Design Considerations Reference
Manual』 (Pub. No. 1756-RM094)を参照して ください。

アドオン命令の使用

アドオン命令は、 カプセル化されたロジッ クを含む再利用可能
なコードオブジェ ク ト です。 各オブジェ ク ト は、 プロジェ ク ト
間のエンジニア リ ングを加速させる命令の共通ラ イブラ リ を作
成するために、 プロジェ ク ト間で共有できる インポー ト可能な
アドオン命令と して提供されます。 また、 ア ドオン命令を特定
の日時で署名でき るため、 ア ドオン命令の リ ビジ ョ ンをプロ
ジェク ト間で管理できます。

表19 - ランタイムのI/Oモジュールの追加

設計の問題 注意事項

I/Oモジュール 現在、 1756 I/Oモジュールは実行時のみ追加できます。

ローカルシャーシ、 ControlNet ネッ トワークのリモートシャーシ、 または EtherNet/IP
ネッ トワークのリモートシャーシには、 追加する I/Oモジュール用のスペースを

確保して ください。

入力送信速度 各RPIが送受信するデータにとって効率的であることを確認します。

追加した I/Oがチェンジ ・ オブ ・ ステータス ・ データに依存しないことを確認し

ます。

ネッ トワーク トポロジ ControlNetネッ トワークでは、 実行時にネッ トワークを中断させることな く 1756 I/O
モジュールを追加できるように、 予備タ ップを取付けます。 システムを接地し

ないように、 各タ ップを終端処理する必要があります。 ControlNet システム要件

で、 ネッ トワークでサポートできる予備タ ップの数を確認します。

• 冗長配線がある ControlNet ネッ トワークでは、 ト ランクを分割して新しいタ ッ

プを追加できますが、 モジュールの取付け時に冗長配線が失われます。

• ControlNet リングでは、ラングから新しいドロップを追加するか、または同軸ケー

ブルから新しいノードを追加して、 ネッ トワークの一部のみを中断します。

• 1 つの既存ノードを削除し、 ドロップからリピータを追加できます。次に、既

存のノードを再度追加し、新しいセグメン トから新しいノードを追加します。

EtherNet/IP では、 将来的に追加のノードまたはスイ ッチを接続できるよ うに、

スイ ッチ上に接続ポイン ト をい く つか確保します。

ネッ トワーク構成 ControlNet ネッ トワークでは、 スケジュール型または非スケジュール型の通信の

計画を立てます。

EtherNet/IP ネッ トワークでは、 すべての通信が即時であり、 モジュールの RPI に基

づいて発生します(非スケジュール型とも呼ばれます)。

将来的にデジタルモジュール付きの新しいシャーシが必要になることがわかっ

ているのであれば、 ラック最適化としてネッ トワークを構成して I/O構成ツリー

に追加します。 シャーシが必要になるまで、 通信アダプタを抑制します。

ネッ トワークパフォーマンス 実行時に I/Oモジュールを追加することで、 通信モジュールの能力に影響を及ぼ

す可能性があります。 追加予定のコネクシ ョ ンに十分な通信モジュールがある

ことを確認して ください。
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これによ り、 ControlLogix および CompactLogic ファームウェアに

ネイテ ィブに提供されている命令セッ ト の補足と して、 プログ
ラ ミ ングロジッ ク用の独自の命令セッ ト を作成できます。

ア ドオン命令は、 各コン ト ローラプロジェ ク ト で定義する と、
必要に応じてアプ リ ケーシ ョ ンで何度も インスタンス化できま
す。 RSLogix 5000ソフ ト ウェアでは、 アドオン命令インスタンス

内でルーチンをオンラ インで確認でき、 個別に定義されたルー
チンのよ うにそのインスタンスの値だけでアニメーシ ョ ン表示
できます。

ア ドオン命令は保護ソースにする こ とができます。 これはソー
スキーがなければ命令の定義を編集できないこ と を意味し ま
す。 知的財産を保護するために、 ルーチン と ローカルタグも、
保護されたアドオン命令に隠すこ とができます。

ネイテ ィブの命令と同様に、 ア ドオン命令の定義はオンラ イン
で変更できません。 したがって、 ア ドオン命令を使用した制御
戦略の実装は推奨しません。 制御戦略はプログラムで最も高度
に発展しており、 ア ドオン命令およびネイテ ィブ命令から構成
されています。 また、 生産システムにアドオン命令を実装する
前に、 すべての構成オプシ ョ ンを十分にテス トする こ と も重要
です。

プロセスオブジェク トのPlantPAx ラ イブラ リはアドオン命令を使

用します。 詳細は、 52ページを参照してください。
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FactoryTalk Viewの推奨
事項

プ ロ セ ス ・ シ ス テ ム ・ オペ レ ー タ ・ イ ン タ ー フ ェ イ ス に
FactoryTalk View SEソフ ト ウェアを実装する場合は、 以下のガイ

ド ラインに従います。

• 実行中にEWSでRun FactoryTalk View Studioソフ ト ウェアを実

行してください。

• PASSでの起動時に自動的に起動するよ うにFactoryTalk View
SE サーバを構成してください。 ク ラ イアン トのコンピュー

タを起動する前に、 サーバを完全に起動してください。

• FactoryTalk View Studio ソフ ト ウェアでは、 領域を使用して

分散型システムを構成できます。 あらゆるタイプのサーバ
ごとに領域を構成します。 領域には領域を含める こ とがで
きます。 ただし、 1 つの領域のルート場所に複数のサーバ

を含めないで く だ さ い。 こ れに よ り、 可能性のあ るパ
フォーマンス問題を防ぐこ とができます。 さ らに、 この名
前の階層を ヒ ス ト リ アンやアラームデータベースなどで外
部から見えるよ うにするこ と もできます。

• 1 つのディ スプレイ上でアクセスされる領域の数を最小限

に抑えてください。

• 表示する情報をLogix内でタグ構造体に保存する場合や(UDT
や AOI など )、 多くの同一インスタンスがある場合は、 グ

ローバルオブジェク ト を使用して制御モジュールまたはデ
バイスのステータスを表示して ください。 グローバルオブ
ジェク トは、 一度作成する と、 アプ リ ケーシ ョ ンの複数の
ディ スプレ イ上で何度も参照でき るディ スプレ イ要素で
す。 元の (ベース ) オブジェク トが変更される と、 インスタ

ンス化されたコピー( 参照オブジェク ト ) も自動的に更新さ

れます。 ControlLogixシステムのタグ構造体とグローバルオ

ブジェク ト を併用する と、 一貫性を確保し、 エンジニア リ
ング時間を節約できます。

• グローバルオブジェク トの使用時は、 最適なディ スプレイ
呼出しパフォーマンスを実現するために以下の推奨事項に
従ってください。

– ベース ・ グローバル ・ オブジェク トはグローバル ・ オブジェク
ト ・ディ スプレイ(.ggfxファイル)のFactoryTalk Viewに保存されま

す。 定義されたベース ・ グローバル ・ オブジェク トが多数存在
する場合は、 それらすべてを 1 つのグローバル ・ オブジェ ク

ト ・ デ ィ スプレ イに入れないで く ださい。 グ ローバル ・ オ
ブジェク ト ・ディ スプレイを論理的に構造化し、 グローバル ・
オブジェク ト ・ディ スプレイ当たり平均30個のベース ・ グロー

バル ・ オブジェク ト を維持しながら、 1 つの標準ディ スプレイ

によって参照される別のグローバル ・ オブジェク ト ・ディ スプ
レイの数を最小限に抑えてみてください。

– 1 つのディ スプレイのグローバル ・ オブジェク ト ・ インスタン

スの数を40以下に制限してください。

– グローバルオブジェ ク ト は何度も インス タ ンス化でき るた
め、 それらの設計によるパフォーマンスへの影響はインスタ
ンスの数によ って増幅されます。 したがって、 ベースオブ
ジェ ク ト内で使用されるオブジェ ク ト 、 式、 およびアニ メー
シ ョ ンの数を減らすよ う に、 グローバルオブジェ ク ト を慎重
に設計してください。
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• ディ スプレイ上の動的参照の数は1,000個の参照(HMIまた

は直接参照タグ ) に制限して ください。 各グローバル ・ オ

ブジェク ト ・ インスタンスは複数の参照を表すこ とができ
る こ とに注意して ください。 これによ りディ スプレイ呼出
しパフォーマンスが向上します。

• グラフ ィ ッ クディ スプレイ内で繰返し使用される複合式ま
たはアラーム機能にディ ラ イブド タグを使用して ください
( アラーム式など )。 これによ り HMIサーバの負荷が軽減さ

れます。

• 他のディ ラ イブド タグの結果に依存するディ ラ イブド タグ
を作成しないでください。 ディ ラ イブド タグの処理はシー
ケンシャルではあ り ません。

• なるべく VBA を使用しないでください。 VBA はシングルス

レッ ドプロセス と して実行されるため、 VBで記述されたア

プリ ケーシ ョ ンではHMIが予想通りに実行されない可能性

があ り ます。

データログの推奨事項

データロギングでは、 FactoryTalk View SEアプリケーシ ョ ンのデー

タロギング機能が使用されます。 ロギングは短期間のデータ保持
のみに使用するこ とをお奨めします(通常は24時間未満)。 データ

はオペレータ定義のプロセス変数の PASS に保存され、 プロセス

の制御をサポート します。 データロギングは最小限のデータを格
納するためのものです( コン ト ローラ当たり 50データまでなど )。
長期間のデータス ト レージや多数のデータポイン トの収集の場合
は、 Talk Historianソフ ト ウェアを使用してください。

データロギング時は以下の点を考慮してください。

• システムド ラ イブとは別の物理ド ラ イブにログして くださ
い ( 例えば、 ファイルセッ トの場合、 絶対パスは D:\Logfiles
になり ます)。 こ うするこ とで、 データロギングがシステム

パフォーマンスに影響を及ぼすのを防止できます。

• 必要に応じて、 ディ スクスペースを節約するために、 10 日

経過したら古いファイルから削除してください。

• システム負荷を均一にする場合は、 ロギングを定期的に行
な う よ うに設定してください。

• データの変更頻度が低い場合は、 ロギングを変更時に行な
う よ うに設定してください。

• 間隔を1秒以上に設定してください。
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• 検索パフォーマンスを向上させるため、 サードパーティ製
パッケージを使用してデータ ド ラ イブ ( 通常はド ライブ D)
を毎日最適化してください。

プロセスオブジェク ト
のPlantPAxライブラリ

プロセスオブジェク トの PlantPAx ライブラ リは、 コン ト ローラ

コード ( アドオン命令 )、 ディ スプレイ要素 ( グローバルオブジェ

ク ト )、 およびフェイスプレートのあらかじめ定義されたライブ

ラ リ であ り、 これを使用する こ とで、 実績のある戦略、 豊富な
機能、 既知のパフォーマンスで大規模なアプ リ ケーシ ョ ンをす
ばやくアセンブルできます。

EWS PASS

PASSサーバ

APPServ-Batch

OWS

リモート ラック

データロギングの負荷 ：
定期的なデータロギング

1時間おきにログファイルをカッ ト
ログファイルは10日間保管

ト レンドディスプレ
イの負荷 ：
ト レンド数

ペン数
アクセスモデル数
履歴データ要求xモデル

毎秒yyyポイ
ン ト をログ

xモデル
毎秒yyyポイン ト

をログ

ローカル ・ ログ ・
ファイル

2台目のハード ド
ライブ

ローカル ・ ログ
・ ファイル

2台目のハード
ド ライブ

コン ト ローラ01 コン ト ローラ02

CNet

コン ト ローラnn

ステップ1 ： PlantPAxライブ
ラリをプロジェク トにイ
ンポート します。

ステップ2 ： アドオン命令を
ドロップして構成します。 ステップ3 ： ディスプレイ上のグ

ローバルオブジェク ト をドロップ
して、 アドオン命令インスタンス
に割付けます。

ステップ4 ： 制御およびメンテナ
ンスの実行時に、 グローバルオブ
ジェク トからフェイスプレートに
アクセスします。
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アドオン命令は、 デバイスレベルの命令を作成する場合に、 あ
らかじめ定義された機能をコードのモジュールに提供します。
FactoryTalk View Studio ソフ ト ウェアプログラムのディ スプレイ要

素およびフェ イ スプレー ト と結合する と、 これらのオブジェ
ク ト によ り ド ラ ッ グ ド ロ ップ環境のデバイ ス構成が簡素化さ
れます。

ディ スプレイ要素(グローバルオブジェク ト )には、 ディ スプレイ

要素をク リ ッ ク したと きに表示される関連フェイスプレートがあ
り ます。 フェイスプレートには追加の構成が不要です。 Run Time
MonitorやInterlock Blockなどオブジェク トに追加のサポート機能が

ある場合であっても構成は不要です。 これらの拡張機能用のフェ
イスプレートはフェイスプレートからアクセスできます。

プロセスオブジェク トのPlantPAx ラ イブラ リは、 アドオン命令が

元の展開から変更されない限りは、 ロ ッ ク ウェル ・ オー ト メー
シ ョ ンのテクニカルサポート を通してサポート されます。

PlantPAx コレクシ ョ ン以外のライブラ リオブジェク ト を使用でき

ます。 例えば、 独自のラ イブラ リ を開発した り、 ガイ ド と して
PlantPAx 要素およびフェイスプレート を使用したりできます。 一

貫性のある要素のライブラ リ を使用するこ とで、 PlantPAx システ

ムの保全性および効率性が向上します。

詳細は、 『PlantPAx Library of Process Objects Reference Manual』
(Pub. No. PROCES-RM002)を参照して ください。
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アプリケーシ ョ ンの参
考資料

アプ リ ケーシ ョ ンの開発の支援には以下の参考資料を利用でき
ます。

項目とツール 説明 情報の記載場所

FactoryTalk Diagnosticのサンプルディス

プレイ

RSLinx Enterpriseのサンプルカウンタを表示する

サンプルグラフ ィ ック

http://rockwellautomation.custhelp.com でナレッ

ジベースの回答ID 30148を参照して くだ

さい。

サーバステータスの表示 VBA を使用して HMI画面にステータスを表示

することで、 サーバの現在のステータスお

よび状態を調べるためのサンプルコードが

提供されます。

http://rockwellautomation.custhelp.com でナレッ

ジベースの回答ID 44624を参照して くだ

さい。

PlantPAxの推奨統合ツール Endress+Hauser 社のフ ィールドデバイス用のア

ドオン命令およびあらかじめ定義された

フェイスプレート

http://rockwellautomation.custhelp.com でナレッ

ジベースの回答ID 60185を参照して くだ

さい。

ロッ クウェル ・ オート メーシ ョ ン

のIntegrated Architectureツール

これらのツールは、 Integrated Architectureシステム

の理解、 計画、 および構成に役立ちます。

http://www.rockwellautomation.com/solutions/
integratedarchitecture/resources.html

ロッ クウェル ・ オート メーシ ョ ン

のサンプルコード

ロックウェル ・ オート メーシ ョ ン製品の構

成およびプログラ ミング用のサンプルコー

ドおよびツール ( ロックウェル固有のフェ

イスプレートなど)

http://samplecode.rockwellautomation.com/idc/groups/
public/documents/webassets/sc_home_page.hcst

FactoryTalk Batch実装ツール FactoryTalk Viewデータの収集、 構成、 レポー

ト、 および視覚化用のバッチツール

http://rockwellautomation.custhelp.com で以下の

ナレッジベースの回答 ID を参照して く

ださい。
• 62367
• 62372
• 67642
54 Pub. No. PROCES-RM001H-JA-P - June 2013

http://rockwellautomation.custhelp.com/
http://rockwellautomation.custhelp.com/
http://rockwellautomation.custhelp.com/
http://www.rockwellautomation.com/solutions/integratedarchitecture/resources.html
http://samplecode.rockwellautomation.com/idc/groups/public/documents/webassets/sc_home_page.hcst
http://rockwellautomation.custhelp.com/


第4章

アラームシステムの推奨事項

プロセス産業において、 アラームは制御システムの重要な機能
です。 効果的に機能するアラームシステムは、 プロセスプラン
ト の生産性、 安全性、 環境を改善する よ う に、 オペレータの注
意を喚起します。

有効なアラームシステムを実現するためのアラーム管理の設計
およびエンジニア リ ング手法を定めた業界標準規格があ り ます
( プロセス産業のアラームシステムの管理に関する ANSI/ISA-18.2-
2009 など )。 このセクシ ョ ンでは、 これらの標準規格で定義され

ている手法については説明しませんが、 これらの標準規格を考
慮してPlantPAxシステムのアラームを実装する際の推奨事項につ

いて説明します。

各項目の内容については以下の表を参照してください。

FactoryTalk Alarms and Eventsソフ トウェア

PlantPAxシステムでのアラームの発生には、 FactoryTalk Alarms and
Events ソフ ト ウェアが主に使用されています ( 以下、 「アラーム

システム」 とい う )。 アラームシステムは、 デバイスベースのア

ラーム (コン ト ローラのALMAおよびALMD命令) と タグベースの

アラーム ( デジタルアラーム、 レベルアラーム、 または偏差ア

ラーム)がサポート されています。

デバイスベースのアラームと タグベースのアラームは、 1 つのア

プリ ケーシ ョ ンに共存できます。 ただし、 PlantPAx システムのサ

イズ指定ルールと ク リ テ ィ カルなシステム属性は、 タグベース
のアラームの使用に基づいています。 デバイスベースのアラー
ムを使用する こ と もできますが、 システムのパフォーマンスを
向上させるには、 限られた場合にのみ使用する こ と をお奨めし
ます。

詳細は、 57ページを参照してください。

項目 ページ

FactoryTalk Alarms and Eventsソフ トウェア 55

アラームのプロセスオブジェク トのPlantPAxライブラリの使用 59

アラーム状態モデル 60

アラームシステムのモニタ 65
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第4章 アラームシステムの推奨事項
図4 - FactoryTalk Services Platform

アラームの特性 説明

1. タグベースのアラームの
モニタ

タグベースのアラーム ( デジタルアラーム、 レベルアラーム、 または偏差アラーム )は、 タ
グアラームおよびイベン トサーバで構成されます。 アラーム状態がコン ト ローラによって
検出されると、 サーバはFactoryTalk Alarms and Eventsサービスに情報を発行します。

2. デバイスベースのアラー
ムのモニタ

PlantPAxシステムのサイズ指定ルールとクリテ ィ カルなシステム属性は、 FactoryTalk Alarms and
Events のタグベースのアラームの使用に基づいています。 デバイスベースのアラームを使用
することもできますが、 システムのパフォーマンスを向上させるには、 限られた場合にの
み使用することをお奨めします。 ALMA や ALMD などのデバイスベースのアラームは、 RSLogix
5000 ソフ トウェアを通じてプログラ ミングされてから、 Logix5000 コン ト ローラにダウンロー
ド されます。 コン ト ローラによって、 アラーム状態が検出され、 RSLinx Enterpriseにアラーム
状態が通知されます。 ロックウェル ・ オート メーシ ョ ンのデバイスサーバ(RSLinx Enterpriseソ
フ トウェア)は、 アラーム情報を抽出し、 その情報をFactoryTalk Alarms and Eventsサービスに発行
します。

3. FactoryTalk Alarm and Eventsサー
ビス

デバイスベースとタグベースの両方のアラームやイベン トがFactoryTalk Alarms and Eventsサービス
に発行され、 さらに、 FactoryTalk Viewソフ トウェアでホスト されているFactoryTalk Alarms and Events
オブジェク トに渡されます。 また、 この情報はアラームおよびイベン トの履歴ログ、 診断
ログ、 監査ログにも渡されます。

4. アラームおよびイベン ト
ログ

アラームおよびイベン ト ログは、 アラームおよびイベン ト ソフ トウェアの一部として自動
的にインストールされるコンポーネン トです。 アラームサーバとデータベース間のコネク
シ ョ ンを管理し、 各アラームサーバのデータをアラーム履歴データベースにログします。
アラームおよびイベン ト ・ ログ ・ ビューアを使用すると、 アラーム履歴データベースから
データを表示して印刷することができます。 サードパーティ製データベースツールを使用
して、 アラーム履歴情報を取得、 表示、 分析、 および印刷することもできます。
アラームおよびイベン ト ロギングを使用するには、 Microsoft SQL Serverを個別にインストール
するか、 既存のMicrosoft SQL Serverデータベースを使用します。

5. アラームおよびイベン ト
のセッ トアップとモニタ

FactoryTalk Alarms and Eventsには、 さまざまなソフ トウェアコンポーネン トが含まれています。 エ
ンジニアやオペレータはこれらを使用して、 アラーム状態の定義、 アラームサーバの構
成、 アラーム状態の表示と対処、 履歴アラーム情報の表示とレポート作成を行なう ことが
できます。

アラームおよびイベン ト
セッ トアップ

データベースセッ ト
アップ

アラームサマリ

アラーム ・ ログ ・ ビューア

アラームバナー

アラームエクスプローラ

FactoryTalk Alarm and Event
サービス

デバイスアラームおよび
イベン トサーバ

タグアラームおよびイベン トサーバ

RSLEアラームサービス
RSLinx RSLE

FactoryTalk View Studioまたは
FactoryTalk Admin Console

FactoryTalk View SE Client

アラームお
よびイベン

ト ログ

デバイスベースの
アラーム検出

Logixファ ミ リー

SISまたはサードパー
ティ製コン ト ローラPLC 5、 SLC

タグベースのアラー
ム検出

OPC-DAサーバ

Logixファ ミ リー
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アラームシステムの推奨事項 第4章
FactoryTalk Alarm and Eventの機能

56ページの図 4に示すよ うに、 FactoryTalk Alarm and Eventサービス

には、 視覚化コンポーネン トの包括的なセッ ト (アラームサマリ、

アラーム ・ ログ ・ ビューア、 アラームバナー、 アラーム ・ ステー
タス ・ エクスプローラ)が用意されています。

その他の機能は以下の通りです。

• システム上に最大 10 台のアラームサーバを構成し、 オペ

レータ領域で論理的分離を行な う こ とができる。 容量を増
やすために、 各サーバでは冗長化が可能。

• ネイテ ィブで SQL データベースにアラーム履歴をログで

きる。

• 各アラームに最大 4 つのタグを関連付けて、 各アラームの

発生に関する追加のプロセス情報を保存できる。

• FactoryTalk View コマンドをアラームに関連付けるこ とが可

能。 例えば、 コマンドを使用して、 アラームに関連付けら
れたプロセス表示をアラームおよびイベン トサマ リや、 ア
ラームおよびイベン トバナーから開く こ とができる。

• アラームメ ッセージで使用される言語の切換え

• UTC時刻でアラームをログ

アラームシステムでは、 PanelView Plusターミナルはサポート され

ていませんが、 PlantPAx ライブラ リでは、 コン ト ローラのアラー

ム状態の管理と同時に、 混成アーキテクチャ(PanelView Plusター

ミナルと分散HMI)がサポート されます。 PlantPAxライブラ リの詳

細は、 59ページを参照してください。

FactoryTalk Alarm Eventの推奨事項

• 可能な限り、 プラン トエリ アを別々のPASS/アラームサーバ

に分散させます。 アラーム表示を作成する と きは、 必要な
アラームサーバのみをサブスク ラ イブするよ うにアラーム
サマリなどのアラームオブジェク ト を構成してください。

• PlantPAx システムには、 最大 10 台のアラームサーバを持つ

こ とができます。

• アラームの数は、 1つのアラームサーバ当たり 10,000件に制

限されています。

• 関連付けられているコン ト ローラタグに基づいてタグベー
スのアラーム名を設定して ください。 例えば、 コン ト ロー
ラタグ MC101.Alm_FailToStart をモータ命令からタグベース

のアラーム MC101_Alm_FailToStart に関連付けるこ とができ

ます。
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第4章 アラームシステムの推奨事項
• 役割別のアラームのロールアップインジケータや、 アラー
ムサーバ内またはアラームサーバ間でのアラームの表示を
行な う場合、 役割や表示を識別するためにサーバのアラー
ム名へのプレフ ィ ッ ク スの追加を検討して く ださい。 ア
ラームの条件式を使用する と、 アラーム名やアラームサー
バ 別 の ア ラ ー ム 数 を 取 得 で き ま す。 例 え ば、
AE_InAlmUnackedCount(T1*) という式では、 T1 から始まる

名前のタグを付けられた、 まだ確認されていないアラーム
の数が返されます。

『FactoryTalk View Site Editionユーザーズガイ ド』 (Pub. No.
VIEWSE-UM006)を参照してください。

• アラームの条件式を使用して、 アラームサーバに負荷を追
加してください。 複数のOWSでロールアップインジケータ

を表示する必要がある場合は、 ディ ラ イブド タグを使用し
ます。 この方法でカウン ト を実行して保存する と、 アラー
ムサーバでの要求の重複による負荷が軽減されます。

• オペレータ領域ごとにグループ化する場合は、 アラームク
ラスを使用しないでください ( この目的では、 名前にプレ

フ ィ ッ ク スを付ける方法を使用できます)。 アラームク ラ

スは、 一般的な管理要件 ( 要件のテス ト 、 ト レーニング、

モニタ、 監査など ) を共有するアラームを識別するために

使用します。 FactoryTalk Viewソフ ト ウェアでアラーム条件

式を使用しても ク ラスによってアラーム数を取得できない
ため、 オペレータの役割または表示によってアラームを識
別する場合は、 アラームク ラスを使用しないでください。
ただし、 アラーム表示にク ラスによるフ ィルタを指定する
こ とができます。

• 多数のアラームを構成する必要がある場合は、 FactoryTalk
View SEソフ ト ウェアのインポート機能とエクススポート機

能を使用してください。 PlantPAxライブラ リには、 アラーム

サーバ構成を作成する際に役立つAlarm Builderツールが用意

されています。

• コン ト ローラのスキャン時間と メ モ リ 使用量は、 コン ト
ローラの状態に応じて ALMA命令またはALMD命令の使用

によって変わる こ とに注意して く ださい。 膨大な数のア
ラームが発生する と、 コン ト ローラのCPU使用率に重大な

影響を与える可能性があ り ます。

例 ：

各サブスク ラ イバによってバッファ時に使用されるコン ト
ローラのメモ リ使用量(データサーバの項目) = 100 KB

実行時間の例 ：

– アラーム状態が変化しない場合、 1756-L73 コン ト ローラの

ALMD ： 7μsec
– ア ラーム状態が変化する場合、 1756-L73 コ ン ト ローラの

A L M D ： 16μse c

冗長コン ト ローラ構成では、 ALMD 命令ごとに最大 70μsec
の冗長性のクロスロードが追加される可能性があ り ます。
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アラームシステムの推奨事項 第4章
• 最も重要なアラームの場合は、 ALMA 命令と ALMD 命令を

使用するこ とをお奨めします。 ハード コーディ ングされた
制限がない場合は、 以下のよ うに命令の数を制限するこ と
をお奨めします。

– 1つの冗長コン ト ローラ当たり 250 (1756-L6xまたは1756-L7x)
– 1つの1756-L6x一重コン ト ローラ当たり 1000
– 1つの1756-L7x一重コン ト ローラ当たり 2000

PSE を使用してアラーム命令の数をサイズ指定すると、 特定

の構成に基づいて制限の正確性を向上させるこ とができま
す。 PSE メモリの計算で考慮されないため、 アラームサブス

ク リプシ ョ ンの継続に必要なメモリ を追加してください。

アラームのプロセスオブジェク トのPlantPAxライブ

ラリの使用

PlantPAx ライブラ リは、 アラーム検出のライブラ リ要素で構成可

能なアラームごとに P_Alarm という タイ トルの専用アドオン命令

を使用し、 タグベースのアラームにインターフェイスを提供し
ます。 タグアラームおよびイベン ト サーバのアドオン命令イン
スタンスへの接続方法を説明する資料は、 プロセスラ イブラ リ
に付属しています。

この方法に従って、 P_Alarm は、 状態を管理し、 プロセス表示と

フ ェ イ スプレー ト にステータ スを提供し ます。 使用される各
P_Alarm は、 アラームサーバのデジタルアラームにリ ンク され、

アラーム表示とアラーム履歴にステータスを提供します。

図5 - PlantPAxライブラリのアラーム
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PlantPAxラ イブラ リの手法には、 以下のよ うな利点があ り ます。

• アラームをライブラ リオブジェク ト (アドオン命令、 グロー

バルオブジェク ト、 フェイスプレート )に統合し、 エンジニ

ア リ ングと展開を簡単にする。

• コン ト ローラのアラーム状態を管理する と同時に、 混成
アーキテクチャ (PanelView Plus ターミナルと分散 HMI) をサ

ポートする。

• P_ALARM命令のアラーム管理技術を実現する高い柔軟性

PlantPAx ライブラ リ を使用する と、 コン ト ローラ とサーバの両方

でアラーム情報を保持し、 必要に応じてステータス情報を出力
する こ とができます。 このため、 適切な構成を行な う こ とが重
要です。 さ らに、 コ ン ト ローラでプロセス表示に情報を出力
し、 サーバでアラームサマ リ とバナーに情報を出力する とい う
両方の構成が必要であるため、 重要度を慎重に管理する必要が
あ り ます。

アラーム状態モデル

アラームシステムには、 アラームサマ リのアラームの表示が長
時間に及ぶこ とを防ぐ、 Suppress (抑制)、 Shelve (棚上げ)、 および

Disable (無効)の3つのメカニズムを備えています。

Shelve 状態と Suppress 状態の場合は、 アラームを確認した後にア

ラーム情報を引き続き表示しな く ても、 既知のアラームを解消
する と同時にアラームサマ リ またはバナーからアラームを消去
できます。

Shelve 状態では、 タイムアウ ト を構成するこ とができ、 この値の

時間が経過する と、 アラームは自動的に Unshelved にな り、 ア

ラームサマ リに返されます。 Suppress 状態には、 自動タイムアウ

ト機能はあ り ません。 Shelved または Suppressed の状態の時点でア

ラームが確認されない場合、 確認されるまでそのアラームはア
ラームサマ リ とバナーに表示され続けます。 確認される と、 こ
れらの リ ス トから削除されます。

Shelved または Suppressed 状態のアラームでは、 アラームステータ

スの移行 (unacknowledged を除く )、 サブスク ラ イバへのアラーム

状態変化の送信、 履歴データベースへの状態変化のログ、 その
他のプログラ ミ ングやオペレータ操作に対する応答が可能で
す。 以下のルールに従ってください。
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• アラームがSuppressedまたはShelvedである場合、 通常と同じ

よ うに機能し続け、 アラーム状態の In パラ メータをモニタ

して、 Acknowledge (肯定応答)要求に応答します。 このイベ

ン ト はすべてのサブス ク ラ イバに通知され、 アラームが
SuppressedまたはShelved状態で生成されたアラームメ ッセー

ジにはSuppressedまたはShelvedのステータスが含まれます。

アラームが Shelved または Suppressedの間は、 Unacknowledged
になるこ とはできません。

• アラームがUnsuppressedまたはUnshelvedである場合は、 すべ

てのサブス ク ラ イバに通知され、 サブス ク ラ イバへのア
ラームメ ッセージにSuppressedまたはShelvedのステータスは

含まれなくな り ます。 UnsuppressedまたはUnshelvedのと きに

アラームがアクティブであ り、 さ らにAcknowledgeが必要で

ある場合、 アラームはUnacknowledgedになり ます。

Disable の場合、 アラームはコン ト ロールプログラムで中断状態

になっています。 無効になっているア ラームは、 ア ラームス
テータ スが移行せず、 履歴データベースに ロ グ さ れます。
Disabled の状態の時点でアラームが確認されない場合は、 確認さ

れるまでそのアラームはアラームサマ リ とバナーに表示され続
けます。 確認される と、 ビ ューから削除されます。 以下の場
合、 FactoryTalk View SEソフ ト ウェアのアラーム ・ ステータス ・

エク スプローラで無効になっているアラームを再び有効にする
こ とができます。

• ア ラームが Disable d であ る場合は、 確認されない と 、

Acknowledged ステータスを除くすべての状態が非アクティ

ブになり ます (InAlarmがク リ アされる )。 アラーム状態の In
パラ メータはモニタされませんが、 Acknowledge イベン トへ

の応答は行なわれます。 このイベン トはすべてのサブスク
ライバに通知されます。

• アラームがEnabled (有効 )である場合は、 アラーム状態の

In パラ メータのモニタが開始されます。 このイベン トはす

べてのサブス ク ラ イバに通知されます。 Enabled のと きに

アラームがアクテ ィブであ り、 Acknowledge が必要である

場合、 アラームはUnacknowledgedにな り ます。

Shelve (棚上げ)、 Suppress (抑制)およびDisable (無効)の状態では、 プロ

セス産業のアラームシステムの管理に関する ANSI/ISA-18.2-2009 に

従ってアラーム表示が制限されます(つま り、 非表示になります)。
Shelve、 Suppress、 Disable 機能を使用すると、 オペレータ主導による

アクシ ョ ンを、 設計主導によるアクシ ョ ンおよびメンテナンスア
クシ ョンと区別するこ とができます。
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この方法に従い、 Shelve 状態を使用して、 このアクシ ョ ンをオペ

レータが開始します(ISA 18.2のShelve状態と同等)。 コン ト ローラ

は、 Suppress 状態を使用して、 オペレータ通知をプログラ ミ ング

によって抑制する必要があ り ます(ISA 18.2のSuppress-by- Design状
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アラームシステムの推奨事項 第4章
態と同等 )。 メ ンテナンス目的の場合は、 Disable 状態を使用して

アラームを抑制します(ISA 18.2のOut-of-Service状態と同等)。

オペレータ
Shelve

新規

新規

新規

オペレータ Re Shelve
OperShelve

(Shelve期間タイマのリ
セッ ト )

Shelved
Shelved = 1

Unshelved
Shelved = 0

オペレータ
Unshelve

Shelveの期限切れ

Program Unshelve
(注1)

Program Suppress
(注2)

Program Unsuppress
(注2)

Disable
(注3)

Enable
(注3)

Supressed
Suppressed= 1

Unsuppressed
Supressed = 0

Disabled
Disabled = 1

Enabled
Disabled = 0
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新規

新規

InAlarm
Alm = 1

(Inp == 0の場合は
Rdy_Reset)

Normal
Alm = 0

Unacknowledged
Acked = 0

(注5)

Acknowledged
Acked = 1

(注4)

最小期間の場合のア
ラーム状態はTrue(1)およ

びEnabled

LatchedおよびResetで、 ア
ラーム状態はFalse(0)

アラーム状態はFalse(0)
で、 ラ ッチされない

Disable

最小期間に対してアラーム
状態はTrue(1)で、 Enabled、

Unsuppressed、 Unshelved、
Acknowledgementが必要

(注6)

AcknowledgeまたはAcknowledgement
は必要なし

注 説明

1 Program Unshelveコマンドは、 少量のプログラ ミングを使用することで、 End of Shiftなどのイベン トに基づい
てアラームをUnshelveにする方法として提供されています。

2 ANSI/ISA-18.2-2009 に従い、 Suppress を使用して Suppress-by-Design 機能を提供することができます。 また、 Out-of-
Service であるときにログする場合や、 Suppressed-by-Design でないときにログする場合は、 Suppress を使用して
Out-of-Service を提供することもできます。 Suppress/Unsuppress に対するオペレータコマンドが提供されていま
すが、 Suppressを使用してSuppress-by-Designを実装する場合には使用されません(ISA 18.2を参照)。

3 ANSI/ISA-18.2-2009に従い、 Disableを使用して Out-of-Service状態を提供することができます (標準規格を参照 )。 ま
た、 Suppressed-by-Designでないときにログする場合や、 Suppressed-by-Designであるときにログする場合は、 Disable
を使用して Suppress-by-Designを提供することもできます。 Enable/Disableに対するオペレータコマンドが提供さ
れていますが、 Suppressを使用してSuppress-by-Designを実装する場合には使用されません(ISA 18.2を参照)。

4 Disabled、 Suppressed、 Shelvedの場合、 AcknowledgedアラームはUnacknowledgedになりません。

5 Disabled、 Suppressed、 Shelved のときに、 Acknowledge が必要な場合、 Unacknowledged アラームは確認されるまで
Unacknowledgedのままになります。

6 アラームの状態が Enabled、 Unsuppressed、 Unshelved のときに、 アラームが InAlarm である場合、 アラームは
Unacknowledgedになります。
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アラームシステムのモニタ

アラーム ・ ステータス ・ エク スプローラを使用する と、 サーバ
またはシステム全体で構成されているアラームをすべてブラ ウ
ズできます。 Shelved、 Suppressed、 Disabled オプシ ョ ンによって、

アラームをフ ィルタ処理する こ と もできます。 アラームエク ス
プローラでは、 Unshelved アラームまたは Shelved アラームをオペ

レータが表示できるよ うに、 Shelved アラーム表示と してアラー

ムを事前に構成するこ とができます。

ISA 18.2では、 アラームのパフォーマンス評価基準およびター

ゲッ ト値の例が提供されています ( 標準規格のセクシ ョ ン 16.9
の表を参照)。 主要な評価基準の一部を以下に示します。

1. アラーム評価 ：オペレータ当たりの通知されたアラーム数 ：

a. 1日当たり < 150～300件のアラーム

b. 1時間当たり平均6～12件

c. 10分当たり平均1～2件

2. アラーム負荷全体で最も頻繁に発生するアラーム、 上位 10
の寄与 ： ~最大<1～5%、 欠陥に対処するための実施計画

3. 有効な状態が 24 時間以上継続しているアラームの数 ( 無効

なアラーム) ： 5未満、 対処予定

FactoryTalk VantagePoint ソフ ト ウェアと共にアラームシステムを使

用する と、 65 ページの評価基準に基づいてレポート が提供され

ます。

1. Hourly Alarms Report (1時間のサンプルでアクティブなアラー

ムの数)

2. Alarm Distribution Report (最も頻繁に発生する10のアラーム

の寄与率)

3. Alarm Frequency Report (最も頻繁に発生する10のアラーム)

4. Standing Alarms Report (期間ごとの現在アクティブな10のア

ラーム)

5. Alarm Duration Report (期間ごとの10のアラーム)
Pub. No. PROCES-RM001H-JA-P - June 2013 65



第4章 アラームシステムの推奨事項
図6 - アラームレポートのサンプル

すべてのFactoryTalk VantagePointアラームは、 必要に応じてオペレー

タの役割別に分割できるよ うに、 ク ラス、 アラーム名、 またはア
ラームソースごとにフ ィルタ処理できます。 これらのレポートの
詳細は、 http://www.rockwellautomation.custhelp.com でロッ クウェル ・

オート メーシ ョンのナレッジベースの回答ID 68296を参照してくだ

さい。
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第5章

インフラ基盤の推奨事項

PlantPAxシステムのインフラ基盤は、 Microsoft Windowsなどの既
製の商用テク ノ ロジやオープンなネッ ト ワークテク ノ ロジに基
づいて構築され、 システム要素と よ り高いレベルのビジネスシ
ステム間のシームレスな統合を可能にします。

この章では、 PlantPAx システムの最適なパフォーマンスを実現す
るためのインフラ基盤コンポーネン ト の設定に関する推奨事項
を説明します。

オペレーティングシス
テムの推奨事項

以下の推奨事項は、 システム操作のサイズや複雑性に関係な く
適用されます。

ド メインおよびワークグループ

PlantPAx サーバと ワークステーシ ョ ンを Windows ド メ インのメン
バーにする こ とをお奨めします。 ただし、 10 台以下のワークス
テーシ ョ ン とサーバで構成されるシステムでは、 ワークグルー
プがサポート されています。

項目 ページ

オペレーティングシステムの推奨事項 67

ネッ トワークの推奨事項 73

構成 詳細

ワークグループ  - 分散化管理
( コンピュータ
が 10 台以下の
場合に可能)

ワークグループの利点：
• 購入または維持するド メインコントローラ (Windows Server OS) がない
• ユーザアカウントが頻繁に変更されない小規模な PlantPAx アプリケーションの場合にの
み推奨される。

ワークグループのルール：
• 1 つの PlantPAx システムにあるすべてのワークステーションとサーバシステム要素は、同

じワークグループのメンバーでなければならない。
• ワークグループに参加するユーザはすべて、 管理者グループのメンバーでなければな

らない。
• FactoryTalk View アプリケーションのすべてのコンピュータで同じユーザアカウント とパス

ワードのセッ トを作成する。

ド メイン  - 集中型管理
(推奨)

ド メインの利点：
• ユーザ、 グループ、 およびセキュリティ設定を一か所で管理する。
• ユーザアカウントの変更が伴う大規模な PlantPAx アプリケーションまたは環境の場合に
推奨される。

ド メインのルール：
• 1 つの PlantPAx システム内のすべてのワークステーションとサーバシステム要素は、 同

じ ド メインのメンバーでなければならない。
• PlantPAx サーバシステム要素は、 ド メインコントローラとして使用してはならない。
• 10 台を超えるコンピュータで構成されるシステムでは必須
• ド メインコントローラは、 他のアプリケーションソフ トウェアを使用していない、 独
立した独自のコンピュータでなければならない。
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ド メインの推奨事項

すべてのPlantPAxシステムサーバと ワークステーシ ョ ンをド メ イ

ンのメ ンバーにする こ と をお奨めします。 以下に示す追加の推
奨事項に従ってください。

• Windows Active Directory (AD)ド メ インには、 単一または複

数の 「ド メ インツ リー」 で構成される 「フォレス ト 」 の概
念が含まれます。

• 少なく と も 2 つのド メ インコン ト ローラをド メ インで構成

するこ とをお奨めします。 このよ う なド メ インコン ト ロー
ラは高可用性とオンラ イン構成のバッ クアップが実現する
まで自動的に複製されます。

• また、 ド メ インサーバは、 IP アドレスではなく名前でデバ

イスを識別できるよ うに、 ド メ イン名サービス (DNS) を含

むよ うに構成する必要があ り ます。

• ド メ イン全体で時間が同期される よ う に構成して く ださ
い。

• 新規および既存のActive Directoryド メ インは、 Microsoftのド

メ インコン ト ローラ診断 (Dcdiag.exe) ユーティ リ ティ を使用

して動作を確認する必要があ り ます。 このユーティ リ テ ィ
は、 オペレーティングシステムCDのWindowsサポート ツー

ルに含まれています。 また、 Microsoft のサイ トからダウン

ロードするこ と もできます。

Windowsワークグループの推奨事項

PlantPAxシステムでは、 10台以下のコンピュータで構成されるシ

ステムのワークグループネッ ト ワーク環境を使用できます。 た
だし、 Windows XPオペレーティングシステムを使用している場

合は、 ワークグループの各PlantPAxサーバと ワークステーシ ョ ン

で簡易ファ イルの共有とユーザの簡易切換えをオフにする必要
があ り ます。

ヒン ト ド メインツリーは、 1 つの ( 親 ) ド メインまた

は複数の ( 子 ) ド メインから構成されます。1 つ
のフォレスト、 1 つのツリー、 1 つのド メイン

を含めた構成をお奨めします。 Windows 2008 Active
Directory では、ド メインとフォレストの両方に個

別の機能レベルがあります。

重要 PlantPAx PASS サーバまたはアプリケーシ ョ ンサーバ

に、Windows ド メ インコン ト ローラを取付けないで く

ださい。
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以下の手順に従って、 Windows XP オペレーティングシステムで

簡易ファイルの共有をオフにして ください。

1. デスク ト ップまたはWindows Explorerで、 マイ  コンピュー

タを右ク リ ッ ク してからエクスプローラを選択します。

2. ツールメ ニューから、 フォルダオプシ ョ ンを ク リ ッ ク し
ます。

Folder Optionsダイアログボッ クスが表示されます。

3. Advanced settings(詳細設定)のViewタブをク リ ッ ク し、 Use
simple file sharing (簡易ファ イルの共有を使用する )チェ ッ

クボッ ク スのチェ ッ クを外します。

以下の手順に従って、 Windows XPオペレーティングシステムで

ユーザの簡易切換えをオフにして ください。

1. Windows のコン ト ロールパネルを開き、 ユーザアカウン ト

をダブルク リ ッ ク します。

2. Change the way Users Log on and Off (ユーザーのログオンやロ

グオフの方法を変更する ) リ ンクをク リ ッ ク します。

3. Use Fast User Switching (ユーザーの簡易切り替え)チェッ ク

ボッ クスのチェッ クを外します。

4. Apply Options(オプシ ョ ンの適用)をク リ ッ ク します。

Internet Information Server (IIS)

Internet Information Server (IIS)は、 WebDAV (Web-based Distributed
Authoring and Visioning)を使用して、 グラフ ィ ッ ク表示やその他

のファイルベースのコンポーネン ト を PASS の HMI サーバから

OWS および EWS ワークステーシ ョ ンに提供します。 WebDAV
は、 複数のユーザと ワーク ステーシ ョ ン間のファ イルの編集と
管理を支援するHTTPプロ ト コルの拡張機能です。

また、 OWSおよびEWS ワークステーシ ョ ンが、 HMIサーバで実

行する必要があるFactoryTalk Viewコマンドを発行した場合、 この

コマンドはIISプラ ッ ト フォームを使用して送信されます。

そのため、 IIS ソフ ト ウェアは、 PASS において必須のコンポーネ

ン トです。 その他のシステム要素では、 IIS をインス トールしな

いでください。

『FactoryTalk View Site Edition Installation Guide』 (Pub. No. VIEWSE-IN003)
の第2章を参照してください。
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サーバとワークステーシ ョ ンの時刻同期

システムにおける時刻同期は重要です。 コン ト ローラ、 ワーク
ステーシ ョ ン、 およびサーバの内部ク ロ ッ クは、 発生する何ら
かのイベン ト あるいはアラームに備えて、 同じ時刻を参照して
います。 1つのサーバ ( ド メ インコン ト ローラなど ) を時刻基準と

し て使用し、 こ れに ク ロ ッ ク が正確に同期 さ れる よ う に、
PASS、 App-servers、 OWS、 およびEWSを構成してください。

コンピュータの時刻同期

Windows Timeサービスは、 NTP (ネッ ト ワーク ・ タイム ・ プロ ト

コル ) を使用して、 ド メ インコン ト ローラに合わせてネッ ト ワー

ク上のコンピュータクロ ッ クを同期させます。 プロセスシステム
の各コンピュータは、 ド メ インコン ト ローラを正式なタイムソー
スと して利用し、 それに合わせてクロッ クを同期します。 各コン
ピュータのイベン ト ビューアのシステムログをチェッ クして、 時
刻が適切に更新されているかど うかを確認してください。

ド メ インコン ト ローラで時刻同期を設定したら、 Windows w32tm
コマン ド ・ ラ イン ・ ツールを使用して、 個々のコンピュータ と
ド メ インコン ト ローラ との時間差を確認します。 このコマン ド
で、 時間差を測定するこ とができます。

w32tm /stripchart /computer:<target>[/period:<refresh>]
[/dataonly]

w32tm / resync コマン ドは、 コンピュータにド メ インコン ト

ローラ との再同期を早急に実行させ、 累積誤差を リセッ ト させる
操作を手動で行なうためのものです。

パラメータ 確認対象

computer:<target> オフセッ ト値の測定対象となるコンピュータ

period:<refresh> サンプル間の時間(秒単位)デフォルトは2secです。

dataonly グラフ ィ ッ クスなしでデータのみを表示するため
のパラメータ
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オペレーティングシステムの最適化

以下の推奨事項に従 う と、 オペレーテ ィ ングシ ス テムのパ
フォーマンス向上に役立ちます。

• ワークステーシ ョ ンの既存の PlantPAx コンポーネン ト との

互換性の問題を防ぐため、 Windows の自動アップデート を

オフにして ください。

PlantPAx システムに Microsoft のパッチを適用する方法の詳

細は、 「メ ンテナンスに関する推奨事項」 を参照して くだ
さい。

• サウンドやアイコンなどのカスタマイズされたコンピュー
タの効果を使用するオペレーティ ングシステムのテーマを
無効にします。 このよ う な要素は、 アラームサマ リ などの
一部のFactoryTalk View SEグラフ ィ ッ ク コンポーネン ト を実

行したと きのプロセッサ速度を低下させます。

• FactoryTalk View SEソフ ト ウェアをインス トールする前に、

ワークステーシ ョ ンにインス トールされているサードパー
ティ製ファ イアウォールをすべて無効にするか、 アンイン
ス ト ールし て く だ さ い。 これら と 互換性があ るのは、
Windows オペレーティングシステムの内蔵ファイアウォー

ルのみです。

• FactoryTalk View SEコンポーネン トが実行されているワーク

ステーシ ョ ンのデータ実行防止 (DEP) を有効にしてくださ

い。 このセキュ リ テ ィ機能では、 許可されていないプログ
ラムの実行可能プログラムコードが実行されるのを防ぐこ
とで、 ウイルスやその他のセキュ リ テ ィの脅威から保護し
ます。

• FactoryTalk View SEソフ ト ウェアが実行されているワークス

テーシ ョ ンからセキュ リ ティ強化の構成 (ESC) を削除しま

す。 Windows 2008 のセキュ リティ設定は、 コンピュータで

ユーザがインターネッ ト をブラウズする方法を制限するこ
とでサーバを保護し ます。 しかし、 この設定によ って、
FactoryTalk ク ラ イアン ト によるアプ リ ケーシ ョ ンサーバへ

の接続が妨げられる可能性があ り ます。
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仮想化

仮想化によってオペレーテ ィ ングシステム と物理ハード ウェア
間の依存からの脱却が可能にな り、 複数の仮想マシンが同一
サーバ上のさまざまな場所から異なるオペレーテ ィ ングシステ
ムやアプリ ケーシ ョ ンを実行できるよ うにな り ます。

ハイパーバイザと呼ばれるソフ ト ウェアの層は、 ロ ッ クウェル ・
オート メーシ ョ ン画像テンプレート を使用してコンピュータハー
ドウェアまたはホス トのオペレーティングシステムに直接挿入さ
れます。 VMWare ESXiなどのハイパーバイザを挿入するこ とで、

複数のオペレーティングシステム(ゲス ト )がホス ト コンピュータ

(仮想化が構築された実際のマシン)上で同時に動作できるよ うに

なり ます。 ハイパーバイザによって、 仮想動作プラッ ト フォーム
がゲス ト ・ オペレーティング ・ システムに構築され、 ゲス ト ・ オ
ペレーティング ・ システムの実行が管理されます。

仮想化ワークステーシ ョ ンの最大の利点は、 重要なハード ウェ
アが過酷なプラン ト の条件にさ ら される こ とがない点です。 シ
ンク ラ イアン ト が損傷した場合、 リ モー ト の仮想マシンに影響
を与える こ とな く簡単に交換する こ とができます。 一方、 従来
のデス ク ト ップワーク ステーシ ョ ンが損傷した場合、 ソ フ ト
ウェア とハード ウェアを再構築する必要があるため、 時間と コ
ス ト がかか り ます。 仮想化設定によって、 個々のワークステー
シ ョ ンでオペレーテ ィ ングシステムを置換える こ とな くハード
ウェアをアップグレードするこ とができます。

ロ ッ ク ウェル ・ オー ト メーシ ョ ンでは、 PASS、 EWS、 OWS、 お

よびアプリ ケーシ ョ ンサーバにおいてVMWareのESXiアーキテク

チャの仮想化をサポー ト しています。 ソ フ ト ウ ェア画像は、
オープン仮想化フォーマッ ト (OVF) と して配信される PlantPAx仮
想イ メージテンプレー ト で利用できます。 この形式では、 仮想
化プラ ッ ト フォームを使用してテンプレート を展開できます。

詳細は、 以下を参照してください。

• 『Virtualization For Process Automation Systems White Paper』 (Pub.
No. PROCES-WP007) -- サンプルの計算も含む、 複数のサー

バとCPUの割当てのサイズを指定する方法を説明します。

• 『Virtual Images Templates User Manual』 (Pub. No. 9528-UM001) --
仮想テンプレート を注文するためのカタログ番号や、 仮想
マシンを設定する手順が記載されています。

重要 PlantPAx システムでは、仮想イメージテンプレート を

使用する必要も、 単に PlantPAx システムを操作して

いることを示す必要もありません。
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ネッ トワークの推奨
事項

Ethernet ネッ ト ワークは、 ワークステーシ ョ ン、 サーバ、 および

コン ト ローラの監視ネッ ト ワークの通信バッ クボーンを提供し
ます。

• 10/100ネッ ト ワークアダプタの場合、 すべての通信インター

フェイスで 100 MB 以上、 全二重で動作するよ うに構成しま

す(自動ネゴシエートは使用しないでください)。

• ネッ ト ワーク上でワークステーシ ョ ンを他のデバイスに接
続する際に、 ネ ッ ト ワーク ・ イ ン ターフ ェ イ ス ・ カード
(NIC)の電源節約を無効にしてください。 電源節約機能は、

使用していないと きにネッ ト ワークカード をオフにし ま
す。 これによ り、 ネッ ト ワークのスループッ トが低下する
可能性があ り ます。

• ワークステーシ ョ ンで複数の DCOM プロ ト コルがインス

トールおよびセッ ト アップされている場合、 DCOM 通信

が正常に機能しているこ とを確認するには、 TCP/IP以外の

すべてのプロ ト コルを削除してください。

• 静的IPアドレスを使用してください。

• 環境条件に合ったケーブルの種類を検討してください。

その他の情報については、 以下の資料を参照してください。

• ファイバーケーブルの仕様および dB 損失の例については、

『EtherNet/IP モジュール インス ト レーシ ョ ンインス ト ラ

クシ ョ ン』 (Pub, No. ENET-IN002)の付録Cを参照して くだ

さい。

• アーキ テ ク チ ャ の選択につい て は、 『EtherNet Design
Considerations Reference Manual』 (Pub, No.  ENET-RM002)また

は 『PlantPAx プロセス ・ オー ト メーシ ョ ン ・ システム 選

択ガイ ド』 (Pub, No. PROCES-SG001)を参照して ください。

種類 詳細

光ファイバー • 長距離
• 誘導加熱処理などの高磁場付近
• 過酷な高ノイズ環境の場合
• 正し く接地されていないシステムの場合
• 屋外用途の場合

シールド ・ ツイス ト ・
ペア

• カテゴリ 5e、6、または 6a のケーブルとコネクタを
使用

• 産業アプリケーシ ョ ンの終端における結線規格
568A を使用
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Ethernetスイッチ

監視ネッ ト ワークでは、 特定のメ ッセージをマルチキャス ト グ
ループに直接つなぐ管理型ス イ ッチが必要です。 非管理型ス
イ ッチは使用しないで ください。 非管理型スイ ッチの動作は、
同じVLAN内のすべてのポートにマルチキャス トのパケッ ト をフ

ラ ッディングするこ とです。

ロ ッ ク ウ ェル ・ オー ト メーシ ョ ンの機器が最初に接触する ス
イ ッチでは、 IGMP スヌーピングが有効になっている必要があ り

ます。 IGMP スヌーピングは、 特定のマルチキャス ト グループに

含まれるポー ト にのみマルチキャ ス ト パケ ッ ト を転送する ス
イ ッチを有効にします。

ネッ ト ワーク機能に応じてスイ ッチを選択してください。

詳細は、 以下を参照してください。

• Ethernetスイ ッチ -- 『Ethernet Design Considerations Reference
Manual』 (Pub. No. ENET-RM002)

• Ethernetスイッチの構成 -- 『Converged Plantwide Ethernet (CPwE)
Design and Implementation Guide』 (Pub. No. ENET-TD001)

表20 - Ethernetスイッチ

条件 推奨スイッチ 推奨メディア

• 監視
• 他のネ ッ ト ワークへの情報のルー

ティング

レイヤ3スイッチ
• Stratix 8300™
• Cisco Catalyst 3560G または同等のスイッチ
• Cisco Catalyst 3750 または同等のスイッチ

ファイバー(1)

• 制御ハードウェア、 センサ、 ワーク
ステーシ ョ ンの接続

• 独立ネッ トワーク

レイヤ2スイッチ
• Stratix 8000™
• Stratix 6000™
• Stratix 5700™
• Cisco Catalyst 2960G または同等のスイッチ

1585シリーズ銅製メディア

スイッチレベルの高可用性 レイヤ3スイッチ
• Stackwise 3750G または同等のスイッチ

ファイバー(1)

(1) レイヤ 2 と 3 の間にアップリンクケーブルを使用する場合、 1GB の接続のためにはファイバーをお奨めします。
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第6章

フ ィ ールドデバイスの統合に関す
る推奨事項

ド ラ イ ブや流量 ト ラ ン ス ミ ッ タ な ど、 現在使用さ れている
フ ィールドデバイスの多くにマイ ク ロプロセッサが使用されて
います。 これらのスマー ト デバイ スは、 立上げ、 メ ンテナン
ス、 ト ラブルシューテ ィ ング、 そして何よ り も重要な制御に使
用するデジタルデータを提供します。

スマート ・ フ ィールド ・デバイスには、 通信に双方向デジタルプ
ロ ト コルが採用されています。 PlantPAx システムのフ ィールドデ

バイスの一般的な通信オプシ ョ ンには、 EtherNet/IP、 ControlNet、
DeviceNet、 FOUNDATION Fieldbus、 およびPROFIBUS PAネッ ト

ワークや、 HARTを使用するものがあ り ます。

これらの通信方法の詳細は、 http://www.rockwellautomation.com/
solutions/process/integrationdocs.htmlを参照してください。

また、 PlantPAxシステムには他にも多くのネッ ト ワークおよびI/O
プロ ト コルを統合できます。 Encompass サードパーティ製品の詳

細は、 http://www.rockwellautomation.com/encompassを参照してくだ

さい。

以下の表に、 この章の内容と特定の情報の記載ページを示し
ます。

項目 ページ

デバイス構成オプシ ョ ン 76

EtherNet/IP I/Oに関する推奨事項 76

ControlNet I/Oに関する推奨事項 77

DeviceNetに関する推奨事項 79

HARTに関する推奨事項 81

FOUNDATION Fieldbusに関する推奨事項 82

PROFIBUS PAに関する推奨事項 84
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デバイス構成オプ
シ ョ ン

フ ィールドデバイスには、 以下をはじめとする多数の構成オプ
シ ョ ンがあ り ます。

• フ ィールド ・デバイス ・ ベンダー ・ ツール

• フ ィールドデバイス との直接インターフェイス

• 選択し たフ ィ ール ド ・ デバイ ス ・ ネ ッ ト ワー ク ま たは
フ ィールド ・ デバイ ス ・ プロ ト コル用のハン ドヘルド型
装置

• FactoryTalk AssetCentreを使用した企業規模のソ リ ューシ ョ ン

エンタープライズソリューシ ョ ン向けFactoryTalk 
AssetCentre

FactoryTalk AssetCentreソフ ト ウェアは、 複数のベンダー製のフィー

ルドデバイスやネッ ト ワーク、 プロ ト コルを 1つの共通プラ ッ ト

フ ォームから管理でき る集中型ツールと して使用でき ます。
FactoryTalk AssetCentreソフ ト ウェアは、 フ ィールドデバイス とホ

ス ト システム間の通信インターフェイスを統一する FDT テク ノ

ロジを利用しています。 これによ って、 通信方法に関係な く
FactoryTalk AssetCentreソフ ト ウェアからどのよ うなデバイスにも

アクセス可能になり ます。

また、 FDTインターフェイスを使用する と、 FactoryTalk AssetCentre
ソフ ト ウェアを、 ハン ドヘルド診断ツールなどのさまざまな種
類のデバイスに統合するこ と もできます。

詳細は、 以下の資料を参照してください。

• FactoryTalk AssetCentreプロダク トプロファ イル
(Pub. No. FTALK-PP001)

• FDTのWebサイ ト (http://www.fdtgroup.org)

EtherNet/IP I/Oに関する
推奨事項

EtherNet/IPプロ ト コルは、 産業環境やタイムク リ ティカルなアプ

リ ケーシ ョ ンで使用するための多分野にわたる制御および情報
プラ ッ ト フォームです。 EtherNet/IP は、 標準的な Ethernet および

TCP/IPテク ノ ロジのほか、 CIP (Common Industrial Protocol ： 共通

産業プロ ト コル ) と呼ばれるオープンなアプリ ケーシ ョ ン層プロ

ト コルを採用しています。 昨今は、 TCP/IP をサポート してい

る、 流量 ト ランス ミ ッ タやド ラ イブなどのデバイスが増えてい
ます。
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EtherNet/IP I/O通信オプシ ョ ン

• 固定速度モードや二重モードを使用するには、 I/O カード

を構成します。 固定速度モードや二重モードは、 オート ネ
ゴシエート よ り も信頼性が高くなっています。

• Ethernet通信モジュール上では互換キーイングを使用します。

• ネッ ト ワーク間でEtherNet/IP I/Oモジュールをブ リ ッジ接

続しないでください。 I/O モジュールは、 バッ クプレーンを

介してブ リ ッジ接続せず、 ローカルシャーシまたはリモー
ト シャーシ内に配置できます。 これによってパフォーマン
スが向上します。

詳細は、 10 ページの 「参考資料」 に示されている資料を参照し

てください。

ControlNet I/Oに関する推
奨事項

ControlNet ネッ ト ワークは、 リ アルタイム性と高いスループッ ト

が求められるアプ リ ケーシ ョ ンに対応するオープンな制御ネッ
ト ワークで、 I/O ネッ ト ワーク とピア ・ ツー ・ ピア ・ ネッ ト ワー

クの機能を融合し、 両方の機能について高速パフォーマンスを
実現します。

表21 - EtherNet/IPインターフェイス

カテゴリ 製品 説明

ControlLogixコン ト ローライン
ターフェイス

1756-EN2T、 1756-EN2TR、 1756-EN2F
1756-ENBT
1756-EWEB
1756-EN2TSC

ControlLogix EtherNet/IPスキャナ

1788-EN2FFR EtherNet/IPと FOUNDATION Fieldbusのリンキングデバイスです。
H1 FOUNDATION Fieldbusネッ トワークと冗長メディアをサポー
ト します。

1788-EN2PAR EtherNet/IPとPROFIBUS PAのリンキングデバイスです。 冗長PA
メディアとDLR対応Ethernetをサポート しています。

設定 詳細

ControlNet I/O 最大 ：
• 5台のコン トローラにラック最適化、 リ ッスン専用モジュールコネクションを
実装可能

• 非スケジュール型のリモート I/O ControlNetネッ トワーク上に64台のI/Oモジュール
を設置

• 80%のControlNetモジュール使用率
– 1756-CN2、 1756-CN2Rモジュールの場合、 ControlNetモジュール1台当たり 2,048台の

I/Oモジュールを意味します。
– 1756-CNB、 1756-CNBRモジュールの場合、 ControlNetモジュール1台当たり 1,024台の

I/Oモジュールを意味します。
• 25～50msec RPI
• 非スケジュール型
• コン ト ローラ1台当たり 20台のControlNetインターフェイスモジュール

ローカルシャーシ収納の1756-CN2Rモジュールを使用。
ControlNet構成を変更する場合は、 構成をアップロード し、 RSLogix 5000プロジェク ト
に使用できるようにバックアップして ください。
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ControlNet ネッ ト ワークについては、 以下のガイ ド ラ インに従っ

てください。

• ControlNetネッ ト ワークでRSNetWorx for ControlNetソフ ト ウェ

アを構成する場合、 Optimize (最適化)を選択し、 すべての

コネクシ ョ ンのスケジュールを作成し直して ください。

• ControlNetノードは、 1つのネッ ト ワーク更新時間(NUT)当た

り 480バイ トのスケジュールされたデータを送信できます。

• ControlNet 上の I/O モジュールは、 I/O をオンラインで追加

できるよ うに非スケジュール化するこ とができます。

• SMAXおよびUMAX値をできるだけ小さ くする と、 パフォー

マンスが向上します。

• いずれの ControlNet ノードのアドレスも 99 にしておかない

でください (99 は、 一部の新しいデバイスのデフォルト ア

ドレスです)。

• 最大5台のコン ト ローラにラ ッ ク最適化、 モジュールとの

リ ッスン専用コネクシ ョ ンを実装可能

• 最大64台のI/Oモジュールを非スケジュール型リモート I/O
ControlNetネッ ト ワーク上に設置

ControlNet I/O通信オプシ ョ ン

PlantPAxシステムでは、 ControlNetネッ ト ワークは、 リモート I/O
およびフ ィ ールド ・デバイ ス ・ イ ン ターフ ェ イ スへのコ ン ト
ローラダウン リ ンクおよびコネクシ ョ ンをサポー ト します。 こ
のよ うに高度に確定的で再現性のあるネッ ト ワークは、 デバイ
スがネッ ト ワークから切断されても影響を受けません。

詳細は、 10 ページの 「参考資料」 に示されている資料を参照し

てください。

表22 - ControlNetインターフェイス

カテゴリ 製品 説明

ControlLogixコン ト ローライン
ターフェイス

1756-CN2、 1756-CN2R
1756-CNB、 1756-CNBR

ControlLogix ControlNetスキャナ

1788-CN2FFR ControlNetと FOUNDATION Fieldbusのリンキングデバイスです。
H1 FOUNDATION Fieldbusネッ トワークをサポート し、 ControlLogix
の冗長性と冗長ControlNetメディアに対応します。

1788-CN2PAR ControlNetとPROFIBUS PAのリンキングデバイスです。 冗長PA
メディアと冗長ControlNetメディアをサポート します。
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DeviceNetに関する推奨
事項

DeviceNet ネッ ト ワークは、 オープンなデバイスレベルのネッ ト

ワークで、 単純な産業用デバイス (センサ、 アクチュエータなど )
と高レベルのデバイス (PLCコン ト ローラやコンピュータなど )を
接続します。

ControlNet ネッ ト ワークについては、 以下のガイ ド ラ インに従っ

てください。

• 少なく と も 20%の拡張を見越して DeviceNet ネッ ト ワークの

サイズを指定します。

• DeviceNet 通信モジュールをローカルシャーシに配置しま

す。 DeviceNet 通信モジュールを リモート シャーシに配置す

る場合は、 RSNetWorx for DeviceNetソフ ト ウェアで構成され

ているデータ と適合するよ うに入力および出力サイズを設
定してください。

• いずれのデバイスも、 デフォル トのノードアド レスである
62 (パーソナルコンピュータ用に予約)または63 (新しいデ

バイスの構成用に予約)に設定しないでください。

• スキャナアドレスはノード0に設定します。

• 自動デバイス交換 (ADR) を行な う と、 デバイスにデフォル

トのノードアドレスである 63 が割付けられてインス トール

され、 失われたノードアド レスの構成にデバイスが配置さ
れ、 構成パラ メータが新しいデバイスにダウンロード され
ます。

ADRで対応できるのは1MB分のデータです。 一部の大型ド

ライブには10KBが含まれているため、 ネッ ト ワークを複数

のスキャナにわたって分割してください。 ADR を構成する

場合は、 まずすべてのネッ ト ワークデバイスをアップロー
ド して ください。 これによって、 ADR ファ イルに正しい構

成が反映されます。 ADR の場合、 ベンダー、 製品のタイ

プ、 製品コード、 メジャーリ ビジ ョ ン、 マイナーリ ビジ ョ
ンを入力します。

• Auto Address Recovery(自動アドレス復元)を無効にします。

• Configuration Recovery(構成復元)を有効にします。

• エンジニア リ ングワークステーシ ョ ンにインス トールでき
るよ うに、 EDSファ イルを共通の場所に保存します。

• 重要なアプ リ ケーシ ョ ンのネッ ト ワークの正常性をモニタ
するロジッ クを作成します。

• スキャン間遅延を 5msecにします。

• バンド幅を低下させる断片化を防ぐためにデータサイズを
8バイ ト以下に維持します。

• DeviceNet スキャナの RPI時間を、 DeviceNet ネッ ト ワーク上

のデータを使用する コン ト ローラの最高速度タ ス クのス
キャンレー ト の半分 ( ただし 2msec を下回らない )に設定し

ます。
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• DeviceNet スキャナを I/O ツ リーに追加する場合は、 将来の

オンラ イン拡張に備えるために、 必ず、 最大数までローカ
ルシャーシ内の入力および出力語を最大数まで設定して く
ださい。

• 可能な場合はバッ クグラウンドポーリ ングを使用します。

• (フォアグラウンド とバッ クグラウンドのポーリ ング比率) *
(スキャン間遅延) > 75 msecに維持します。

• 自動マッピングのかわりにデータを DINT 型配列し、 以下

のよ うにノードアドレスの乗数にマップできます。
((ノードアドレス) * 2 = Local:2:I.Data[6].0)

DeviceNet通信オプシ ョ ン

PlantPAx システムでは、 ネッ ト ワーク接続された制御デバイスを

DeviceNetネッ ト ワークで接続します。

詳細は、 10 ページの 「参考資料」 に示されている資料を参照し

てください。

表23 - DeviceNetインターフェイス

カテゴリ 製品 説明

ControlLogixコン ト ローライン
ターフェイス

1756-DNB ControlLogix DeviceNetスキャナ
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HARTに関する推奨事項 HARTは、 4～20mAアナログ信号を通じてデジタルデータを提供

するよ うに設計されたオープンプロ ト コルです。

HART I/Oカード とのコネクシ ョ ンには、 以下のガイ ド ラインに

従ってください。

• HARTデータの受信機能があるチャネル上でのみHARTデー

タを有効にします。

• データ更新は、 有効になっているチャネルの数と使用され
ているインターフェイスカード ( 例えば、 共有モデムがあ

るのか、 チャネルごとに専用モデムがあるのか ) に依存し

ます。

• 制御に HART データを使用する場合は、 データ品質ビッ ト

をチェッ ク して ください。

• 高速ループを制御する場合は、 拡張 HART データのかわり

に制御装置の4～20mA出力のみ使用してください。

HART通信オプシ ョ ン

PlantPAx システムは、 直接、 およびリモート I/O モジュールを介

してインターフェイスで接続し、 単一の終端ポイン ト を使用し
て、 アナログプロセス変数と追加のHARTデジタルデータを収集

します。

詳細は、 10 ページの 「参考資料」 に示されている資料を参照し

てください。

表24 - HARTインターフェイス

カテゴリ 製品 説明

シャーシベースのI/Oモ
ジュール

1756-IF8H、 1756-OF8H
1756-IF16H

以下を備えたControlLogixアナログI/Oモジュール ：
• RSLogix 5000 ソフ トウェアの標準プロファイル
• DTM

MVI56-HART ProSoft Technology社のFactoryTalk AssetCentre PDC (Process Device
Configuration)またはFDTテク ノロジ (IEC-62453、 ISA103)に基づい
た他の資産管理システムで使用する ControlLogixシステム用
HARTマルチドロップ通信インターフェイスモジュール

分散I/Oモジュール 1734-sc-IF4H Spectrum Controls社のPOINT I/O™モジュール用HARTを備えたア
ナログ入力モジュール

1769-sc-IF4IH、 1769-sc-OF4IH Spectrum Controls社のCompact I/O用HARTを備えたアナログ絶縁
型入力および出力モジュール

1794-IE8H、 1794-OE8H
1794-IF8IH、 1794-OF8IH
1797-IE8H、 1797-OE8H

以下を備えたFLEX™アナログI/OおよびFLEX Ex™アナログI/Oモ
ジュール ：
• RSLogix 5000 ソフ トウェアの標準プロファイル
• DTM

マルチプレクサ/ゲート
ウェイ

ワイヤレスHARTアダプタ Pepperl+Fuchs社のワイヤレスHARTアダプタ
Pepperl+Fuchs社の製品についてはEncompass Webサイ ト を参照
して ください。

ネッ トワーク構成 ハンドヘルドデバイス Endress+Hauser社のハンドヘルド構成および診断デバイス
Endress+Hauser社の製品についてはEncompass Webサイ トを参照
して ください。
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FOUNDATION Fieldbusに関
する推奨事項

FOUNDATION Fieldbusネッ ト ワークは、 フ ィールドデバイスを備

えたプロセス制御システムの堅牢な分散制御用に設計されたプ
ロ ト コルです。

FOUNDATION Fieldbusネッ ト ワークについては、 以下のガイ ド

ラ インに従ってください。

• H1 セグメン ト上のデバイスの数は以下の要素によって異な

り ます。

– 領域および分類

– 電源電圧

– デバイスごとに消費される電流量

– システム更新時間

– セグメン ト ケーブルの抵抗

• H1 セグメン トの電圧仕様は DC9 ～ 32V です。 Fieldbus
Foundation 電源には DC24V を使用するよ うにお奨めしま

す。 セグメン トの最遠端部では電圧を必ず、 DC13V 以上に

維持してください。

• 電源コンディシ ョナが内蔵されているため、 必要な設置ス
ペースが小さ くな り ます。 また、 開回路保護および短絡保
護によってライン障害からデバイスが保護されます。

• RSLogix 5000アドオンプロファ イル(AOP)およびグラフ ィカ

ル ・ ユーザ ・ インターフェイスから、 オンラ インデバイス
構成にアクセスできます。 新しいデバイスは、 ラ イブ リ ス
トに自動的に表示されます。

• オンボードのオシロスコープを使用した AOP診断では、 ノ

イズや信号レベル、 終端が不良などの リ ンキングデバイス
およびネッ ト ワークの診断情報が報告されます。

• デバイスおよびメディアの複数のレベルの冗長性がサポー
ト されています( リ ングやデュアルト ランクなど)。

• H1ネッ ト ワークの更新時間(マクロサイ クル)は、 各デバイ

スに割当てられるバンド幅によって決ま り ます。 このデー
タは、 デバイスの DD ファイルに記述されています。 標準

的なマクロサイ クルは500msec、 750msec、 1secです。
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FOUNDATION Fieldbus通信オプシ ョ ン

PlantPAx システムは、 EtherNet/IP および ControlNet リ ンキングデ

バイスを通じてFOUNDATION Fieldbusデバイス と通信します。

詳細は、 10 ページの 「参考資料」 に示されている資料を参照し

てください。

表25 - FOUNDATION Fieldbusインターフェイス

カテゴリ Cat. No. 説明

EtherNet/IPインターフェイス 1788-EN2FFR Ethernetネッ トワークと H1ネッ トワーク間のブリ ッジ。 冗
長メディアとDLR対応Ethernetをサポート しています。

ControlNetインターフェイス 1788-CN2FFR ControlNet ネッ トワークと H1 ネッ トワーク間のブリ ッジ。
ControlLogix冗長と冗長 ControlNet メデ ィ アと互換性があり
ます。

FOUNDATION Fieldbusネッ トワー
クコンポーネン ト

電源コンディシ ョニング 両方のリンキングデバイスに電源コンディ シ ョ ニング
が内蔵されています。

1788-FBJB4R インテリジェン ト中継ボッ クスは冗長化をサポート し
ており、 4 つのドロップポート と 4 つのト ランクポート
が含まれています。

1788-FBJB6 6 つのドロップポート と 2 つのト ランクポートが含まれ
ているインテリジェン ト中継ボックス

終端抵抗 Pepperl+Fuchs社のバルブカプラ、 サージプロテクタ、 終端
抵抗、 分配器、 電源製品などのFOUNDATION Fieldbusコンポー
ネン ト。

Pepperl+Fuchs社の製品についてはEncompass Webサイ ト を参照
して ください。

セグメン ト保護 短絡および開回路保護によってデバイスまたはライン
障害から保護します。
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PROFIBUS PAに関する推
奨事項

PROFIBUS PAネッ ト ワークは、 オート メーシ ョ ンシステムおよび

プロセス制御システム と、 流量、 圧力、 および温度の ト ランス
ミ ッ タなどのフ ィールドデバイスを接続します。

PROFIBUS PAネッ ト ワークについては、 以下のガイ ド ラ インに

従って ください。

• PROFIBUS PAはマスタ/スレーブ型ネッ ト ワークです。

• PA セグメン ト上のデバイスの数は以下の要素によ り変わり

ます。

– 領域および分類

– 電源電圧

– デバイスごとに消費される電流量

– システム更新時間

– セグメン ト ケーブルの抵抗

• PA セグメン トの電圧仕様は DC9 ～ 32V です。 PA 電源には

DC24V を使用するよ うにお奨めします。 セグメン トの最遠

端部では電圧を必ず、 DC13V以上に維持してください。

• 電源コンディシ ョナが内蔵されているため、 必要な設置ス
ペースが小さ くな り ます。 また、 開回路保護および短絡保
護によってライン障害からデバイスが保護されます。

• RSLogix 5000アドオンプロファ イル(AOP)およびグラフ ィカ

ル ・ ユーザ ・ インターフェイスから、 オンラ インデバイス
構成にアクセスできます。 新しいデバイスは、 ラ イブ リ ス
トに自動的に表示されます。

• オンボードのオシロスコープを使用した AOP診断では、 ノ

イズや信号レベル、 終端が不良などの リ ンキングデバイス
およびネッ ト ワークの診断情報が報告されます。

• デバイスおよびメディアの複数のレベルの冗長性がサポー
ト されています( リ ングやデュアルト ランクなど)。
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PROFIBUS PA通信オプシ ョ ン

PlantPAx システムは、 EtherNet/IP および ControlNet リ ンキングデ

バイスを通じてPROFIBUS PAデバイス と通信します。

詳細は、 10 ページの 「参考資料」 に示されている資料を参照し

てください。

表26 - PROFIBUS PAインターフェイス

カテゴリ Cat. No. 説明

PROFIBUSインターフェイス 1788-EN2PAR EtherNet/IPとPROFIBUS PAのリンキングデバイスです。 冗長PROFIBUS
PAメディアとDLR対応Ethernetをサポート しています。

1788-CN2PAR ControlNetとPROFIBUS PAのリンキングデバイスです。 冗長PROFIBUS
PAメディアと冗長ControlNetメディアをサポート します。

PROFIBUSネッ トワークコン
ポーネン ト

電源コンディシ ョニング 両方のリンキングデバイスには電源コンディ シ ョ ニング
が内蔵されています。

1788-FBJB4R インテリジェン ト中継ボッ クスは冗長化をサポート して
おり、 4つのドロップポート と 4つのト ランクポートが含ま
れています。

1788-FBJB6 6つのドロップポート と 2つのト ランクポートが含まれてい
るインテリジェン ト中継ボックス

終端抵抗 Pepperl+Fuchs 社のバルブカプラ、 サージプロテクタ、 終端抵
抗、 分配器、 電源製品などのPROFIBUSコンポーネン ト。
Pepperl+Fuchs社の製品についてはEncompass Webサイ ト を参照し
て ください。

セグメン ト保護 短絡および開回路保護によってデバイスまたはライン障
害から保護します。
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Notes:
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第7章

バッチ管理と制御に関する推奨
事項

PlantPAxバッチ管理および制御のスケーラブルなソ リ ューシ ョ ン

には2つのオプシ ョ ンがあ り ます。

• Logix Batch and Sequence Manager (LBSM)と呼ばれるコン ト

ローラベースの単一ユニッ ト または複数の個別ユニッ トの
ソ リ ューシ ョ ン

• 包括的なバッチソ リ ューション向けのAppServ-Batch (FactoryTalk
Batch)

LBSMは、 Logix5000およびFactoryTalk Viewソフ ト ウェアで使用す

る こ と を目的と した、 コン ト ローラ コードおよび視覚化要素で
構成されるコン ト ローラベースのソ リ ューシ ョ ンです。

LBSMの詳細は、 『PlantPAx Selection Guide (PlantPAx選択ガイ ド )』
を参照するか、 またはhttp://www.rockwellautomation.custhelp.comで

ナレッジベースの回答ID 62366を参照してください。

AppServ-Batch は、 Logix 機能 (PhaseManager™) を利用した包括的な

サーバベースソ リ ューシ ョ ンについて、 FactoryTalk Batchソフ ト

ウェアを使用します。 この章では、 FactoryTalk Batchソフ ト ウェ

アを使用する こ とによって、 包括的なバッチソ リ ューシ ョ ンに
関する基本的なセッ ト アップ情報について説明します。

以下の表に、 この章の内容と特定の情報の記載ページを示し
ます。

項目 ページ

FactoryTalk Batchのクリテ ィ カルなシステム属性 88

Logixのバッチガイド ライン 88
Pub. No. PROCES-RM001H-JA-P - June 2013 87

http://literature.rockwellautomation.com/idc/groups/literature/documents/sg/proces-sg001_-en-p.pdf
http://rockwellautomation.custhelp.com/


第7章 バッチ管理と制御に関する推奨事項
FactoryTalk Batchのクリ
テ ィ カルなシステム
属性

プロセスシステムの特性解析中、 FactoryTalk Batchのパフォーマン

スの検証には以下のク リ テ ィ カルなシステム属性が使用されま
した。 .

Logixのバッチガイ ド ラ
イン

フェーズは、 PhaseManager を使用して開発するこ とによって最大

限のモジュール性と再利用性が実現します。

• 実行中ルーチンは、 フェーズごとに、 ステップインデッ ク
ス変数 (機器フェーズのユーザ定義構造体の一部 ) を使用す

るこ とによってどのステップが実行されているかを追跡で
きます。

• 状態ロジッ クプログラ ミ ングにシーケンサロジッ ク (SFC)を
使用している場合は、 そのフェーズが保留コマンドを受信
したと きに実行中の SFC が存在していたステップと、 制御

する装置に対して保留状態ルーチンが実行したアクシ ョ ン
に基づき、 再始動中の状態ルーチンが実行中の SFC を特定

のシーケンスステップに設定し直す必要があ り ます。

• 状態前ルーチンは、 各フェーズに割当てるこ とができ、 常
に評価される状態です。 状態前ルーチンを使用する と、 機
能をアクティブまたは有効にしておく こ とができます (保留

時に停止しないアジテータを実行するフェーズなど。 ただ
し、 アジテータが実行された時間を追跡する必要があ り
ます)。

• SFCの場合、 移行(終了したタイマの次のステップまでの移

行など )に必要な条件コードは、 ステップタグ属性とは異な

り、 個別に定義されたフェーズタグを使用して実装できま
す。 これによ り、 SFC エディ タによって新しいステップ名

と移行タグ名が自動的に割付けられるため、 シーケンサロ
ジッ クをコピーする際のエラーを防止できます。

表27 - FactoryTalk Batch CSA

バッチ ・ ク リテ ィ カルなシステム
属性

パフォーマンス

アイ ドル状態 - 始動コマンド 始動コマンドから実行中ルーチンの最初のスキャンまでの時間は1秒以下です。

実行中の状態 - 保留コマンド 保留コマンドから保留中ルーチンの最初のスキャンまでの時間は1秒以下です。

実行中の状態 - 停止コマンド 停止コマンドから停止中ルーチンの最初のスキャンまでの時間は1秒以下です。

実行中の状態 - 中止コマンド 中止コマンドから中止中ルーチンの最初のスキャンまでの時間は1秒以下です。

保留状態 - 再始動コマンド 再始動コマンドから再始動中ルーチンの最初のスキャンまでの時間は1秒以下
です。

保留状態 - 停止コマンド 停止コマンドから停止中ルーチンの最初のスキャンまでの時間は1秒以下です。

保留状態 - 中止コマンド 中止コマンドから中止中ルーチンの最初のスキャンまでの時間は1秒以下です。

フェーズ障害移行 フェーズ障害開始から保留状態までの時間は1秒以下です。

フェーズ移行時間 1 つのフェーズが完了して別のフェーズが始まるまでの時間は1秒以下です。
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詳細は、 以下の資料を参照してください。

• PhaseManagerユーザーズマニュアル(Pub. No. LOGIX-UM001)
Logix5000 コン ト ローラで機器フェーズを設定および使用す

る手順が記載されています。

• Factory Talk Batch PhaseManager Users Guide 
(Pub. No. BATCH-UM011)
– PhaseManagerとFactoryTalk Batchソフ ト ウェアを同時に使用

する場合の具体的な情報が記載されています。

• Tips on Using PhaseManager with FactoryTalk Batch (Pub. No.
FTALK-WP001)
– PhaseManagerのベス トプラ クティ スに関する白書です。
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Notes:
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第8章

メンテナンスに関する推奨事項

徹底的なメンテンス実施は、 PlantPAx システムの実行を効率化し

ます。 この章では、 ご使用のPlantPAxシステムのモニタおよびメ

ンテンスのための推奨事項について説明します。

以下の表に、 この章の内容と特定の情報の記載ページを示し
ます。

システムのメンテナ
ンス

PlantPAxシステム要素を設置する場合は、 『PlantPAxプロエス ・ オー

ト メーシ ョ ン ・ システム　選択ガイ ド』 (Pub. No. PROCES-SG001)で
指定されたオペレーテ ィ ングシステム と ロ ッ ク ウェル ・ オー ト
メーシ ョ ンのソ フ ト ウ ェアバージ ョ ン と フ ァームウ ェア リ ビ
ジ ョ ンを使用する こ と をお奨めします。 この選択ガイ ドには、
サイズ指定基準に従った場合の最適なパフォーマンスについて
明記されています。

20 ページには、 PlantPAx システム リ リース 3.0 向けのソフ ト ウェ

アバージ ョ ンが記載されています。

Microsoft Update

Microsoft では、 さまざまなセキュ リティアップデート、 オペレー

テ ィ ングシステム、 その他のソ フ ト ウ ェアア ップデー ト を リ
リースしています。 ロ ッ ク ウ ェル ・ オー ト メーシ ョ ンでは、 当
社の ソ フ ト ウ ェ ア製品に影響を与え る可能性のあ る特定の
Microsoft Updateの妥当性を評価しています。 このよ うなパッチ評

価の結果は、 http://www.rockwellautomation.custhelp.com のナレッジ

ベースの回答ID 35530で公開されています。

項目 ページ

システムのメンテナンス 91

システムのモニタ 94

サービスおよび サポート 98
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Microsoft Updateは、 ロ ッ クウェル ・ オート メーシ ョ ンが安全であ

る と確定できるまでは適用した り インス トールした り しないこ
とをお奨めします。 妥当性が確認されたMicrosoft Updateを適用す

る前に、 生産に使用していないシステム上で、 または工場施設
が稼働日でないと きに、 それらの動作を検証して予期しない結
果や副次的な影響がないこ とを確認してください。

詳細情報が必要な場合は、 ロ ッ ク ウェル ・ オー ト メーシ ョ ンの
テクニカルサポート までお問い合わせください。

ウイルス対策ソフ トウェア

PlantPAx サーバおよびワークステーシ ョ ンにはウイルス対策ソフ

ト ウ ェアを イ ンス ト ールして く ださい。 ウ イルス対策ソ フ ト
ウェアをインス トールする際の互換性および検討事項について
は、 http://www.rockwellautomation.custhelp.com のナレッジベースの

回答ID 35330を参照してください。

ロックウェル ・ オート メーションのソフ トウェア/ファー

ムウェアアップデート

PlantPAx システム上のロッ クウェル ・ オート メーシ ョンのコンポー

ネン ト向けのソフ ト ウェアパッチおよびファームウェアアップ
デー ト は、 リ リースのたびに定期的に確認して更新するよ うに
お奨めします。 ロ ッ ク ウェル ・ オー ト メーシ ョ ンのアップデー
ト を適用する前に、 生産に使用していないシステム上で、 また
は工場施設が稼働日でないと きに、 それらの動作を検証して予
期しない結果や副次的な影響がないこ とを確認してください。

ロッ クウェル ・ オート メーション ・ ソフ ト ウェア(FactoryTalk View、
Factory Talk Batch、 FactoryTalk Historian SE、 FactoryTalk AssetCentre
など ) 向けのパッチ検証ツールが提供されています。 このツール

は、 インス トールされている現在のファイルバージ ョ ン、 必要な
ファ イルバージ ョ ン (使用しているパッチバリデータのバージ ョ

ンに基づく ) を検証し、 パッチロールアップのインス トールを完

了します。

このパッチ ・バリデータ ・ ツールは、 http://www.rockwellautomation.
custhelp.comのナレッジベースの回答ID 30393からダウンロード可

能です。
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ロ ッ ク ウ ェ ル ・ オー ト メ ーシ ョ ン ・ フ ァ ーム ウ ェ ア用に、
RSLinx Classicソフ ト ウェアを介してデバイスのシ リ アル番号とす

べてのデバイスのリ ビジ ョ ンを収集するために EWS にインス

トールできるシステム探索ツールが提供されています。 システ
ム探索ツールは、 ab.com から入手可能です ( ツール名は Integrated
Architecture Productivity Toolです。 http://www.ab.com/go/iatoolsにア

クセスして ください)。

リ ス ト されているデバイス とファームウェアを、 Logix ファーム

ウェア リ ビジ ョ ン と互換性のある最新版ファームウェア と比較
する こ とができます。 比較するには、 フ ァームウェアの互換性
を確認して く ださい。 最新版のフ ァームウ ェア リ リ ースは、
http://www.rockwellautomation.com/support/ControlFlash/ からダウン

ロードするこ と もできます。

『ControlFLASH Firmware Upgrade Kit User Manual』 (Pub. No. 1756-UM105)
に記載されているファームウェアを更新するには、 RSLogix 5000
ソフ ト ウェアから ControlFLASH™ユーティ リ ティ を使用してくだ

さい。

ソフ トウェアおよびファームウェアのアップグレード時
の検討事項

PlantPAx システムを新し く インス トールする場合は、 『PlantPAx
プロセス ・ オート メーシ ョ ン ・ システム 　選択ガイ ド』 (Pub. No.
PROCES-SG001)に記載する仕様に従う こ とをお奨めします。

ソフ ト ウェアバージ ョ ンやファームウェア リ ビジ ョ ンを更新す
る際は、 生産シ ス テムにア ッ プグ レー ド を適用する前にパ
フォーマンスへの影響やメモ リの使用率を検証するよ うにお奨
めします。 FactoryTalk Viewプラ ッ ト フォームやControlLogixプラ ッ

ト フォームの場合、 リ リース ノー ト を参照し、 パフォーマンス
およびメモ リ使用率へのアップグレードの影響を検証して くだ
さい。

また、 アップグレードするバージ ョ ンと PlantPAxシステムで使用

されているその他のソフ ト ウェアおよびオペレーティングシステ
ム との互換性も確認して ください。 www.rockwellautomation.comの

「Product Compatibility and Download Center」 を参照してください。

別のツール(http://www.rockwellautomation.com/compatibility/#/scenarios)
を使用する と、 さ まざまな製品およびファームウェア リ ビジ ョ
ンの機能や互換性を比較でき ます。 詳細は、 ロ ッ ク ウ ェル ・
オー ト メーシ ョ ンのテクニカルサポー ト までお問い合わせくだ
さい。
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第8章 メンテナンスに関する推奨事項
システムのモニタ 特定のシステム属性をモニタする と、 PlantPAx システムの正常性

を調べる こ とができます。 以下の表に、 モニタする際の推奨事
項を記載します。

表28 - PlantPAxシステムのモニタに関する推奨事項

システム属性 モニタ方法 説明

FactoryTalk View HMIサーバステータス FactoryTalk View Studioのエクスプローラウィ
ンドウで、 HMIサーバのアイコンを右ク
リ ックしてからServer Status (サーバステー
タス)を選択します。  http://rockwellautomation.
custhelp.comのナレッジベースの回答ID 44624
の説明に従ってサーバモニタ画面を作
成することもできます。

プライマリ ・サーバ ・ ステータがアク
テ ィ ブになっているこ と を確認しま
す。 FactoryTalk View Studioソフ トウェアを
使用し て行な う変更は必ず、 「ア ク
テ ィブ」 なサーバ上で行なう必要があ
ります。 プライマリ HMI サーバコン
ピュータがダウンしているか、 または
以前にダウンしたことがある場合、 セ
カンダリサーバがアクテ ィブサーバに
なる可能性があります。
HMIサーバプロジェク トの編集は、 セカ
ンダリ HMI サーバコンピュータ上で行
なわないで く ださい。 複製は、 プライ
マリ HMIサーバからセカンダリ HMIサー
バに対する一方向でしか行なう ことは
できません。 誤ってセカンダリ HMIプロ
ジェク トに対して編集を行なう と、 プ
ライマリ HMI サーバプロジェク ト を最
終的に複製する際にセカンダリ HMIサー
バプロジ ェ ク ト が上書き され、 すべ
ての編集内容が上書き されて失われ
ます。

Windowsイベン トログ イベン ト ビューア(Windows管理ツール) エラーや警告を探すために以下のログ
をブラウズします。
• アプリケーシ ョ ン ・ イベン ト ・ ログ
• セキュリテ ィ ・ イベン ト ・ ログ
• システム ・ イベン ト ・ ログ

FactoryTalk診断 イベン トビューア(Windows管理ツール)
または
FactoryTalkツール診断ビューア

エラーまたは警告を探すためにブラウ
ズします。

IISログ デフォルトの場所は
c:\Windows\system32\Logfiles\W3SVC1ですが、
実際の場所は、 Internet Information Server 
Managerから調べることができます。

リ ターンコード 400～404または500～503
を見つけます(IIS - HTTPエラーコードのト
ラブルシューティング)。

http://rockwellautomation.custhelp.com のナレ ッ
ジベースの回答ID 39618を参照して くだ
さい。

サーバおよびワークステーシ ョ ンCPU
の使用率

Windows管理ツールのPerfMon (パフォーマ
ンスモニタ )
http://rockwellautomation.custhelp.com のナレッ
ジベースの回答ID 31196を参照して く だ
さい。

安定状態動作中の PASS、 App-Server、 OWS
コンピュータの CPU使用率は 40%以下に
なるようにして ください。

PerfMonでのCPU使用率は、 \\<コンピュー
タ名>\Processor_Total\% プロセッサ時間で
確認できます。
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メンテナンスに関する推奨事項 第8章
サーバ ・ ページング ・ フ ァ イルの使
用率

Windows管理ツールのPerfMon (パフォーマ
ンスモニタ )
http://rockwellautomation.custhelp.com のナレッ
ジベースの回答ID 31196を参照して く だ
さい。

Windows 警告およびメ ッセンジャーサー
ビス
http://rockwellautomation.custhelp.com のナレッ
ジベースの回答ID 64958を参照して く だ
さい。

ページングフ ァイル使用率は、 Microsoft
のパフォーマンス ・ モニタ ・ ツールで
確認することができますが、 モニタす
る場所は以下の通りです。
\\<コンピュータ名>\ページングファイ
ル(\??\C:\pagefile.sys)\% 使用率

ページングとは、 現在未使用となって
いる物理メモリ内のデータのページを
特定し、 アクテ ィブな処理タスクのた
めに仮想メモリにこれを転送してメモ
リを解放するプロセスです。 ただし、
このプロセスではデータのページをメ
モリ と仮想メモリ間で移動するので、
システムの実行速度が低下する場合が
あります。 ページング使用率が 90% を
超えるとアラートが発生します。

詳細は 96 ページの 「ページング使用率
のチェ ック」 をご覧ください。

コン ト ローラCPU使用率 L_CPU
または
RSLogix 5000コン トローラのプロパティ
または
RSLogix 5000タスクモニタ

通信、 異常状態、 その他の一時的な
負荷の処理には、 空き CPU時間が必要
です。
• 生産環境外(FactoryTalk ViewおよびHistorian

クライアン ト を接続する前)では50%
の空き CPU時間を確保するようにお奨
めします。

• 生産環境 (FactoryTalk ViewおよびHistorian を
接続した状態 ) の場合は、オンライン
編集およびコネクシ ョ ン処理のため
に 15%の空き CPU時間を確保するよう
にお奨めします。

連続タスクの使用はお奨めしません
が、 使用する場合は、 通常負荷下で
25% の空き CPU 時間を確保できるように
システムオーバヘッ ド時間スライスを
設定して ください。

コン ト ローラのメモリ使用率 L_CPU
または
事前定義されたFactoryTalk View
または
RSLogix 5000コン トローラ

一重コン ト ローラについては、 以下の
ガイドラインに従って ください。
• 生産環境外(FactoryTalk ViewおよびHistorian

クライアン ト を接続する前 ) では、異
常状態の通信および処理に対応する
ために 50%の空きメモリを確保するこ
とをお奨めします。

• 生産環境 (FactoryTalk View および Historian
を接続した状態 ) の場合は、 異常状
態の処理に対応するために 30% の空
きメモリを確保することをお奨めし
ます。

冗長コン ト ローラのために常時、 50%
以上の空きメモリを確保します。

コン トローラ ・ ユーザ ・ タスク (最終ス
キャン、 最大スキャン、 オーバラップ)

L_TaskMonまたはRSLogix 5000のTask Properties 
(タスクプロパティ )ウィンドウ

タスク ・ オーバーラップ ・ カウン トが 0
であることを確認してタスクオーバー
ラ ップが発生していないことを確めま
す。 タスクオーバーラ ップは、 コン ト
ローラが過負荷になり、 予測通り実行
されていないことを示しています。

表28 - PlantPAxシステムのモニタに関する推奨事項

システム属性 モニタ方法 説明
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ページング使用率のチェ ック

仮想メモリは、 コンピュータが利用できる、 物理メモリ (RAM)の
量を補足するハードディ スクスペース上の領域です。 Windowsで
は仮想 メ モ リ のデータ を直接処理する こ と はでき ません。
Windowsで仮想メモ リ内のデータを処理する場合は、 必要なデー

タを含んでいるページを仮想メモ リから物理メモ リに移動しな
ければなり ません。 このプロセスをページングといいます。

Windowでは、 ページングプロセスを管理するだけでも CPUサイ

クルと RAM の一部を使用する必要があ り ます。 また、 ハード ・

ディ スク ・ アクセス時間は、 RAMがナノ秒単位で測定されるのに

対して ミ リ秒単位で測定されます。 そのため、 ページングプロセ
スでは物理メモリ と仮想メモリ間でデータのページをやり取りす
るのに大量のサーバリ ソースを消耗する可能性があり ます。

ス ラ ッシング とは、 ページングが頻繁に発生している状態を指
します。 ハード ・ディ ス クが継続的に動作していても、 結果が
なかなか返されず、 応答時間が非常に遅い場合は、 システムが
スラ ッシングを起こ しています。 ページング使用率を使用する
と、 このよ うな状況を把握するこ とができます。

適切なページング使用率は、 サーバ上での仮想メモ リの設定に
依存します。 ページング ・ フ ァ イル ・ パフォーマンスに基準を
設け、 パフォーマンスがこの基準から大き く逸脱した場合はア
ラー ト制限を設定する と よいでし ょ う。 例えば、 ページング使
用率が>90%を上回った場合はアラート を発生させるなどです。

コン ト ローラのマイナーフォルト RSLogix 5000コン ト ローラのProperties (プロ
パティ )ウィンドウ

マイナーフォルトが発生していないこ
とを確認します。 マイナーフォルトが
発生すると、 コン ト ロールの実行速度
が低下する場合があ り ます。 また、
ユーザロジ ッ クに別の問題が発生し
ているこ と を示唆している場合があ
ります。

1秒当たりのパケッ ト数 L_CPUまたはRSLinx Enterpriseの定義済みタグ 1756-l7xコン ト ローラ上の1秒当たりのパ
ケッ ト数が300未満、 1756-L6xコン ト ロー
ラ上の 1秒当たりのパケッ ト数が 200未
満である こ と を確認し ます。 コ ン ト
ローラを指すデータ ・ サーバ項目が複
数存在する場合にパケッ トの総数を取
得するには、 1秒当たりのパケッ ト数を
追加する必要があります。

表28 - PlantPAxシステムのモニタに関する推奨事項

システム属性 モニタ方法 説明
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その他のモニタリングリソース

カウンタ ・ モニタ ・ ツールは、 PASS上にFactoryTalkサービスプラッ

ト フォーム (FTSP) と一緒にインス トールされます。 インス トー

ル場所は、 FTSP がインス トールされている ド ライブ上の Program
Files/Common Files /Rockwell/ countermonitor.exeです。

カウンタモニタには、 ネッ ト ワーク ク ラ イアン ト が診断目的の
ために利用できるカウンタおよび文字列のランタ イム値をモニ
タする機能があ り ます。 また、 カウンタ ・ モニタ ・ ツールを使
用する と、 現在のステータスのスナップシ ョ ッ ト を撮影し、 こ
れをロ ッ ク ウェル ・ オー ト メーシ ョ ンのテクニカルサポー ト に
送信できます。

また、 ロ ッ ク ウ ェル ・ オー ト メ ーシ ョ ンでは、 テ ク ニカルサ
ポー ト に送信するためのログファ イルを収集するツールも提供
しています。

Rockwell Softwareデータ ・ クライアン ト ・ プログラムを使用すると、

FactoryTalk ディ レク ト リ をブラウズしてディ レク ト リ内のすべて

のタグを見る こ とができます。 また、 タグから ラ イブデータを
取得する こ と もできます。 Rockwell Software®データ ・ ク ラ イアン

ト ・ プログ ラ ムはアプ リ ケーシ ョ ンを自動的にロード し ませ
ん。 このプログラムを使用するには、 RSView® Studioを使用して

コ ン ピ ュータ か ら こ のアプ リ ケーシ ョ ン を開 く か、 ま たは
RSView SE Client™を実行するこ とによって、 このアプリ ケーシ ョ

ンが開いているこ とを確認する必要があ り ます。

詳細は、 使用しているオペレーテ ィ ングシステムに応じて以下
を参照してください。

• ナレッジベースの回答ID 31073 - ログ ・ リーダ ・ ツール(XP、
Windows 2003)

• ナレッジベースの回答ID 453900 - (Windows 7、 Server 2008)
Pub. No. PROCES-RM001H-JA-P - June 2013 97



第8章 メンテナンスに関する推奨事項
サービスおよび
サポート

システムサポー ト では、 プロセス ・ オー ト メーシ ョ ン ・ システ
ム専用の技術支援を提供しています。 これらのサービスは、
TechConnectSM 契約を通じて利用できます。 その内容の一部は以

下の通りです。

• ト レーニングを受け、 システムに関する深い知識を持った
経験豊富なエンジニアチーム

• プロセスエンジニアが提供するシステムレベルのプロセス
サポート

• オンライン ・ サポート ・ リ クエス トの無制限の受付け

• オンライン リモート診断ツールの利用

• TechConnectナレッジベースコンテンツへの特別アクセス

• テクニカル ・ リ ファレンス ・ ラ イブラ リ DVD

• 年間を通じて週 7 日 24 時間体制の電話サポートによるアッ

プグレードオプシ ョ ン

詳細は、 当社または当社代理店に問い合わせるか、
http://www.rockwellautomation.com/supportをご覧ください。
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付録A

システム要素のソ フ ト ウェアコン
ポーネン ト

表29は、 PlantPAxシステムを構成するシステム要素コンポーネン

トの一般的なソフ ト ウェアを示しています。 新しいPlantPAxシス

テムの場合は、 以下のソフ ト ウェア とバージ ョ ンに従う こ と を
お奨めします。

ヒン ト 以下の表の 「X」 は、 情報がそれぞれの列に適用さ

れることを示しています。

表29 - PlantPAxシステム要素のソフ トウェアコンポーネン ト

ソフ トウェアおよびOSの要件 PASS EWS OWS IndWS AppServ-
Batch

AppServ-Info
(VantagePoint)

AppServ-
Info 
(Historian)

AppServ-
Asset

バージョ
ン番号

Windows 2008 R2 SP1オペレーティングシ
ステム、 64ビッ ト

X X X X X

Windows 7 SP1オペレーティングシステ
ム、 64ビッ ト

X X X

FactoryTalk View Site Edition (SE)
• FactoryTalk Viewサーバ - 画面数無制限 X X 7.00.00

• FactoryTalkクライアン ト X X X X

• FactoryTalk Studio X X X

FactoryTalk Historian Site Edition (SE)
• FactoryTalk Historian Datalink X 4.20

• FactoryTalk Historianクライアン ト X X 3.00

• FactoryTalk History Live Dataインターフェ
イス

X (o)1 X (o) X 3.01

• FactoryTalk Historianサーバ X

• FactoryTalk Batchインターフェイス X 1.0.2.1

FactoryTalk VantagePoint
• FactoryTalk VantagePoint EMIサーバ X 5.0

• FactoryTalk VantagePoint Client X X X

• Xcelcius X 12.4.0

• FactoryTalk VantagePoint EMIデータベース
接続

X 5.0

(1)7 o = オプシ ョ ン
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付録A システム要素のソフ トウェアコンポーネン ト
FactoryTalk Batch
• FactoryTalk Batchサーバ X

11.01.00 
例外：
1.0.0 (System 
Status
および
Event Viewer
向け)

• FactoryTalk Batch Service Manager X (o)(2) X (o) X (o) X

• FactoryTalk Batch Equipment Editor X (o) X (o) X

• FactoryTalk Batchクライアン ト X (o) X (o) X (o) X (o) X

• FactoryTalk Batch Material Editor X (o) X (o) X

• FactoryTalk Batch eProcedure X (o) X (o) X

• FactoryTalk Batch System Status X (o) X (o) X

• FactoryTalk Batch Material Manager X (o) X (o) X

• FactoryTalk Batch Event Viewer X (o) X (o) X (o) X

• FactoryTalk Batch Recipe Editor X (o) X (o) X

FactoryTalk AssetCentre
• FactoryTalk AssetCentreサーバ X 4.10.00

• FactoryTalk AssetCentreクライアン ト X (o) X (o) X (o) X (o) X (o) X (o) X (o) X

• FactoryTalk AssetCentre資産無制限 X

• FactoryTalk AssetCentreプロセスデバイス X (o)

• FactoryTalk AssetCentre障害回復 ：
– Rockwell Automation

X (o)

– リモート コンピュータ X (o)

• FactoryTalk AssetCentre Calibration Manager X (o)

FactoryTalk Services Platform (1) 2.60 (SR6) 2.51 (SR5) 2.60 2.51

• FactoryTalk Activation Manager 3.60
または
3.50

通信およびエンジニアリング
• RSLinx Enterprise X X X X X X

5.60
または
5.50

• RSLinx Gateway (Classic) X X X X X X 3.60
または
3.50

• RSLogix 5000 Professional X X X X 20.00.00

• ControlFLASH X X X X 11.00.00

• ControlNet、 EtherNet/IP、 DeviceNet向け
RSNetWorx

X X X

サードパーティ製ソフ トウェア
• ウイルス対策ソフ トウェア X X(3) X X X X X X 11.0

(1) Activation Manager、 RSLinx Enterprise、 およびRSLinx Classicのバージ ョ ンが決まります。

(2) o =オプシ ョ ン。

(3) ロックウェル ・ オート メーシ ョ ンでは、 Symantec Endpoint Protectionの使用をテスト済みです。 詳細は、 http://www.rockwellautomation.custhelp.comで

ナレッジベースの回答ID 35330を参照して ください。

表29 - PlantPAxシステム要素のソフ トウェアコンポーネン ト

ソフ トウェアおよびOSの要件 PASS EWS OWS IndWS AppServ-
Batch

AppServ-Info
(VantagePoint)

AppServ-
Info 
(Historian)

AppServ-
Asset

バージョ
ン番号
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用語集

以下の用語と略語は本書を通して使用されます。 こ こに示され
ていない用語の定義については、 『Allen-Bradley Industrial Automation
Glossary』 (Pub. No. AG-7.1)を参照してください。

FactoryTalkサービスプラ ッ ト

フォーム

FactoryTalk Services Platform (FTSP)は、 サービス指向アーキテクチャ

(SOA を参照 ) の一種で、 FactoryTalk対応製品を介して価値を与え

る ものです。 このプラ ッ ト フォームは、 共通化と再利用によっ
てユーザの学習曲線とプロジェ ク ト のエンジニア リ ング時間を
短縮します。 例えば、 アクティベーシ ョ ン、 FactoryTalk Directory、
セキュ リ テ ィ、 診断、 監査、 生データ、 アラーム、 イベン ト な
どです。

FactoryTalkディ レク ト リ ソフ ト

ウェア

FactoryTalk Directoryソフ ト ウェアは、 システムデータが格納され

る場所を定義する こ とでア クセスを迅速化し ます。 FactoryTalk
Directory ソフ ト ウェアは、 FactoryTalk 対応製品間で共有される工

場リ ソースの共通アドレスブッ クを提供します。

PlantPAxプロセス ・ オート メー

シ ョ ン ・ システム

PlantPAx システムは、 世界で ト ップク ラスの分散制御システム

(DCS)に期待されるすべてのコア機能を備えています。 このシス

テムは、 多分野にわたる制御を可能にする Integrated Architecture
(統合アーキテクチャ )コンポーネン ト を使用する規格に基づいた

アーキテクチャ上に構築され、 Rockwell Automation®のインテ リジェ

ン トモータ制御の製品ラインとのプレ ミア統合が可能です。

RSLinxソフ ト ウェア RSLinx ソフ ト ウェアは、 コンピュータベースのプログラムの通

信ド ライバ(データサーバ)で、 ロ ッ クウェル ・ オート メーシ ョ ン

のコ ン ト ローラの情報にア ク セス し ます。 これには、 RSLinx
Classicソフ ト ウェアとRSLinx Enterpriseソフ ト ウェアがあ り ます。

FactoryTalk View SEソフ ト ウェアは、 RSLinx Enterpriseソフ ト ウェ

アを使用してコン ト ローラのタグに直接アクセスします。

アーキテクチャ アーキテクチャは、 制御システムおよびソフ ト ウェアシステム、
ならびにこのよ うなシステムの設計を効率よ く実装するためのプ
ロセス と規律を具現化したものです。 アーキテクチャによって、
システムを構成する関連要素の情報内容、 これらの要素間の関
係、 およびその関係を支配する規則などが伝達されます。

アドオン命令 アドオン命令は、 再利用可能なコードオブジェ ク ト で、 システ
ムの実装を合理化できるカプセル化されたロジッ クが含まれて
います。 これによって、 ControlLogix ファームウェアにネイティ

ブに指定されている命令セッ ト の補足と してプログラ ミ ング論
理の独自の命令セッ ト を作成できます。 アドオン命令を各コン
ト ローラプロジェ ク ト で定義する と、 必要に応じて、 アプ リ
ケーシ ョ ンコードで何度もインスタンスを作成できます。

アプリ ケーシ ョ ンサーバ アプリ ケーシ ョ ンサーバ (AppServ) はプロセス ・ オート メーシ ョ

ン ・ システム ・ サーバ(PASS)に付加されるサーバで、 通常はPASS
のFactoryTalk Directoryのク ライアン トです。 FactoryTalk Batchアプ

リ ケーシ ョ ンには、 AppServ-Batch、 Historian アプリ ケーシ ョ ンに

は、 AppServ-Historyがあ り ます。
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用語集
アラーム 機器の誤動作、 プロセスの逸脱、 または応答を必要とする異常
事態をオペレータに音声または表示で知らせます。

アラームの優先順位 イベン トの重要度を知らせる In-Alarmイベン トの属性です。

アラームイベン ト アラームオブジェ ク ト からアラームサブス ク ラ イバにアラーム
状態の変化を知らせるプッシュ通知です。

アラームオブジェク ト アラームを所有するアラームシステム要素で、 アラームの特定、
状態の管理、 およびアラームイベン トの生成を行ないます。

アラームシステム アラーム状態を検出し、 その状態をオペレータに通知して、 ア
ラーム状態の変化を記録するハード ウェア と ソフ ト ウェアの集
合です。

アラーム管理 アラームシステムの決定、 ドキュ メ ン ト 化、 設計、 操作、 モニ
タ、 および維持のためのプロセス と実施です。

エンジニア リ ングワークステー
シ ョ ン(EWS)

エンジニア リ ングワークステーシ ョ ン (EWS) は、 PlantPAx システ

ムのシステム構成、 開発、 およびメ ンテナンス機能を提供しま
す。 EWSには、 FactoryTalk View SE Studioソフ ト ウェア、 RSLogix
5000 ソフ ト ウェアなどの開発ソフ ト ウェアが含まれています。

オペレータワークステーシ ョ ン
(OWS)

オペレータワークステーシ ョ ン (OWS)には、 プロセスのグラフ ィ

カルビューと インターフェ イスが用意されています。 ワーク ス
テーシ ョ ンは、 PASSまたはAppServ-HMIのク ライアン トです。

開発ソフ ト ウェア 開発ソフ ト ウェアは、 各種システムコンポーネン ト の設定に使
用されるプログラムアプ リ ケーシ ョ ンですが、 実行時には必要
あ り ません。 RSLogix 5000ソフ ト ウェア、 FactoryTalk View Studio
ソフ ト ウェアなどが該当します。

ク ライアン ト ク ライアン トは、 ハードウェア(PC) と ソフ ト ウェアで構成され、

リ ン クを用いてシステム ・ サーバ ・ アプ リ ケーシ ョ ンへのイン
ターフェ イスを提供します。 ロ ッ ク ウェル ・ オー ト メーシ ョ ン
のアーキテクチャでは、 ク ラ イアン ト は、 実行時ソフ ト ウェア
がロード されたコンピュータを指します。

ク リ ティカルなシステム属性
(CSA)

ク リ ティカルなシステム属性 (CSA)は、 システムが期待通り機能

しているかど うかをお客様が判断できる特性の1つです。 CSAは、

システム全体のパフォーマンスおよび使いやすさを示す独自の
視覚的な指標です。

CSAは、 システムの動作上の基本条件を設定する特定のパラ メー

タを持ちますが、 これらのパラ メータはメ ンテナンスを行な う
必要があ り ます。 これらのパラ メータで、 システムテス ト のパ
ス / フェイル ( フォローアップ )が決ま り ます。 例えば、 画面表示

時間<2秒以下、 画面更新時間<1秒以下などです。

この他にも、 システム要素に関連付けられたコン ト ローラ ロー
ディ ング、 コンピュータ ローディ ング、 ネッ ト ワーク設定値な
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どの多くの属性値があ り ます。 システム CSA を維持するには、

これらを最適に設定する必要があ り ます。

グローバルオブジェク ト 一度作成する と、 アプ リ ケーシ ョ ンの複数のディ スプレイ (画面)
で複数回参照できるオブジェク トです。

サーバ アプリ ケーシ ョ ン(データサーバなど)にデータを提供するソフ ト

ウ ェアコンポーネン ト です。 通常、 サーバ ・ ソ フ ト ウ ェア ・ コ
ンポーネン ト は、 サーバク ラスコンピュータにインス トールさ
れます。

システムインフラ基盤 システムインフラ基盤は、 各システム要素が 1つのシステムと し

て機能するために必要な民生用ハード ウェアと ソフ ト ウェアで
す。 例えば、 ネッ ト ワーク ス イ ッチ、 コンピュータなどが該当
します。

システムサーバ システムサーバは、 システムの容量の増設やオプシ ョ ンのシス
テム機能をサポー ト する こ と で、 システムの範囲を拡張し ま
す。 例えば、 プロセス ・ オー ト メーシ ョ ン ・ システム ・ サーバ
(PASS) は、 すべての集中型プロセスシステムや分散型プロセスシ

ステムに必須のコンポーネン ト です。 PASS は、 集中的な名前解

決、 およびシステム全体の FactoryTalk サービスを行ないます。

PASSは、 情報を OWSに分配し、 オプシ ョ ンのアプ リ ケーシ ョ ン

サーバに追加する こ とでプロセスシステムの範囲を拡大する機
能を提供します。

システム属性 システム属性は、 操作や測定が可能な動作上の機能で、 動作上
の境界やシステムの機能を確立する場合に使用されます。 例え
ば、 ワーク ステーシ ョ ンのメモ リ、 画面上のパラ メータ数、 制
御ループ数などが該当します。 システム属性には、 独立属性と
依存属性があ り ます。

システム要素 システム要素は、 ハード ウェア製品と ソフ ト ウェア製品の組み
合わせから成る明確な構成要素で、 特定可能なシステムの機能
または役割をサポー ト します。 システム要素を操作して、 シス
テムの動作または機能を変更する こ とができます。 例えば、 エ
ンジニア リ ングワークステーシ ョ ン (EWS)、 オペレータワークス

テーシ ョ ン (OWS)、 プロセス ・ オー ト メーシ ョ ン ・ システム ・

サーバ(PASS)、 コン ト ローラなどが該当します。

制御戦略 制御戦略は、 システムの占有スペースのこ とで、 以下のよ う な
複雑性を示します。

• データサーバ

• 情報ス ト レージ

• オペレータインターフェイス(グラフ ィ ッ クス、 フェイス

プレート )

• 制御コード (シーケンス、 プロシージャ、 フェーズ)

• I/O
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制御戦略は、 標準的なシステムローディ ングを確立する包括的
プロセスシステムの占有スペースを確定する場合に使用されま
す。 この標準的システムローディ ングは、 プロセスシステムの
境界と限界(実装規則)を特定する場合に測定が可能です。

統合アーキテクチャ (IA) 統合アーキテクチャ (IA)は、 ロ ッ クウェル ・ オート メーシ ョ ンの

コア有効化テク ノ ロジを使用した製品グループに対してロ ッ ク
ウェル ・ オート メーショ ンが付けた名称です。 PlantPAx プロセス ・

オー ト メ ーシ ョ ン ・ システムは、 プロセス ・ オー ト メ ーシ ョ
ン ・ システム と して最適なパフォーマンスを提供するために規
定された方法で構成されたIA製品の定義済みセッ トです。

ディ スプレイオブジェク ト ディ スプレイオブジェ ク ト は、 アニ メーシ ョ ン機能を持つディ
スプレイ要素の機能グループの1つです。

特性解析 特性解析は、 標準的なプロセスシステムのパフォーマンスデー
タに関する実際の動作や集合のこ とで、 特定のシステム構成の
スケーラビ リ テ ィ、 安定性、 ユーザビ リ テ ィ を特定します。 特
性解析は、 以下の目的に使用されます。

• システム全体の定義

• システムが特定のレベルで動作しているかど うかの確定

• 安定性の確認

• システム要素の規則、 関係、 限界、 推奨事項などのチェッ
ク と作成

プロセス ・ オート メーシ ョ ン ・
システム ・ サーバ(PASS)

プロセス ・ オー ト メーシ ョ ン ・ システム ・ サーバ (PASS) は、

PlantPAx システム全体で集中管理を可能にするコアの PlantPAx シ

ステムサーバです。 PASSは、 必須コンポーネン トです。

履歴管理 データ収集を行な う システムの一種で、 収集、 ス ト レージ、 圧
縮、 検索、 レポー ト、 解析などのコンポーネン ト で構成されて
います。 履歴管理機能には、 生データサンプ リ ング、 圧縮、 ス
ト レージ、 検索、 再構成、 解析、 集約、 およびプレゼンテー
シ ョ ン(レポート と表示)などがあ り ます。

履歴データ 履歴データは、 過去のオペレーシ ョ ンの長期解析に使われる
データです。

ユーザ定義データ型(UDT) 一度作成した後、 複数のタグテンプレー ト で複数回にわたって
再使用するタグの型です。

ワークステーシ ョ ン ワーク ステーシ ョ ンは、 開発ソ フ ト ウ ェア、 構成ソ フ ト ウ ェ
ア、 およびメンテナンスソフ ト ウェア (オプシ ョ ン )を実行するコ

ンピュータです。 ワークステーシ ョ ンはサーバではあり ません。
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